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クールな凄腕パイロットは、新妻への激愛を鎮められない～社内極秘婚～










プロローグ




「皆様、今日も『ＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空』をご利用いただきましてありがとうございました。皆様の次のご搭乗を乗務員一同、心よりお待ちしております」

　十七時四十分、機体は羽はね田だ空港の滑走路に振動を感じさせずに着陸した。

　ＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空、通称〝ＡＡＮ〟の旅客機はゲートに向かう。

　操縦桿かんを握っているのは蓮はす水み陵りょう河が機長だ。現在三十四歳の彼は、その並みはずれた才能で二年前機長に抜てきされた。今日もいつものように安定感のある素晴らしい操縦だったので、心の中で拍手する。

　すべての乗客が降機した後、キャビンアテンダント、いわゆるＣＡの私たちが機内に残された忘れ物や不審物がないかチェックをする。

　チェックが終わる頃、蓮水機長と真ま木き副操縦士がコックピットから現れて、私たちに「お疲れさま」とねぎらいの言葉をかけ、機内からボーディング・ブリッジへと歩を進めた。

　蓮水機長のバリトンボイスはＣＡはもとより、乗客をも魅了する。

　スラリとした高身長の蓮水機長には、コックピットの座席は窮屈なのではないかと思う。

　だが、シンガポールから七時間二十分間のフライトの疲れも見せない蓮水機長はさっそうと歩き、真木副操縦士、チーフパーサー、パーサーが続いて機内から出る。

「戸と森もりさん、お疲れさま。行きましょう」

　頼りになる先輩ＣＡ、井いの上うえ早さ苗なえさんに促される。

　私、戸森真ま衣いは現在二十五歳。ＣＡとしては三年目になり、後輩もいるので中堅といったところだろうか。

　井上さんは二十九歳で、テキパキとした動作と物腰やわらかな対応に定評があるので、もうすぐパーサーになるのではないかと思っている。

「井上さん、お疲れさまでした」

　挨拶をしてＣＡの小さなキャリーケースを手にし、後に続いた。

　これで業務が終わりになるわけではない。

　オフィスに入室し、ひとつの会議用テーブルを囲んでデブリーフィングが始まった。反省会のようなもので、どんなに遅い到着時間であっても必ず行われる。

　蓮水機長の挨拶の後、フライト報告、チーフパーサーから機内の様子の報告、反省点などが、次のフライトに活かすため共有される。

　お客様からクレームがあった場合はデブリーフィングの後に報告書を書かなければならないが、今回はほぼ完璧な業務だったので、いくつかの確認事項を済ませて解散になった。

　ぞろぞろと乗務員たちがオフィスを出ていく中、ふと振り返ると視線の先で、真木副操縦士が蓮水機長を呼び止めるのが見えた。

　一瞬、蓮水機長の瞳が私に向けられるが、ペコリと頭を下げてドアから出た。

　キャリーケースを引き、タクシー乗り場へ向かう。

　以前の航空会社のＣＡは通勤にタクシーやハイヤーを使っていたようだが、最近では早朝・深夜以外はリムジンバスや電車利用が主となっている。

　それでも、わが社の通勤に対する補助は他社に比べると充実しており、一往復分の金額が決まっているので、その金額を超えない場所に住んでいるＣＡはタクシーを利用している。私の自宅も支給される金額の範囲内にあるので、たいていはタクシーだ。月に一度交通費を申請すると、給料とともに給与明細に載るシステムになっている。

　客待ちをしていたタクシーに乗り込み、品しな川がわ区の自宅へ向かう。着陸したときはまだ明るかった空が、今はとっぷりと暗くなっていた。

　夕食は和食がいいかな。

　家を空けて三日目、フライト前日に買い物をしたので消費期限の過ぎていない食材が冷蔵庫の中にいろいろと入っている。

　今晩のメニューを考えているうちに、羽田空港から約二十分の湾岸エリアに建つタワーマンションのエントランスにタクシーがつけられた。

　地上三十階、地下一階で、ガラス張りの広いロビーには滝が流れており、涼やかな音を響かせている。いくつかのソファセットも用意されていて、ラグジュアリーな雰囲気が漂う。

　二年間住んでいても私は利用したことがないが、ジムや住人が使えるワークスペースなどもある。

　カウンターに立つコンシェルジュの年配の男性に会釈する。

「こんばんは」

　最初の頃は空港以外でＣＡの制服を着て歩くのは恥ずかしかったけれど、今は慣れて、にっこり笑みを浮かべて会釈できるようになった。

「おかえりなさいませ。クリーニングを預かっております。少しお待ちください」

　コンシェルジュの男性はバックヤードへ行くと、クリーニングされた制服の入った不織布の大きな袋を持って戻ってくる。

「ありがとうございます。いつも助かります」

「仕事ですから当然でございます」

　荷物を受け取り抱えると、その先のエレベーターホールへ歩を進める。五機あるエレベーターの待機していたひとつに乗り込み、パネルの三十階をタッチした。

　上昇するエレベーターはあっという間に最上階へ到着する。

　最上階は一室の専有面積が広く取られているので、戸数が少ない。私は一番奥のブラウンの木目調のドアに向かった。

　指紋認証でロックを解除し、キャリーケースをよいしょっと玄関に入れてホッと息を吐く。

　会社の制服を着ているので気を緩められず、わが家に戻った瞬間にようやくその緊張が解ける。

　キャリーケースをそのまま御影石の玄関に置き、クリーニングの荷物とバッグだけを持ってスリッパに足を通した。

　玄関を入って真正面のドアを開けると、リビングダイニングルームの一面にある大きな窓から、ライトアップされたレインボーブリッジが遠くに見える。

　レモンイエローのカウチソファにバッグとクリーニングされた服を置き、グレーの制服の上着を脱ぐ。その下は落ち着いた色味のピンクにグレーのピンストライプの半袖シャツ。上着と同じ色のグレーの膝下までのタイトスカート。伸縮性のある生地が使用されていて、動きやすいよううしろにスリットが入っている。

　制服のデザインは私が入社した翌年にリニューアルされたもので、以前の紺色より気に入っている。

　まずはご飯を炊きたいので、上着を半分に畳んでカウチソファの背にかけてキッチンへ行き、すばやくお米をといで炊飯器のスイッチを押す。

「これでよしっと。着替えよう」

　バッグとクリーニングの服を抱えたとき、玄関の開く音がした。

　そしてリビングダイニングルームのドアが開き、蓮水機長が姿を見せた。

「おかえりなさい」

　満面の笑みを浮かべて近づいてきた彼に、持っていたものをソファに戻して抱きつく。

　力強い腕が私の背中に回り、蓮水機長の唇が耳もとに寄せられた。

「駐車場で待っていればいいものを……」

　あきれた声もまたバリトンボイスで、腰の辺りに疼うずきを感じさせる。

「もうっ、陵河さん、それは毎回話していることでしょう？　私たちが結婚しているのは上層部しか知らないし、同僚たちに車に乗り込むところを見られたら、私が困るの」

「そろそろ公表しないか？」

　陵河さんの腕の中にいた私はパッと顔を上げて、ふるふると頭を左右に動かす。

　私と蓮水機長は二年前に結婚した夫婦だ。会社では旧姓の戸森を使っている。

　わが社はちょうど私たちが結婚した頃に、夫婦でも同じフライトのクルーとして勤務に就けることになった。

　陵河さんが操縦桿を握るフライトのクルーになるのが夢だったのでうれしいし、社内規定が改定されたからあえて隠す必要もないのだが、なんと言ってもＡＡＮの蓮水機長はＣＡたちから人気がある。

　機長とＣＡが結婚した前例はあるが、そのときは同じフライトのクルーにはなれなかった。改定後の社内規定が適用されたのは私たちが初ということになる。

　それだけに、蓮水機長の妻がＣＡになりたての私では周囲からの風あたりが強くなるかもしれないと考えて、結婚を秘密にしている。

　結婚後の振る舞いについて話し合ったとき、陵河さんからはほかの男性が私に近づかないようにマリッジリングをつけていてほしいと要望された。

　心配されるほどモテたことなんてないが、彼の言う通りにマリッジリングは指輪の交換以降一度もはずしていない。

　陵河さんはマリッジリングをネックレスに通して身に着けてくれている。

　今日もまた私に却下されたことで、陵河さんの口もとが不機嫌にゆがめられた。

　でも、周囲の反応次第では働きづらくなる可能性があるし、優秀な彼の仕事の邪魔になるようなことは絶対に避けたい。

　百八十三センチある陵河さんと私の身長差は二十センチ。

　背伸びをして、ゆがめられた唇にチュッとキスをして離れようとしたところで、胸の中に引き戻されて強引に唇が塞がれる。

　欲望のままに舌が絡められる。

「んっ、ふ……りょ、がさん、夕食……んんっ、の、準備が」

「後で簡単に食べればいい。明日、咲さき子こさんの手料理をたっぷり堪能できるだろ。それより今は真衣が食べたい。シャワーを浴びよう」

　抱き上げられリビングダイニングルームのドアを出て、バスルームへ向かった。

　咲子さんというのは、私の実の母で陵河さんの継母のこと。

　明日は義父の六十四歳の誕生日で、お祝いのために実家へ行く予定になっている。義父は私にとって継父でもある。

　私たちはお互いの両親の連れ子。つまり陵河さんは夫であり義理の兄なのだ。










一、母の良縁




　九年前。

「真衣。お母さん、再婚してもいいかな……？」

「え？　さ、再婚？」

　土曜日の夕方だった。突然の母の言葉に目を丸くして驚く。

　母は、浮気をした揚げ句相手を妊娠させた父と七年前に離婚した後、渋しぶ谷や駅から松しょう涛とう方面に向かう途中にある雑居ビルの一階でお弁当屋を開業して、私を学校へ通わせてくれた。お弁当屋は順調でそれなりの暮らしをしていたが、私が就職したらお金をためてどこかのんびりできるところへの旅行など、親孝行をしたいと思っていた。

「付き合っている人なんていたの？」

　たしかに休日に出かけることもあったけれど、付き合っている人がいるなんてそぶりはまったくなかったように思う。

「実は一年前に知り合って。あ、久ひさ紀のりさんも忙しいから頻繁に会っていたわけじゃないの。真衣、本当に素敵な人なのよ」

　お付き合いしている人の話をする母はほんのり頬を染めて恥ずかしそうで、乙女と言うのは四十一歳の母には似つかわしくない言葉だけど、娘から見てもかわいい。

　私が小学生の頃から、女手一つで仕事と子育てを両立していた母は大変だっただろうとも思う。

　母にも母の人生がある。

「うん。お母さんがいいと思った人なら賛成よ」

「本当に!?　賛成してくれるの？」

「もちろんっ、どんな人なの？」

「会ってみてくれたらすぐにわかると思うけど、ちょっと待ってね」

　ソファから立ち上がった母はスマホをバッグから出して、どこかへ電話をかけ話し始める。その会話は聞こえない。

　通話を切った母はすぐに戻ってきた。

「急だけど、これから食事はどうですか？って、久紀さんが」

「ええっ？」

「会社を経営しているから海外出張もあって忙しい人なの。無理にとは言わないけれど、今日会うのはどうかしら？　息子さんも都合がいいみたい」

「息子さんもいるんだ」

「ええ。大学生と社会人のふたりよ。長男は今、二十五歳で高校からアメリカへ留学しているから、私もまだ会ったことはないの」

　お母さんが結婚したら、私に兄がふたりできるんだ……。

「どう？　行ける？」

「……うん。いいよ」

　私の返事に母は、ぱあっと花が咲いたような笑顔になった。

「せっかくだから真衣にも食事を楽しんでほしいし、ドレスアップするのはどう？　クリーム色のドレスワンピがいいかしら。髪はハーフアップはどう？」

　肩より少し長めのふんわりと落とした私の黒髪を、パサッと持ち上げてから離す。

「え？　食事に行くだけでしょ。あれはパーティードレスだし」

　一年前、母の五つ年の離れた妹が結婚したときに買ったワンピースをクローゼットから出してきて、押しつけてくる。

「どんな真衣でもかわいいけれど、初めての顔合わせだし。たしかドレスコードのあるレストランのはずよ。お母さんも着替えなきゃね」

　母もやはり結婚式に出席したときに着た、ライトパープルのミモレ丈のパーティードレスを選んで着替え始めた。




　タクシーで向かった先は、六ろっ本ぽん木ぎの五つ星ホテルだった。

「お母さん、ここで食事をするの？」

「ええ。真衣はこんなすごいホテルで食事をするのは初めてよね」

「六本木は駅を通るだけで降りたこともないもの」

　六本木は大人の街のような気がするし、高校生は原はら宿じゅくや渋谷、新しん宿じゅくなどで充分遊べる。

「じゃあ、行きましょう」

　母に促されて、コンシェルジュデスクの前を通りエレベーターホールへ歩を進める。

　エレベーターに乗ると、母の再婚相手に初めて会うという実感が湧き出し、緊張で心臓がドキドキしてきた。

「緊張しちゃう……」

　素直な気持ちを口に出す私に母は微笑む。

「優しい方だからそんなに緊張しなくても大丈夫よ」

　エレベーターが高層階で止まった。

　先に降りた母は、案内図を見ずにフレンチレストランへ足を運ぶ。

　何度か来たことがあるんだ……。

　そう考えると、ちょっと相手に嫉妬してしまう。

　母がレストランの入口でスタッフに名前を告げると、個室に案内された。

　スタッフがドアをノックして開け、母が先に入室して後に続く。

　私たちの姿を捉えた様子の年配の男性と息子さんが椅子から立ち上がった。年配の男性はチャコールグレーの落ち着いた色味のスーツで、息子さんの方はダークブルーのスーツに細身のネクタイを緩く締めている。

　ふたりとも整った顔をしていて、どちらもモテそうだ。

「久紀さん、伊い知ち弥や君、お待たせしました」

　母が笑顔で年配の男性から隣の青年に微笑む。

　ふたりはテーブルを回って、目の前にやって来る。

「急だったから大変だったでしょう。はじめまして。君が真衣さんだね？　お母さんとお付き合いさせていただいている蓮水久紀です」

「は、はいっ。戸森真衣です」

　ペコリと頭を下げる私に、蓮水さんは息子さんの伊知弥さんを紹介してくれた。

　伊知弥さんはくっきりとした二重で、アイドル系の顔をしている。

「真衣さん、真衣ちゃん、どっちがいいかな？」

　人懐っこい笑みで、ホッとする。

「伊知弥さんより年下なので〝ちゃん〟がいいです」

「ＯＫ！　真衣ちゃんと呼ばせてもらうよ」

「それなら私もそう呼んでもいいかな？」

　そう尋ねるのは蓮水さんだ。

「はい」

「どうぞお掛けください」

　蓮水さんは母の椅子を、伊知弥さんは私の椅子を引いて腰を下ろさせた。

　まるで映画の世界に入ったような紳士的な所作に、びっくりした。

　男性たちはテーブルの向こう側へと回り、母の前に蓮水さん、その横で私の前には伊知弥さんが座った。

　三人はシャンパン、私はりんごジュースで乾杯し、前菜のほうれん草とサーモンのテリーヌを食べる。

　フランス料理自体私は初体験で、ナイフとフォークは使ったことがあるものの、そのほかにいくつもあるカトラリーに戸惑う。

　緊張してはいたが、蓮水さんは優しそうだし、伊知弥さんも本心はわからないけれど、こうして顔合わせに出席しているので再婚に理解があるみたいだ。

　蓮水さんは五十五歳とのことで、ナイスミドルといった印象だ。

「真衣ちゃん、父さんたちの出会いを知りたいだろう？」

　お肉料理に合わせた赤ワインのグラスをテーブルに置いて、伊知弥さんが尋ねる。

「はい。お弁当屋で働くお母さんが、蓮水さんのような人とどうやって出会ったのか気になります」

「俺が咲子さんののり弁にハマっちゃってさ」

「のり弁……」

「そっ、めちゃくちゃうまいよね？」

　伊知弥さんが、母のお弁当屋でのり弁当を買ったのがきっかけだったんだ。

「伊知弥から咲子さんが作ったのり弁をもらって食べたら、おいしすぎて感動してね」

　蓮水さんが伊知弥さんの話を引き継ぐ。

　蓮水家は高級住宅地の渋谷区松涛に家を構えている。蓮水さんは奥様に十年前病気で先立たれており、それ以来週三日だけ家政婦さんに家のことを頼んでいるのだとか。

　家政婦さんがお休みで夕食がない日は、伊知弥さんが母のお弁当屋でお弁当を買うという常連だったそうだ。

　お弁当を食べた蓮水さんがまず料理に惚れ込んで、それからお付き合いが始まったと、ナイフとフォークを動かしながらも会話はやまない。

　母の得意とする和食は祖母から仕込まれたもので、本当においしいと思う。

　驚いたのは、蓮水さんは高校生の私でも知っている、飲食業界でも一、二を争う外食チェーンを展開している蓮水ホールディングスの社長だった。

「長男が顔合わせに参加できなかったが、現在シカゴに住んでいて副操縦士をしているんだよ」

　パイロットなんだ。すごい。将来の仕事としてＣＡが気になっていたので、パイロットと聞いて会ってもいないのに尊敬する。

「兄貴とは年に数回しか顔を合わせていないかな」

「真衣ちゃん、長男の方は伊知弥と違って常に仕事のことばかり考えてストイックな性格だよ」

「俺と違ってって、まだ俺は働いていないしさ」

　父親と伊知弥さんとの関係から仲良しの雰囲気が伝わってくる。

　蓮水さんは口調がやわらかく、母を見る目も優しく感じる。

　母だってひとりの女性だし、楽しい人生を送ってほしい。この再婚で母が幸せになれるのならば賛成だった。




　一カ月後、母と蓮水さんは入籍して、私たちは中なか野の区のマンションから松涛に引っ越した。

　私は養子縁組をしていないので、正確には蓮水家の者ではない。母の再婚には大賛成だけれど、同級生にどう説明したらいいかわからず名字を変えるには抵抗があった。義父はいつでも養子縁組はできるからゆっくり考えるようにと言ってくれている。

　蓮水家は地中海リゾートをイメージした南欧風の豪邸だった。白い漆しっ喰くいの壁とオレンジや茶色の屋根瓦、二階建ての室内は７ＬＬＤＫと驚くほど広く、庭も今の時季いろいろなバラが咲いていて美しい。

　松涛でも、蓮水邸は群を抜いて素晴らしい建物だった。

　自分がここで生活するなんて信じられず、夢を見ているような気持ちだった。それまで住んでいた賃貸マンションはごく普通の２ＬＤＫだったから。

　一階に四部屋とリビング、ダイニング、バスルームや洗面所があり、二階には三部屋とこれまたリビングとレストルームがあった。

　私はこれから二階の部屋に住むことになる。伊知弥さんもアメリカで生活している陵河さんも二階に自室があった。

　義理の兄とはいえ、同じ家に男性がいるのは慣れるのに時間がかかりそうだ。もちろんそれは、この家にもともと住んでいた蓮水家の男性たちも同じかもしれない。

　引っ越し当日、伊知弥さんは自分の予定を入れずに、引っ越し業者とともに段ボール箱を運ぶなどして手伝ってくれた。

　高身長の彼は体躯もよく、体を動かすことが好きみたいだ。彼は都内にある最難関大学の経営学部の二年生で、フットサルチームで試合にも出ていると話してくれた。

　頭がよくて運動もできる、文武両道といったところだろう。

　もうひとりの義理の兄になった陵河さんも、母によればすごい人らしい。

　陵河さんは高校から留学し大学も向こうで卒業した。現在はアメリカの大手航空会社の副操縦士だそうだ。

　私の周りにはいなかった優秀な男性たちだ。

「いけない、いけない。早く片づけなきゃ」

　今日は五月下旬の日曜日。明日は学校がある。

　以前とは違う広い洋室を見渡す。部屋は十畳あり、蓮水さん……お義父さんが私の希望を聞いて家具を揃そろえてくれた。

　お姫様のような部屋に憧れていたので、ベッドやデスク、ドレッサーはすべて白。クローゼットは造り付けで一畳分ある。

　壁紙もリフォームしてくれ、ベビーピンクの花柄でヨーロピアン仕様だ。

　ベッドには白いレースフリルのついたリネンが用意され、いつでも寝られるようになっているが、部屋の隅には段ボール箱が積み重ねられている。

　段ボール箱をひとつ下ろそうとしたとき、ドアがノックされ「俺、伊知弥」と声がした。

「あ、はいっ。どうぞ」

　手を止めてドアの方を見ていると、伊知弥さんが姿を見せた。ドアを開けたまま入口に立っている。

「夕食だって」

「ありがとうございます」

　頭を軽く下げてお礼を言うと、伊知弥さんがクスッと笑う。

「まあ、俺の方が年上だけど、もっと砕けた口調でいいと思うよ？」

「え？」

「例えば、ありがとうございますじゃなくて、ありがとう～で」

　その言い方がおかしくてふふっと笑ってしまう。

「それに〝伊知弥さん〟は年寄りっぽいから〝伊知弥君〟を希望する。ね、真衣ちゃん」

「希望する……」

　まるでどこかの隊長のような口調がおかしくて、思わず噴き出した。

「わかりました！　伊知弥君と呼ばせてもらいますね」

　きっと伊知弥君は女性慣れしているのだろうな。

　私の通っている高校は私立の共学で、男性と話をしたりグループで出かけたりすることはあるけれど、こんなふうにふたりきりのケースはあまりないので緊張しがちだ。今みたいにスッと違和感なく声をかけられると構えずに話ができる。

「かわいらしい部屋だな。うちは男所帯だったから、女の子らしい部屋は新鮮だよ」

「本当に素敵にしてもらっちゃいました」

「父さんは娘ができたと舞い上がっていたからな。さてと、行こうか」

　ドアのところで伊知弥君は私を先に出してパタンと閉め、緩やかにらせんを描く階段へ向かった。

　らせん階段の横は二十畳くらいある二階のリビングルームで、テレビやオーディオセット、ゲーム機などもあった。本当に贅ぜいを尽くした邸宅だ。

　一階のリビングルームのチェストの上の写真立てに義父と伊知弥君、陵河さんの三人の写真が飾られていた。ほかに息子ふたりの個別の写真もあり、中にパイロット姿の写真があってしばし見とれてしまった。

　初めて陵河さんを目にしたが、切れ長の目にサラッとした髪、顔のパーツは彫刻のように整っている超絶美形で驚いた。

　伊知弥君はアイドル系の綺き麗れいな顔で、年を重ねれば義父のようになりそう。ということは、キリッとした顔の陵河さんは亡くなった母親似なのかもしれない。




　翌日から渋谷駅を使っての通学が始まった。以前は通学に一時間かかっていたのが、三十分に短縮されて楽になった。

　母はお弁当屋を頼りになる店長に任せ、ほかにも数人アルバイトを雇い、店には立たなくなった。経営は引き続き続けている。

　蓮水家の家政婦さんは解雇することなく週三回来てもらっていて、その間母は事務作業に専念できる。

　朝食は四人で食事をするのが日課だけれど、義父は大会社の社長なので、夕食を一緒に食べられるのはまれだ。たいてい帰宅は二十一時以降で、海外出張も月に二度ほどある。

　伊知弥君も人付き合いがいいので、夕食は母とふたりきりのことが多い。

　だけど母は幸せそうだし、生活は快適。文句なしの毎日を過ごしていた。




　七月の中旬。明日から夏休みで、私は終業式後まっすぐ帰宅した。時刻はお昼過ぎ。

　母は今日義父とランチの約束で会社へ赴いているし、伊知弥君はフットサルの大会に出かけている。家政婦さんもお休みの日なので、自分で昼食を作らなくては。

　玄関を入ってまっすぐらせん階段に向かい、二階のリビングルームに立ったところで、カウチソファに体を投げ出して寝ている男性がいるのに気づき、ビクッと肩を跳ねさせた。

　え？　伊知弥君、じゃない……。

　サラッとした黒髪に、眠っていても整っているとわかる美しい顔。エアコンの入った涼しいリビングルームでぐっすり眠っている様子。

　もしかして……陵河さん？　こんなときに私ひとり。

　階下に下りるべきか、自室へ行くべきか、はたまた声をかけるべきか。あたふたと数歩行っては戻るを繰り返す。

　自室へ入ったら出づらくなる。やっぱり下へ……。

　そのとき、押し殺した笑い声が聞こえてきた。

　ハッとして振り返り、カウチソファへと視線を向ける。

　陵河さんが片方の肘をついてこちらを見ていた。男の色気を漂わせた眼まな差ざしに、心臓がドクッと高鳴る。

「君が真衣だね？」

　初対面で呼び捨てにされて困惑した。

　彼は体を起こして立ち上がり、ぼうぜんとしている私の方へ長い脚で歩を進める。

　うわっ、伊知弥君より身長が高いかも。

　襟を立てた黒のシャツに白のロールアップしたパンツをはいていて、脚の長さが目立っている。

「真衣でいいんだよな？」

「は、はいっ。陵河さんですよね？」

　海外生活が長いから呼び捨てになるのかな。

　陵河さんが今日来るなんて、誰も聞いていないんじゃ……。

「そうだ。君が俺の義妹いもうとか。蓮水家へようこそ」

「お、お邪魔しています」

「お邪魔してます、か。まだ自分がよそ者だと思ってる？」

「まだ二カ月くらいなので……。あの、今日来られることは？」

「連絡していない。いつも仕事で日本に滞在しているときには、時間があればふらっと立ち寄るから」

　そうだよね。ここは陵河さんの家なんだし。

「……陵河さん、おなかは空いていますか？　私これからお昼ご飯を作るんですが」

「ありがとう。腹は空いている」

　陵河さんがパチンと指を鳴らし、うれしそうに顔を緩ませる。

「カバン置いてから作りますね。ちょっと待っていてください」

　陵河さんのもとを離れ自室へ戻ると、スクールバッグをデスクの横に置いてシンプルな白のＴシャツとジーンズに着替える。

　肩に垂らしていた髪の毛をうしろでひとつにゴムで結び、部屋を出た。

　陵河さんはカウチソファに座ってスマホをいじっていた。

「あの、簡単なものですが、パスタかお好み焼きか、和食どれがいいですか？」

「和食がいい」

「わかりました。できたら呼びますね」

「メッセージを打ち終えたら、下へ行く」

　そう言うと、スマホに目線を落として打ち始めた。

　和食かぁ……。外国で暮らしているから和食が恋しくなるのかな。冷蔵庫にお母さんが作った残り物があったかな。

　考えながら階段を下りてキッチンへ向かう。

　冷蔵庫を覗のぞいて、鶏肉のパックと卵二個を手にして、保存容器に入ったひじきの煮物、レンコンとニンジンのきんぴらも出す。

　パントリーのドアを開けて中へ入り、ジャガイモなどを常温保存しているボックスから玉ネギを一個持って出る。

　親子丼にしよう。再婚前ふたりで生活していたときに、働いて帰宅する母のために数えきれないくらい作ったものだ。

　鶏肉と玉ネギを切っているうちに、スリッパの音が聞こえてきた。

「冷蔵庫を開けるよ」

「断らなくても……陵河さんのお家なんですから」

「キッチンには新しい主人がいるだろう？」

　以前に彼がふらりと帰ってきたときは勝手に開けていたのだろう。今は母に遠慮をしているみたいだ。

　私は首を左右に振る。

「蓮水家の人なんですから、遠慮せずに自由にするべきだと思います。母もそう思うはずです」

　ふいに陵河さんは「クッ」と押し殺した笑いをする。

「君はいい子だな。じゃあ、遠慮なく」

　彼は冷蔵庫から、伊知弥君がよく飲んでいる炭酸飲料のペットボトルを出した。




　小さめのフライパンに出汁だしと調味料を煮立て、鶏肉と玉ネギを入れて煮る。具材がいい感じになって、溶いた卵を流し入れる。

　私が作っている間、陵河さんはテーブルに着いて炭酸飲料を飲みながら庭を眺めていた。ちょうどピンクや黄色、真紅のバラが咲き乱れている。

　どんぶりふたつにご飯をよそい、親子丼の具をのせた。陵河さんの方はご飯を多めにしている。

「できました！　お口に合うかわかりませんが、どうぞ」

　彼の前にどんぶりと割り箸を置く。陵河さんの箸がどれかわからなかったから、私も割り箸にした。

「うまそうだ。いただきます」

　小鉢に入れたひじきの煮物ときんぴらも、陵河さんの前に並べる。

　ひと口親子丼を頬張った彼は咀そ嚼しゃくしてから「おいしいよ。高校生だったよな？　作れるのはすごい」と褒めてくれる。

「高校生でも作れるかと……。うちは母が働いていたので、必然的に簡単な料理を覚えるしかなくて」

「そうか」

「あ、これは母が昨日作っていたものです。お義父さんは母の料理にほれ込んで付き合うようになったと言っていました」

「伊知弥から聞いているよ。父さんは職業柄味にうるさくてね」

　人気レストランを展開する会社の社長なのだから、その舌は確かなものだろう。

　モリモリ食べる陵河さんはあっという間にどんぶりを空にした。私はまだ半分ほど残っている。

「ごちそうさま。おいしかったよ。真衣は高校一年と聞いたが、今日は早かったんだな？」

「明日から夏休みなんです」

「そうか。七月も半ばだしな」

　炭酸飲料をゴクゴク流し込む、男らしい喉仏が動くさまに目がいってしまう。

「……陵河さんは高校からアメリカに行ったんですよね？　向こうの生活、長いですね」

「ああ。もう九年になるな」

「パイロットなんてすごいですね。私の友達にも航空専門の大学を受験しようかって言ってる子がいます」

　何百人という乗客の命を預かる仕事は精神的にも大変だろうなと思う。

「すごいかはわからないが、空を飛ぶのが好きなんだ。さてと帰るよ」

　陵河さんは腕時計へ視線を落として立ち上がる。

「え？　誰にも会わないで帰るんですか？」

「これから友人に会うんでね。また来るよ。咲子さんによろしく伝えといて」

　彼は食べ終わったどんぶりと小鉢を手にする。

「あ、お片付けはいいです」

「持っていくだけだからこれくらいなんでもない」

　陵河さんは食器をキッチンのシンクへ運ぶと、玄関へそのまま向かい「じゃあ」と言ったとき、外側からドアが開いた。

　母が姿を見せたが、その顔は青ざめている。

「お母さんっ、どうしたの？」

　母は、玄関にいる男性がすぐに陵河さんだとわかったのだろう。

「陵河さん、はじめまして――」

「挨拶をしたいところですが、病院へ連れていきます」

　陵河さんは母の挨拶を遮り、ふらつく体へ手を伸ばす。

「少し貧血でクラクラしているだけだから……」

「医者に診てもらった方がいいです。真衣、戸締まりをしてきて」

「え？　は、はい！」

　エアコンを入れていたから窓は大丈夫。キッチンを確認して玄関へ戻ると、陵河さんは玄関のキーボックスから伊知弥君の車の鍵を取り、母を支えていた。

　陵河さんが向かったのは区内の総合病院で、母は中度の貧血と診断され薬を処方された。顔色が少し戻ってきている。

　陵河さんに家まで送り届けてもらうと、時刻は十六時近かった。

「病院へ連れていってくださってありがとうございました」

　お礼を伝える母に、陵河さんは小さく微笑む。

「当然ですよ。ゆっくり休んでください。お大事に」

　私は母を寝室のベッドに横にさせ、玄関へ戻る。

「陵河さん、助かりました。ありがとうございました」

「大事に至らなくてよかった。お母さんを大事にね。じゃあ、失礼するよ」

　陵河さんはいたわりの言葉を口にして、玄関の向こうへ消えた。

　行っちゃった……。

　それにしても判断力と行動力があって、かっこいい人だったな。




　夕食は義父も伊知弥君もいて珍しく四人が揃った。義父は母が心配だったのだろう、十八時には帰宅していた。

　数時間横になっていた母はだいぶ回復して、起きても目眩めまいに襲われなくなったので、私が作ったミートソースのパスタとサラダをみんなと一緒に食べている。

「薬で改善されるのであればよかった。一週間は無理をしないで過ごしてほしい。真衣ちゃん、突然陵河が現れて驚いたんじゃないかい？」

　義父は母に微笑んでから私に尋ねる。

「二階のリビングルームのソファで眠っていたので、びっくりしました」

「兄貴も連絡くらいよこせばいいのにな」

　あきれ声の伊知弥君に母が口を開く。

「自分の家なのだから、連絡なんて入れずに気兼ねなく来てほしいもの。私はうれしかったわ。でも運転までしてもらったのが申し訳なくて……」

「陵河が機転をきかせて病院へ連れていってくれてよかったよ」

　母の隣に座る義父は、母の手の甲をポンポンと軽くなでた。




　次に陵河さんが実家を訪れたのは、世間も慌ただしいその年の年末だった。翌日から二泊三日で箱はこ根ねの老舗旅館に泊まって新年を迎える予定だったので、入れ違いにならなくてよかった。伊知弥君が連絡を取ったらしい。

　この時季、航空会社は繁忙期のはずだ。けれど陵河さんは三十日の十五時過ぎ、ひょっこり現れた。

　義父と伊知弥君も在宅で、満面に笑みを浮かべて招き入れている。

　今日の陵河さんは黒のロングコートを着ていて、高身長に似合いすぎている。

　伊知弥君、陵河さんが来るなら教えてくれればいいのに……。

　そう考えてハッとなる。私が聞いたからって、別になにをするってこともないのに。

　リビングルームに入ったところで黒のコートを脱いだ陵河さんは、母に挨拶をしていて、彼の落ち着いた低音に聞き入ってしまう。

　義父と母はうれしそうで、その和やかな雰囲気をそばで見ていた。

　ふいに陵河さんが振り返り、目と目が合い心臓がドクッと鳴る。

「真衣、元気だった？」

　そう言って、ポケットから四角い水色の小さな箱をポンと私に投げる。慌てて手を出して受け取った。

「これは……？」

　ティーンエージャーの私には似つかわしくない有名ブランドのものだと、箱の薄い水色でわかる。

「夏の親子丼の礼だよ」

「真衣ちゃん、いいな～。兄貴、俺には？」

　伊知弥君は茶化しつつ両手を出してねだる。

「言っただろ？　夏に来たとき、親子丼を作ってくれた礼だと」

　そっけない兄に伊知弥君は笑って肩をすくめ、私は手のひらの箱から顔を上げて陵河さんを見る。

「……陵河さん、いいんですか？」

「もちろん。ほんのちょっとしたプレゼントだ」

　陵河さんはさりげなく言葉にして小さく笑みを浮かべる。

「ありがとうございます。大切にします」

「陵河さん、どうぞ。ソファに掛けてくださいね」

　男性陣はソファに腰を下ろして、義父は陵河さんに「最近はどうだ？」などと尋ねている。

　キッチンへ向かい、母がお茶を入れるのを手伝う。

　母が男性三人にお茶を運ぶと、すぐに戻ってきた。

「真衣。よかったわね。開けてみなさいな」

「うん」

　中を見たくてうずうずしていた私は、母に促されて箱を開けてみる。

「わー、綺麗～」

　キラキラ光る小さなダイヤモンドがカーブを描く、シルバーのネックレスだった。ファッション誌で見たことがあり、素敵だなと思っていたアクセサリーだ。

「とっても素敵。つけてみる？」

「あ、うん」

　ネックレスを手にして母に手渡し、うしろを向いてつけてもらう。ちょうど襟の空いたニットを着ていたので、ひんやりとした感触が肌に触れた。

「鏡を見てくる」

　キッチンから廊下に出て、洗面所の鏡を見る。

「うわっ、かわいい～」

　高校一年生の私には高価すぎるネックレスだ。こんな素敵なプレゼントをもらったことはなかったので感動している。

　特別なときにつけよう。




　夕食はマダイの煮つけや、肉じゃが、小松菜と油揚げの煮浸し、ショウガ焼きに、昨晩の残り物の味の染みたおでんがテーブルに並んだ。

　母は冷蔵室や冷凍庫にある食材を駆使して、陵河さんに喜んでもらえるように腕を振るった。

　陵河さんもどれもおいしいと言って食べていた。当初、夕食前にホテルへ戻ると言っていた彼だが、母にぜひ夕食を食べていってほしいと勧められてとどまったのだ。

　翌日は早朝からフライトで、渋谷の家からだと移動に時間がかかるから泊まれない。基本、フライトクルーは空港近くのホテルに滞在するらしい。

「和食が好きなら、日本に戻ってくればいいのに」

　煮つけを口に運んでいる陵河さんを見て、何気なく思ったことが口をついて出た。

　一同が私に注目し、思わず「え？」と声が漏れる。

　そんな私に義父はうんうんとうなずく。

「真衣ちゃん、そうだよな。こっちに戻ってきてもパイロットの仕事はあるだろうに」

　陵河さんは無表情で、余計なことを口走ったと怒っているのではないかなと焦り、慌てて首を左右に振る。

「ち、違うんです。心の声というか……。まあ、いくら和食が好きだからって向こうの慣れた快適な生活とは比べものにならないというか……」

「だよな～兄貴の恋人が離さないのかもしれないしな」

　しどろもどろで弁解をする私に助け舟を出してくれたのは伊知弥君だ。

　たしかに、あんなにかっこいい人なのだからモテるだろうし、恋人がいないわけがないよね。

「陵河、お前の人生だ。とやかく言わないが、早く身を固めるとか、いい話を待っているよ。幸せに暮らすのがなによりだからな」

「父さん、まだ二十五だ。当分身を固める予定はないよ」

　陵河さんの言葉に不思議と安あん堵どしてしまう私だった。










二、シカゴの大学へ留学で




　高校から付属大学へ進む道もあったが、私は外部受験をして千ち代よ田だ区にある大学の国際交流学部国際教養学科に入学した。

　この二年間で、私は本格的にＣＡになりたいと思うようになっていた。

　きっかけは陵河さんだ。年に数えるくらいしか顔を見せないが、限られた会話の中でもパイロットの仕事に誇りを持っていることが伝わってきた。絶対に何事もなく現地へ乗客を運ぶんだという強い信念に心打たれ、私も人の手助けができるＣＡの仕事にひかれたのだ。

　そんな中、義父に連れられて海外を訪れるうちに、新しい発見をしたり現地でガイドブックを見ながら行動したりすることをとても楽しく感じて、国際線のＣＡになれば、毎日が目新しい人生を過ごせるのではないかと思った。

　人のお世話をするのも好きだし、趣味と実益を兼ねた夢ではないだろうか。

　もちろん簡単にＣＡになれるわけではないので、在学中に夢を叶えるための努力をしたいと思っている。

　伊知弥君は去年大学を首席で卒業し、経営管理学修士号、いわゆるＭＢＡを取得するために、現在はアメリカ・ボストンの大学に留学している。期間は二年間。来年の秋に帰国する予定になっている。

　兄の陵河さんがパイロットの道に進んだので、次男である伊知弥君が蓮水ホールディングスの将来を担っていくらしい。

　母と義父はうらやましくなるほど仲がよくて、幸せそうだ。かく言う私も好きに学ばせてもらえてとても幸運だ。




「真衣ちゃん、将来ＣＡになりたいのなら、一年ほど語学留学してはどうだろうか？」

　極上のサーロインステーキを口に運んでいた私は、義父の提案に目を丸くした。

　ゴクリとお肉を飲み込んでから口を開く。

「わ、私が留学？」

　日曜日、美しい夜景が見える新宿にあるホテルの高層階のイタリアンレストランで、義父と母の三人で夕食時間を過ごしていた。

　私は大学一年生の単位を取り終え、今は三月の中旬。

「久紀さんは、真衣にも充分なことをしてあげたいと言ってくれているの」

　対面に座る母は隣の夫ににっこり微笑む。

「君の大学にシカゴの大学との交換留学制度があるのは調べ済みだよ」

「……私も留学だなんていいの？」

「当然だ。私の子どもなんだから」

　義父の気持ちがじんわり胸に染みて、涙腺が緩む。

　留学をしてみたいと思わなかったわけではないが、大学で充分学べている。それに英会話スクールにも通わせてもらっていた。

「お義父さん、ありがとうございます」

「では、留学してみるかね？　ちょうど伊知弥が戻ってくるタイミングになるが」

「はい。行ってみたいです」

　義父に笑顔で答える。

「それでね？　真衣。やはり女の子だから親としては心配なの。陵河さんのところに居候させてもらったらどうかしら？」

「ええっ？　陵河さんのところに？」

　この提案にはびっくりだ。

　陵河さんは航空会社の本社があるシカゴに住んでいる。そしてうちの大学にはシカゴの大学と姉妹校として提携していて、交換留学制度があるのは知っていた。

　偶然が重なったことで、義父と母は私を留学させてもいいと思ったのかもしれない。

「陵河のアパートに住んでくれるなら、私たちも安心して送り出せると考えてね。仕事で四日に一度だけ家に戻るような生活だ。いない日は気兼ねなく暮らせるのではないかな」

「陵河さんがいるときは、食事を作ってあげられるでしょう？　外食ばかりみたいだから陵河さんの体も心配なのよ」

　義父と母は息ピッタリで微笑ましくもある。

「そんなにレパートリーはないけど……あ、でも陵河さんの都合もあるし」

「陵河からは了承を得ているから問題ない」

「もう了承を……」

　前々から計画してくれていたみたいだ。だけど、陵河さんは押しきられて渋々受け入れただけかもしれないから、メッセージを送って聞いてみなければ。

「お義父さん、お母さん、ありがとうございます」

　ふたりに向かって頭を深く下げる。

「いやいや、当然のことなんだから礼など必要ないんだよ。伊知弥たちは感謝の言葉なんてないままに行ったからな。かわいい子には旅をさせよだ。視野を広げるためにもいいだろう。ほら、食べなさい」

「はい」

　ステーキをひと口に切って口へ運ぶと、気持ちが浮き立っているのがわかった。




　帰宅してからすぐに、先ほどの義父の話について陵河さんのスマホへメッセージを送った。フライト中かもしれないので、すぐの返事は期待できない。

　それからノートパソコンを立ち上げて、大学の交換留学制度を確認する。大学二年生の途中で一年間留学した後は、単位を認定してもらえて三年生として復学できるようだ。留学資格も私にあてはまるので問題ない。

　そこへデスクに置いていたスマホが振動して着信を知らせた。

　もしかして！

　スマホを開いてみると、陵河さんからだった。

「もしもし、真衣です。あの、メッセージを……」

《ああ。俺は問題ない。俺のところに住むことで父さんたちの気が済むのだったら、そうしてくれ》

　よかった……強制されたようではないかな……。

「ありがとうございます。留学について不安もあるので、陵河さんの家に住まわせてもらえると本当に助かります」

《日程がわかったら教えてくれ。じゃあ》

　通話が切れて、ホッと息を吐く。

　これで憂い事はなくなった。

　私、留学できるのね？

　スマホを持って椅子から立ち上がり、バンザイをしながらベッドにダイブした。




　大学二年生の八月下旬、シカゴ・オヘア国際空港に向けて羽田空港を発った。

　航空会社は陵河さんの勤めるアメリカ最大手のキャリアを選んだ。

　義父が私のためにビジネスクラスを予約してくれたので、約十一時間四十五分のフライトをゆったりと過ごせそうだ。

　長期間母と離れるのは初めてで、こうして座席に落ち着くと寂寥感に襲われる。

　二時間ほど前の空港での別れを思い出す。義父と母が空港で見送ってくれた。

　母は私の留学の準備を率先して手伝ってくれて、寂しそうなそぶりなんてひとつも見せなかったけれど、いざ別れるとなると瞳を潤ませていた。私はそれまでこらえていたのに、母の涙を見てもらい泣きをしてしまった。

　でも、あと数日でボストンに留学していた伊知弥君が帰国するので、母の寂しさは和らぐだろう。

　旅客機が滑走路を飛び立ってしばらくすると、シートベルト着用サインがはずれる。

　機長からの英語によるアナウンスが、数人いる日本人クルーによって日本語で訳されて伝えられる。

　シカゴは晴天で、到着時の予想気温は二十五度。日本より少し気温が低いだけで、暑いことには変わりないだろう。

　それから一時間ほど経つと、ＣＡが食事ワゴンを押しながら現れる。

　これまでもクルーの働きは旅行の都度目にしてきたが、考えようによっては将来なりたいＣＡの仕事を間近でじっくり見学するチャンスだ。

　とはいっても、日本の航空会社のＣＡは外国キャリアに比べて非常に丁寧で手厚いサービスに定評があるのでまたちょっと勝手が違うだろうが、どんな仕事をするのかノートに控えておこうと思った。

　陵河さんは空港まで迎えに来てくれる約束になっている。

　会うのは五月以来で、そのときにもう一度居候の件を確認すると、笑いながら『本当にかまわないから』と言ってくれた。

　機内ではＣＡの仕事を見学しつつ、最新のアメリカ映画を観たり、音楽を聞きながら読書をしたりして過ごす。

　気分が高揚しているせいかいっこうに眠くならずに、旅客機は定刻より十分早く十一時間三十五分後にシカゴ・オヘア国際空港に着陸した。




　入国審査、荷物受け取りを経て、到着ロビーを出たところでキョロキョロと陵河さんの姿を捜す。

　到着ロビーでは、家族同士の再会なのか抱き合っている人や旅行客がひしめき合っている。

　さすがハブ空港。人種もいろいろでにぎやかだ。

　陵河さん、まだいないか……。

　キャリーケースは三つあり、それをのせた重たいカートを押して隅の方へ移動してから、スマホをポケットから取り出す。

　あ……。

　陵河さんからメッセージが入っていた。

【到着ロビーで少し待っていてくれ。十五分後に着く】

　メッセージが入っていたのは十分前なので、あと五分ほどだ。

【わかりました】とメッセージを打ってポケットにスマホをしまった。

　やっぱり空港っていいな。ワクワクする。

　久々の再会を果たしたらしいカップルの熱烈な抱擁を見ていると――。

「真衣、待たせたな」

　我に返って振り向いた先に、黒に近い濃いグレーのパイロットの制服姿の陵河さんが立っていた。ネクタイはダークブルーからコバルトブルーの指し色が斜めに入っており、制帽は脇に抱え、足もとには航空会社のキャリーケースがある。

　先ほどのＣＡの制服と色味が同じだ。

　彼の制服姿は写真では見ているが目まのあたりにしたのは初めてで、実物は男の色気を醸し出していて、近寄りがたいほどにかっこいい。

「りょ、陵河さん、お仕事だったんですか？」

　迎えに来ると聞いていたのでてっきり休みなのかと思っていたのに、制服で現れてびっくりする。

「ああ。真衣の乗ったフライトだ」

「え！　そうだったんですね。言ってくれたら、陵河さんが操縦桿を握っているんだなって、気持ちも違っていたのに……」

「気持ちも違っていたって、それは不安で？」

　若干腰を折り、私の方へ顔を近づける陵河さんはからかうような口調だ。その解釈に慌ててブンブン首を横に振る。

「違いますっ、お義兄さんが満席のジャンボジェット機を操縦しているんですよ？　誇らしい気持ちになります」

　熱を込めすぎたみたいで、陵河さんはおかしそうに「クッ」と笑う。

「ありがとう。信頼してもらっているみたいだな」

「もちろんです。あ。これから一年間お世話になります。よろしくお願いします！」

　頭を深く下げる私に、陵河さんは「よろしく」と短く言葉にして私の隣にあるカートのキャリーケースの隙間に自分の荷物をのせた。制帽も置いた彼は持ち手を握る。

「パーキングまで少し離れている。行くぞ」

「はい。あの、私が押します」

「俺に任せておけ」

　やんわり微笑んだ陵河さんは重いカートをいとも簡単に操り、行き交う人々を避けて歩き出した。




　陵河さんはパーキングに止めていたアメリカのＳＵＶ車にキャリーケースを積み、右側の助手席に私を乗せる。

　陵河さんも運転席に着くと、住居に向けて車を発進させた。

　住まいはシカゴの中心部、セントラルの南にある十階建てのアパート。シカゴ・オヘア国際空港から空いていれば車で三十分以内、私が通う大学へは電車で五十分程度の距離だと聞いた。

　現在の時刻は十七時を回っている。

　初めて陵河さんの車に乗せてもらい、わけもなく鼓動がドキドキしてなんとなく緊張している。伊知弥君が運転する車の助手席に座っても、こんな気持ちにならなかったのに。

　陵河さんがいるものの、初めての単身での海外なので、これからの勉強の不安と期待でこんな心境なのかもしれない。

「機内では眠れたのか？」

「いいえ。まったく眠くならなかったんです」

　日本はシカゴより十四時間進んでいるので、今は朝になっている。つまり、ひと晩眠らなかったことになる。

「その方がいい。今夜眠れば体が慣れるだろう」

　世界中の空を飛ぶパイロットや国際線のクルーたちはそういったケアも大変そうだ。

「パイロットは仮眠を取るんですか？」

「長距離の場合、〝クルーレスト〟と呼ばれている部屋で休むよ」

　クルーレストっていうんだ。

　陵河さんには将来の夢がＣＡだと話をしていない。パイロットである陵河さんの後を追っているように思われたら恥ずかしいので、義父や母にも口止めしている。

「そうだったんですね」

「乗客の安全第一だからね。パイロットは心身ともに健康でなければならない」

　運転している陵河さんは、前を見ながらきっぱり口にした。




　数分後、陵河さんはアパートの地下にあるパーキングに車を止めた。

「着いたよ」

　運転席から降りた陵河さんはバックドアを開ける。私も急いで助手席から車外へ出てうしろへ行く。

　キャリーケースを手分けして引き、アパートのエレベーターへ歩を進めた。

　私は自分の一番小さいキャリーケースと陵河さんの荷物を運び、彼は二個の大きく重いキャリーケースを運んでくれる。

　ここのアパートはセキュリティがしっかりしていて、住人の持つカードキーでは自分の階と二階にあるトレーニングルームにしか行けないと説明してくれる。

　七階で降りていくつかのドアを過ぎた後、陵河さんは鍵を開けた。

「ここだ。後で鍵を渡す」

　玄関の土間はなく、フラットな床になっている。アメリカは靴で室内へ入るのが普通だと聞いたけれど、陵河さんは入って一メートルのところで靴を脱ぎ、ふたつ並べてあったスリッパのひとつを履く。室内を靴で歩き回ることに抵抗があるから、土足でないとわかって安堵した。

　キャリーケースはひとまずここに置いておくようだ。

　スリッパがふたつ並べてあるって……もしかして恋人用……？

　困惑して突っ立っていたままの私に、陵河さんが振り返った。

「どうした？　スリッパに履き替えて、入って」

「このスリッパ、恋人さんのではないのかなと……」

「クッ、そんなことを考えていたのか。それは真衣専用だ」

　おかしそうに口もとを緩ませる。

　私専用……。でも恋人の件は否定もしなかったな。モテないはずがないから恋人がいない方がおかしい。でも、私専用だと言われてホッとしたしうれしかった。

　クリーム色のスリッパに足を入れて、陵河さんの後を追う。

　玄関からすぐのところがリビングルームで、十二畳くらいだろうか。蓮水家の二階のリビングルームの約半分くらいに見える。

　フローリングに、三人掛けのブルックリンスタイルのアイアンフレームソファとローテーブル。その先に五十インチくらいのテレビがあり、シンプルな室内だ。

　窓から見えるのは道路を隔てた向こう側のビル。

　カーテンが開いているときにもし双眼鏡なんかで覗かれたら、部屋の中が丸見え……？

「ミラーガラスになっているから、見られる心配はない」

「あ、そうだったんですね」

　納得して微笑みを浮かべてみせる。

　視線で考えていることがバレちゃうなんて、陵河さんは鋭い。

「真衣の部屋はこっちだ」

　リビングルームの左手にキッチンがあり、ちょうど玄関の右横に位置する部屋を案内してくれる。

　室内にはシングルベッドとアイアンフレームのシンプルなデスク、木目調のクローゼットが置かれていた。

　シングルベッドに用意されているリネン類はアイボリーでまとめられている。

「男っぽかったか？」

　陵河さんが蓮水家の私の部屋へ入ったことはないので、好みがわからない中考えてくれたんだろう。テイストは違うけれどとても素敵。

　多忙なのに準備をしてくれたことに感謝しながら、笑顔で首を左右に振る。

「そんなことないです。居心地のよさそうなお部屋です。わざわざ用意してくれてありがとうございます」

「キッチンのうしろがバスルームと洗面所。リビングのテレビの隣のドアが俺の部屋だ。狭いが我慢してくれ」

　セキュリティもしっかりしていて、移動や買い物にも便利な街の中心部にあるアパート。独身男性の住居で、留守が多いのにこれだけの広さがあるってすごいのではないかと思う。蓮水家へ引っ越す前のマンションよりも広い。

「充分に広いです。陵河さん、いろいろありがとうございました。お忙しいのに準備だけでも大変でしたよね」

「友人に頼んだから、決めるのも楽だったよ」

　友人……。親しくなければ頼んだりしないだろう。だから恋人にお願いしたのではないかと邪推してしまう。

「陵河さん、彼女さんが来るときは言ってくださいね？　外で時間をつぶしますから」

「は？　子どもがなにを言っているんだ」

　一瞬呆気にとられてから、スパッと一蹴する。

「もう子どもじゃありません。成人ですから」

「そんなことに気を回す必要はない。それよりも、家に着いたって連絡をしなくていいのか？」

「あっ！」

　シカゴに着いたら家に電話をする約束をしていたのを、すっかり忘れていた。

　肩に斜めがけしたままのショルダーバッグからスマホを出そうとする私の目の前に、別のスマホが差し出された。陵河さんので、すでに呼び出し音が鳴っている。

《もしもし？　蓮水でございます》

　母の声だ。母のスマホの番号を陵河さんは知らないので、家の電話にかけたようだ。

「お母さん、真衣」

《真衣！　無事に着いたのね？》

「うん。今、アパートに着いて、陵河さんに部屋を案内してもらっていたところなの」

　話をしているそばに陵河さんがいるので、丁寧さを意識して言葉を選ぶ。

《陵河さんに迷惑をかけないようにね》

「わかってる。お義父さんに無事に着いたことと、ありがとうございますって伝えてね」

《ええ。伝えておくわね。陵河さんに電話替わってちょうだい》

「ちょっと待ってね」

　母に頼まれ、陵河さんにスマホを差し出す。

「お母さんが陵河さんと話したいと言っています」

　彼はスマホを受け取って話し始めた。

　母は私のことを頼んでいるのだろう。陵河さんの相づちから会話内容がうかがえる。

　彼は二分くらい話をしてから通話を切った。

「咲子さんが気をつけて生活をするようにと言っていた」

「お母さんったら、昨日から何回言っているのか……」

「心配するのはもっともだ。ここは日本じゃない。いい人ばかりじゃないから、周りに気をつけるように」

「はい。わかりました」

　留学の先輩だ。素直にコクッとうなずいた。

「着替えてくるから、食事に行こう」

「なにか作ろうと思っていたんですが……」

「着いた早々がんばる必要はないよ。それに食材はなにもない。なにが食べたいか考えておいて」

　そう言って陵河さんは部屋から出ていった。




　陵河さんはシカゴのピザが食べたいとリクエストした私のために、アパートから徒歩七分ほどのカジュアルなレストランに連れていってくれた。

　シカゴのピザはディープ・ディッシュ・ピザと言われ、高さが五センチくらいある深いピザ生地にモッツァレラチーズやトマトソース、具材がたっぷり詰まっているらしい。

　壁側の四人掛けテーブルに向かい合って座り、陵河さんとメニューを見る。定番の具材のものと、サラダとポテト、飲み物をオーダーした。

　十九時近いので、仕事帰りの人たちや家族連れ、友人同士のグループで店内はにぎわっている。

　先に運ばれてきたビールのグラスを手に持った陵河さんは、カジュアルな店内の雰囲気によくなじんでいる。

　私の飲み物はレモン果汁たっぷりの炭酸飲料だ。

「シカゴにようこそ」

　軽くグラスを上げてから、泡立った黄金色の液体をゴクゴクとおいしそうに喉に流し込んでいる。

「いただきます」

　私もグラスに口をつけ、ひと口飲む。

　アメリカサイズはグラスが大きくて、日本での中ジョッキくらいは量がありそうだ。

「真衣は、アルコールは飲まないのか？」

「チューハイを少しだけなら飲めますが、ビールやウイスキーは苦手です」

「まだ二十歳だからな。イリノイ州の法律では二十一歳にならないと酒は飲めない。真衣なら二十一になっても子どもに見えるだろうから、その都度身分証明書を見せないとお酒を出してもらえないだろう」

「四月に二十一歳になりますが、きっと外でお酒を飲むことはないと思います」

　もうひと口、炭酸飲料を飲む。

「んー、このジュースおいしいです」

　ジュースがおいしいなどと言っているから、自分はまだ子どもなのだ。

　そんな私に陵河さんは麗しい笑みを浮かべる。その笑みにドキッと心臓が跳ねた。

　もう……破壊力がありすぎる……。

　当惑気味のところへ、サラダとカリッと揚げられたおいしそうなポテトが運ばれてきた。にこにこしながら、ポテトを一本摘まんで口に運ぶ。

「真衣を見ていると癒される。ところで大学は三日後から？」

「そうです。明日、キャリーケースの中身を片づけたら、電車に乗って大学まで行ってみますね。当日、乗り間違えないようにしたいので」

「最初だから俺も付き合う」

　陵河さんは椅子のアーム部分に片肘を着き、頬づえをつく。

「平気です。ひとりで行けます」

「それなら、俺は口を出さずついていくだけにしよう」

「明日は休日なんですか？」

「社内規定で長距離飛行後は二日間休息を取ることになっている」

「でも、せっかくの休日に……」

　当惑して尋ねると、陵河さんはふっと笑みを漏らし、「気が進まなければ言わない」と肩をすくめた。

　運ばれてきたディープ・ディッシュ・ピザは、口の中をやけどしそうなほどトロトロのモッツァレラチーズがカットしたそばから木のお皿に流れ出して、取り分けるのもひと苦労だ。

　中身はトマトや玉ネギ、ひき肉などが入ったトマトソースだ。

「気をつけて食べろよ」

「はい。いただきますっ」

　口の中に入れた瞬間、熱すぎてハフハフしたので飲み物を流し込む。

「はぁ～、熱かったです……」

　一連の私の慌てた様子に、陵河さんが口もとに拳をあてて笑いをこらえている。

「りょ、陵河さんも食べたらわかりますって」

「だから言っただろう？」

「こ、この熱々がおいしさを倍増させるんです。早く食べてください」

　ちょっと負け惜しみを言って頬張った。

　神経を使う仕事から解放され、リラックスしている陵河さんはアンニュイな雰囲気で、胸の奥が騒がしい。




　おなかが満たされると、ずっと眠っていないせいでまぶたが落ちてきそうになる。

　大きく呼吸をして両頬をぴしゃっと軽く叩く。

「もう限界みたいだな。帰ろう」

「そうみたいです」

　徹夜したことは数えきれないくらいあるが、慣れない環境で精神的に疲れているのだろう。

　早くベッドで伸び伸びと眠りたい。

　レジの前で会計をする陵河さんに、私も財布を出そうとしたところ止められる。

「義妹に払ってもらおうとは思わない。気にするな」

「でも、お義父さんから生活費をもらっています」

「それでもだ。俺と一緒のときに財布は出すなよ。行くぞ」

　クレジットカードを店員から受け取った陵河さんは私を出口に促した。

　眠すぎて足がなかなか前に進んでいかない私の手が、ふいに握られる。

　びっくりしてほんの一瞬眠気が飛んだ。

「その場で眠りこけそうだ」

「ご……めんなさい」

「いや、早く帰るぞ」

　陵河さんの手に握られたおかげで足もとがしっかりしたので、アパートに戻ることができた。




　目が覚めて、一瞬自分がどこにいるのかわからなくて固まった。

　あ……。

　昨晩のことを思い出してガバッと体を起こす。

「今何時っ？」

　キョロキョロ部屋の中を見回して、デスクの上にあるショルダーバッグを見つけ、中からスマホを鷲掴づかみする。

　時刻は十二時を過ぎていた。

　寝坊！

　昨日は部屋に入って腕一本動かすのもおっくうで、カットソーとジーンズのままベッドに潜り込んだのだ。

　部屋を出ると、リビングのソファで陵河さんが横になってタブレットを見ていた。

　ドアの音に、タブレットからはずされた目と私の目が合う。

「おはようございます！　ごめんなさいっ。寝坊しました」

　陵河さんは体を起こし床に足をつける。今日の彼は半袖の白のサマーニットとカーキ色のパンツを身に着けている。何時に起きたのだろうか。

「ぐっすり眠れたみたいだな。この時間に起きられただけでも偉いよ」

「こんなに寝るつもりはなかったのに……」

「まだ昼過ぎだろ。疲れた体を癒すには睡眠が一番だ。今日大学までの経路を確かめるのなら、そろそろシャワーを浴びて出かける支度をしろよ」

「あ、はいっ」

　部屋に引っ込むと、昨日は玄関にあったキャリーケース三個が中に置いてあることに気づく。

　陵河さんが運んでくれたんだ……。

　いろいろと面倒かけちゃっている。今日から迷惑をかけないようにしなきゃ。

　夏物を入れているキャリーケースを開けて、しわになっていないブラウンのＡラインワンピースや下着、バスタオルを抱えて部屋を出た。




　身支度に一時間近くかかって、気長に待っていてくれた陵河さんとともにアパートを出る。

　エアコンのきいた建物から出て歩いていると、思ったより湿気があるせいか汗ばんでくる。

「まず腹ごしらえをしよう。食べたいものは？」

「アイスコーヒーが飲みたいです」

「ＯＫ。近くにおいしいコーヒーを出すカフェがある」

　陵河さんに案内されて、広い歩道を歩く。

　ここは繁華街のようなにぎやかな地区のようで、人々が行き交い活気にあふれている。

　ビルの一階に入っているカフェでオーダーして待っていると、アイスコーヒーと具だくさんのサンドイッチが運ばれてくる。陵河さんも同じものだ。

　私はアイスコーヒーにガムシロップとミルクを入れるけれど、彼はブラック。

　甘いアイスコーヒーを飲んで、「はぁ～、生き返るぅ」と息を吐く。

　陵河さんは大きく息を吐く私がおもしろかったのか、目を細めて笑う。

「これで体がしゃんとしました」

「アイスコーヒーが飲みたいと言ったからブラックなのかと思ったが」

「ブラックは苦くて飲めません。サンドイッチもおいしそう！　いただきます」

　サンドイッチをパクッと食べて咀嚼した。

　陵河さんも食べ始め、サンドイッチがなくなってから椅子の背に体を預けた。私のサンドイッチはまだ半分ほどある。

「大学までの行き方は調べてきたのか？」

「もちろんですよ」

「わかった。昨日も話した通り俺のことは透明人間だと思えよ」

　透明人間という言葉がおかしくて頬を緩ませてからコクッとうなずく。

「はい。ひとりでやってみます」

　陵河さんが案内するのは簡単だ。でも、それでは道順を覚えられない。自分で悩んでこそ知識や自信になるし、迷ったときには冷静になって考えられる。




　地下鉄の駅はカフェからすぐのところだったので、食事を終えて向かう。

　日本にいるときから大学までの地下鉄の乗り方や路線を確認していたから、スマホに入れたメモ機能を見ながらＩＣカードはすんなり買えた。

　ここまで陵河さんはひと言も話さず、まさに透明人間のようだが、つかず離れずで見守ってくれている。

　初めての地下鉄のホームでひとりで電車を待つのはちょっと怖かったので、すぐ近くに陵河さんがいてくれるだけで心強い。

　でも通学はひとりでするんだから、早く慣れなくちゃね。

　電車が到着したので乗り込む。

　大学の最寄り駅へは直通では行けず、別の電車に乗り換えるのだが、別路線の駅が少し離れてるから歩く必要があるみたいだ。

　車内にはいろいろな人種がいて、大柄な男性が背後を通るときは身構えてしまう。透明人間に徹している陵河さんの存在がやはりありがたくて、少し離れた場所にいる彼が見える位置に立った。彼は大柄な外国人男性にも引けを取らない高身長で、その場になじんで立っている。一方、私と言えば落ち着かない気分で、ひと目で観光客だと思われるだろう。

　本当にかっこいいな……。

　半袖の白のサマーニットから覗く腕も鍛えられているのがわかる。

　神様に愛された彫刻師が手掛けたかのようなまれに見る端整な顔立ちで、近くに座っている女性たちからもチラチラと視線を送られている。

　そんな視線を知っているのか、気にしないのか、当の本人は私の方へ視線を向けていた。

　感情を読み取ることのできない表情の陵河さんからは、近づくなオーラが放たれているような気がする。

　とりあえず、ここまでは順調。もうすぐ乗り換え駅に到着する。

　乗り換え駅で降りて、どっちの方向へ行けばいいのか案内板を探す。

　こっちね。

　それから十分ほど歩いたが、目的の路線の乗り場が見つからない。

　五分くらいで乗り換えができるってあったのに……。

　あちこち見ているから足並みも少し遅い。でも、もうあってもおかしくないのだが。

「真衣」

　背後から私を呼ぶ陵河さんの声に立ち止まり、振り返る。

「どんどん離れているぞ」

「やっぱり……」

「いったん引き返すんだ」

　私の行動に口を出さずにはいられなかったようだ。

「はい。引き返します」

　もと来た道に戻りながら、さっそく失敗してしまい、それによって陵河さんを余計に歩かせてしまったことに気分が下がる。

　でも初めての場所なんだから仕方がないと、自分を奮い立たせて歩を進めた。

　やっと乗り換える路線の案内板を目にし、ホッと胸をなで下ろす。

　無事に次の電車に乗れて、十分後、大学の最寄り駅に到着した。

　事前に調べたところによれば、ここから大学まで徒歩十分のはずだ。

　よしっ、もうすぐ。

　スマホの地図を見ながら、方向が間違っていないか辺りを見回す。公園を突っきるみたいだ。

「ねえ、君。どこへ行きたいの？　俺たちが案内してあげるよ」

　ふいにふたりの白人男性に声をかけられた。高校生か大学生くらいか。

　Ｔシャツとジーンズ姿で、陵河さんがそばにいるせいか比較すると小汚く見える。

「いいえ。大丈夫です」

　恐怖を感じながらもきっぱり言ってその場から離れようとした。

　そんな私の前にふたりは立ち塞がる。

「そっけなく言わないでさ。行きたいところへ連れていってあげるよ。君は中国人？　それとも日本人？」

　しつこく話しかけてくる男たちに困惑したとき、誰かが私の肩に腕を回した。

　爽やかなグリーンノート系のフレグランスをまとっているので、すぐに陵河さんだとわかった。

「真衣、どうかしたのか？」

「この方たちが道を案内してくれると」

　陵河さんが英語で尋ね、私も英語で答える。

　彼は呆気にとられたような表情の男たちへ顔を向ける。

「わざわざありがとうございます。もう大丈夫ですから。真衣、行こう」

　いつもよりも低い声色に、私の心臓の方がドクッと跳ねる。

　陵河さんに促されて歩き始めた。腕はまだ私の肩に回されたままだ。

　男ふたりはナンパ目的だったのだろう。物取りじゃなくてよかったと安堵する。

「陵河さん、ありがとうございました」

　まだ肩に陵河さんの手が置かれたままだ。

「まず、ああいうときは立ち止まるな。聞こえないふりをして。あと、スマホを見ながらキョロキョロしているのは、狙っているやつらにつけ入られる。今日は仕方がないが早く道順を頭に叩き込むんだ。真衣はかわいいから、男に目をつけられるぞ」

　え……か、かわいい……？　陵河さんはそう思ってくれているの？

　そう考えたら、頬に熱が集まり始める。

「わかったか？」

「は、はいっ。そうします」

　大学が見えてきたところで、陵河さんの手が私から離れた。

　これから通う大学の中へ入り、少し行ったところにある案内板で事務所を確認して通学の予行演習は終わった。

　赤レンガの建物が点在していて、緑もたくさん。パンフレットで見ていた通りで、海外ドラマなどで観ていたような大学のキャンパスに気持ちがウキウキする。

「真衣、駅から大学までは遠かっただろう？」

「けっこう歩きますね」

「景色もよくて、もっと歩かなくて済む経路がある」

「え？」

　そんな行き方が……？

　キョトンとなる私に陵河さんは得意げに笑う。

「行こう」

　陵河さんは大学の門まで出て、来た道とは反対方向へ歩を進める。

　透明人間に徹するって言っていたけれど、黙っていられなくなったのね。冷たい人なら、少し遠くて歩こうが黙っているはず。

　これから同居するのだから、陵河さんのことを知りたい。

　彼の言った通り、五分ほどで駅に到着した。

　こちらは地下鉄ではなくて地上を走る電車で、ミシガン湖も見られて景色がよさそうだ。

　車両に乗り込み、空いていたので並んで座る。

「シカゴの治安はダウンタウンから北へ行けば行くほど悪くなる。南も同じだ。あとホームレスに注意しろよ。金をやったら次から次へとたかられるからな」

「わかりました」

　さっきの男たちはホームレスじゃなかったけれど、声をかけられて怖かった。次から陵河さんはいないんだし、気を引きしめよう。

「自宅からの最寄りの駅は行きの駅より五分ほど遠いが、人が多いし比較的安全だからこの路線の利用を勧める」

「もちろんこっちの行き方にします。調べたときは完璧だと思っていたのに……」

「調べるだけではわからないこともあるからな。自分の足で歩いてみていろいろなことに気づくんだ」

　陵河さんは今の私より四歳も若くして留学をしている。私には陵河さんが教えてくれるけれど、そのときの彼は……？

　大変だったかもしれないと考えているうちに、最寄り駅に到着した。

　アパートまでの道順もわかりやすかった。

　時刻は十六時近くになっている。

「食材の買い出しに行きたいのですが」

「そうだな。車を出すから、頻繁に行かなくても済むよう多めに買い物をしてこよう」

　慣れるまでは大学へもお弁当持参で行こうと思っている。

　地下駐車場から車に乗り込み、連れていってくれたのは日本にもあるアメリカの巨大スーパーマーケットだった。

　会員登録をして、大きなカートを押しながら数種類のパンをはじめ、お肉、お魚、野菜、飲み物などを入れていく。

　見る見るうちにカートはいっぱいになった。ペットボトルのミネラルウォーターも二ケース購入したので、二週間くらいは大丈夫だろう。

　おいしそうなフィレステーキ肉があったので、今夜はそれを焼いて野菜をボイルして付け合わせにして、陵河さんのリクエストでお米を炊くことにした。

　アパートの地下駐車場に到着して、手分けして荷物を運んだが、ふたりで二往復しなければならなかった。

　最後の荷物を持ってエレベーターに乗り込む。陵河さんはペットボトルのケースを持っている。

「すみません。散財させてしまいました」

「散財？　生活するのに必要なものだ。気にする必要はない。ほら、着いたぞ。先に出て」

　七階に到着して、陵河さんに促されて廊下を進んだ。




　翌日も陵河さんは休日だったが、出かける用事があるから夕食は作らなくてもいいとのことだった。

　デートかもしれない。

　そう考えると、気持ちが落ち着かなくなる。この感情は……？

　考えるのをやめて、明日の大学の準備を始め、終わってから英語の勉強をした。

　アパート近辺の観光地も気になったが、一年間シカゴにいられるのだ。いつでも行ける。

　今は勉強よね。食材もたくさんあるし、今日は引きこもろう。










三、副操縦士に恋をして




　大学に通い始めて一カ月が経った。

　シカゴの春秋は短いと言う。すでに上着を着ないと寒く、日本から持ってきた薄手のダウンジャケットを活用している。厚手のカットソーにジーンズ、スニーカーが大学へ行くときのスタイルだ。

　陵河さんの勤務はたいてい四日間で三日ないし二日間の休みというサイクルなので、ほとんどアパートにいない。

　大学生活は順調。留学生組の中国人と韓国人、スペイン人の友人もできた。

　しかしすべてが英語なので、日本で勉強するより本一冊を読むのにもスラスラとはいかず、途中で辞書を引いたり翻訳ツールを使ったりするので時間がかかる。

　なので、夕方大学から戻ると、寝るまでのほとんどの時間を勉強にあてていた。

　母には二日に一度は電話をかけて話をする。

　伊知弥君は私が出国した数日後にボストンから帰国しており、蓮水ホールディングスの秘書課に配属されたそうだ。

　陵河さんはフライトの日は前もって教えてくれるが、帰国日を言い忘れることが多い。私と住むのが面倒だと思われたくないので、あえて聞かない。

　困ったことがあれば遠慮なくメッセージを送ってくれと言われている。




　陵河さんがフライトに行って三日が経った。例のごとく、彼は帰宅する日にちを言い忘れていた。

「今日帰ってくるかな……」

　土曜日で休みなので、今日は朝からおでんを仕込んでいた。

　数日前の大学の帰り、日本の食材がたくさん売っているスーパーを見つけて、おでんの具材を数種類買ってきていた。

　ジャガイモや卵、ウインナーを入れれば具だくさんの立派なおでんになるし、もし今日陵河さんが食べられなくても、明日の方が味が染みておいしくなっているはず。

　夕方、お風呂に入ってもこもこのルームウエアのワンピースに着替え、キッチンでおでんを温めていると、玄関が開く音がした。

　帰ってきた！

　そそくさとキッチンを出たところで、パイロットの制服がビシッと決まっている陵河さんがスリッパをつっかけて現れた。

「おかえりなさい。お疲れさまです」

　陵河さんの制服姿はかっこよくて、着替えないでほしいとさえ思ってしまう。その姿を毎回見るのが楽しみになっている。

「ただいま。すごくいい匂いだな。俺の分はある？」

　陵河さんはクンと鼻をきかせる。

　心の片隅でほんの少し、それなら連絡を入れてくれればいいのにと思う。帰国日を予測して二、三日食べられるくらい作っておいてよかった。

「おでんです。もちろんたっぷりあります」

「いいね。よだれが出そうだ。その前にシャワーを浴びてくる」

「はい。飲み物はどうしますか？」

　この一連の流れが夫婦みたいだと考えて、頬に熱が集まってくる。

　そうじゃなくて、居候としての役目なんだから。

「ビールがいい」

　赤くなったであろう私の顔を見ることなく陵河さんは自室へ消えていき、ホッとした。

　パイロットには規定があるので、陵河さんはお酒についてかなり節制している。たいてい帰国した日にしかアルコールは飲まない。

　キッチンへ戻りおでんの火を弱火にして、お皿やお箸などを準備していると、陵河さんがバスルームへ向かう。

　あっ！

　ドアがパタンと閉まった瞬間、バスルームにつながる洗濯ルームに下着を干していたのを思い出した。

　毎回彼の目に触れないように自分の部屋に干していたが、いろいろあってすっかり頭から抜け落ちていた。

「りょ、陵河さんっ」

　ドンドンドンとドアをノックしたら内側から開いた。

「あ、あのっ！」

　しかし、陵河さんの上半身裸が目に飛び込んできて「きゃーっ」と悲鳴をあげる。

　即座に背を向けた。

「あ、あ、あっちへ行ってくださいっ」

「呼んだのは真衣だろ？」

　おもしろがっているような声色に、ブンブン首を左右に振る。

「せ、洗濯物を取らせてください」

「これか」

　ステンレスのカチャカチャという音が聞こえ、慌てて振り返った。

「見ちゃだめっ！」

　角ハンガーを取ろうとしている陵河さんに向かって叫んで、二歩進んで手を伸ばす。

　慌てて狼狽していたせいで、伸ばした手が空を切り体が前のめりに。

「きゃっ！」

　倒れそうになった私の体を陵河さんの腕が支え、洗濯乾燥機にぶつかるのは免れた。

「ったく、慌てすぎだ。足は大丈夫か？」

　陵河さんの腕の中で、心臓が暴れて声が出せない。

　私の後頭部が素肌の胸にあたっている……？

「っ、ごめんなさいっ！」

　あたふたと体勢を立て直し彼の腕から離れ、陵河さんを見ないようにして角ハンガーを掴んだ。

「別にそこにかけてあってもなんとも思わないのに」

「私が恥ずかしいんです」

　背を向けながら答え、カニ歩きでドアへと歩を進める私に、クックックッと楽しげな笑いが聞こえてくる。

「どれだけ男に慣れていなんだ」

「失礼しました！」

　ドアを閉めて自室へ飛び込む。

　ずっと暴れていた心臓のせいで、息切れしている。

　そのままにして知らんぷりしていればよかった……。でも、下着を見られちゃうなんて嫌だったし。

　結果、いくつかのレースの下着を陵河さんの目に触れさせてしまったし、私は陵河さんの上半身裸を……。

　贅肉のない綺麗な筋肉のついた上半身が思い出され、フルフルと首を横に振る。

　角ハンガーをカーテンのレールにぶら下げ、顔の熱を感じながらキッチンへ戻った。

　陵河さんの洗濯物は下着以外はすべてクリーニングに出し、下着は彼自身が洗濯乾燥機で洗っている。

　私は下着とニット以外は洗濯乾燥機を利用し、ランジェリーは形が崩れるのを防ぐために手洗いしていた。

　ブラジャーとショーツなんて陵河さんには見慣れているものなのかもしれないけれど、やっぱり恥ずかしい。義妹だとしても……。




　バスルームから出てきた陵河さんと顔を合わせるのは恥ずかしかったが、ポーカーフェイスを貫き、陵河さんの斜め横のラグに座った。

　ローテーブルの上にはおでんの鍋、梅干しと昆布のおにぎりなどがある。

　シャワーを浴びた陵河さんはスウェット素材の上下を着ており、ソファを背にラグの上にあぐらをかいている。

　缶ビールのプルトップを開けて、ゴクゴクと喉に通す。

「おいしそうだな。味も染みていそうだ」

「朝から仕込んだので。でも明日だったらもっと染みていたかも」

「いただきます」

　陵河さんはお皿にチューブのからしを出して、ジャガイモと練り物、卵などを取って食べ始める。

　私もしらたきと昆布、ウインナーをお皿に取った。

「留守中、困ったことは？」

「なかったです。いつも通りで。今回はどこの国へ飛んだんですか？」

「日本だ」

「え？　日本へ」

　実家へ顔を出したのかな……？

　陵河さんは私の顔を見て、ふっと苦笑いを漏らした。ふいに頭に手が伸びてきて優しくポンポンされてびっくりする。

「そう言うと寂しがるだろうなとは思っていたが、そんな顔をするな。あと三カ月も経たずに休暇で行くんだから」

　十二月の半ばから一月中旬まで帰国する予定を立てていた。

「ちょ、ちょっとうらやましいなって思っただけです」

「そんな顔じゃなかったけどな」

　強がる私に陵河さんは笑って、梅干しのおにぎりを食べる。

「あんなに綺麗な下着を身に着けているのに、まだまだ子どもだな」

「もうっ！　見ないでって言ったじゃないですか」

「いやが応でも目に入るだろ」

　しれっと口にする陵河さんに頬が膨らむ。

「紳士なら言わないでください」

　陵河さんは一瞬呆気にとられた顔になってから、噴き出して大笑いする。

「お、クッ、俺が、ジェントルマン？」

「そうです。陵河さんはジェントルマンです」

「真衣は俺を誤解している」

　誤解……？

　食事をするのも忘れてキョトンと彼を見つめる。

「俺は品行方正じゃない。時には下ネタだって言うし、正直真衣のランジェリーを見てドキッとした」

「下ネタ……。成人男性なら普通だと思います。下着の件は本当にごめんなさい。早く気づくべきでした。夕方お風呂に入っている最中に洗濯したから、すっかり記憶から抜け落ちていました」

　そう言うと、さらに陵河さんは笑う。

「本当に真衣は素直で、汚けがれを知らない。そんな子と俺を一緒に生活させるとは。父さんたちは俺を信用しすぎている」

　陵河さんの言葉の意味がよくわからない。信用しすぎちゃいけないの……？

「全然わかりません。わかりやすく話してください」

　斜め前に座る陵河さんの方へ顔をズイと近づける。

「いつかわかるようになるさ。ほら、炭水化物も食べろよ」

　お皿にある梅干しのおにぎりを取って、これ見よがしにため息をつく私の口に入れてくる。

「んんっ」

　おにぎりを持つ陵河さんの手が離れていったので、落とさないように急いで手を伸ばした。




　翌日、陵河さんは十時過ぎにスッキリした顔で起きてきた。カーキ色のニットとビンテージのジーンズをはいている。

　私はリビングルームのソファに座り、スマホを操作しながらテレビで男性コメディアンの話を流し見していたところだ。

「おはようございます」

「おはよう」

　陵河さんは洗面所へ足を運ぶ。

　少しして出てきた彼はキッチンへ入った。

「真衣、コーヒーもらっていい？」

　キッチンからひょこっと顔を出した陵河さんが尋ねてくる。

　聞かなくてもいいのに……。

「もちろんですよ」

　陵河さんはコーヒーを入れたマグカップを手に、私の隣に座る。脚を組んでいるとその長さが際立つ。

「今日は日曜だったな。どこへも行かないのか？」

　コーヒーをひと口飲んで、至福のため息を漏らす。

「とくには……」

　陵河さんは出かけるのだろうか。

「それならどこか行くか？　動物園とか水族館とかか？」

　うれしい誘いにぱあっと頬が緩む。

　だけど、動物園？　水族館？　嫌いじゃないけれど……。

「陵河さん、それは私を子ども扱いしています？」

「それなら……大人な真衣は、どこへ行きたい？」

　んー、突然尋ねられたので思い浮かばない。

「水族館……には、行きたいです」

「クッ、正直でよろしい。近くに美術館もある。興味は？」

「あります。そこも気になっていたところです」

　思い出してコクコクうなずく私に、陵河さんは笑ってコーヒーを口にした。




　高級ホテルのレストランでランチを食べてから、美術館へ向かった。

　陵河さんにはああいったところの方が、大衆的なレストランより似合っている。

　蓮水ホールディングスの御曹司だもんね。育ちのよさや気品があるもの。

　パーキングから美術館に歩を進める間、大学の友人とたまに行くダイナーのご飯もおいしいけれど今日のは絶品だったなと考えていると、四本足で立つ大きなライオン像が見えてきた。

　ライオン像の前では、観光客が写真を撮っている。

　二時間ほど有名な絵画を鑑賞してから、水族館へ向かった。

　日曜日なので家族連れが多くにぎわっている。

「水族館へ来たのは小学六年生以来です。陵河さんは？」

「俺は……数年前にここへ来たな」

　いつもならはっきりと口にする陵河さんが言いよどむから、ピンときた。

　彼女と来たんだ……。

　そう思うと、なにか言いようのない気持ちに襲われた。それはわびしいようなやるせないような……うらやましさも入り混じった感情だ。

「あ！　あっちに巨大水槽があるみたいです。行きましょう」

　方向を手で示して歩き出した。

　色鮮やかなイソギンチャクやペンギン、巨大な水槽で悠々と泳ぐエイやサメ、イルカのショーも観られて、あっという間に時間が経つ。

　美術館でも水族館でも、陵河さんと会話をしながら観られるのは楽しく、博識な彼からうんちくなども聞けて勉強になった。

　水族館を出ると十七時を過ぎていたが、まだ外は明るい。車を止めたパーキングに目指すが、近くでなにかのイベントがあったようで人が多い。

　こちらの方へ男女のグループが歩いてくる。広い道なのにやけに距離が近いなと思っていたら、陵河さんの手が私の肩に回り引き寄せられた。

　過ぎ去っていく男から「チッ」と舌打ちが聞こえた。

「陵河さん、今のは……？」

　歩きながらハッと仰ぎ見て、困惑した表情になってしまう。

「真衣のバッグを狙っていた」

「そうだったんですね。ありがとうございます」

　危険は去ったが、抱き寄せられたままの腕はまだ離されない。

　心臓がドキドキ暴れていて、陵河さんに音が届きそうだ。

　この高鳴りは、集団スリに狙われたショックからなのか、陵河さんに抱き寄せられているからか。

「今まで危ないめに遭ったことはないのか？」

　大学へ行くときはバックパック、近所へ出かけるときは斜めがけのバッグなのだが、今日の移動は車だし、陵河さんがいるので肩からかけるバッグにしていた。

「はい……」

「とにかく何事もなく済んでよかった」

　いち早く気づいた陵河さんは鋭い。

「これからは気をつけます」

　いつもは周りに注意を払って移動しているが、陵河さんがそばにいたので気が緩んでいた。

「真衣はかわいいから余計に気をつけろよ」

　またかわいいって……。

　口先だけなのか気になって陵河さんを仰ぎ見たところで、肩に回された手が離された。

「乗って」

　助手席のドアが開けられる。

「あ……はい」

　助手席に着座したところで外からドアが締められた。陵河さんが運転席に腰を下ろしてシートベルトを装着してからエンジンをかける。

「夕食はどうしたい？」

「昨日のおでんがありますし、陵河さんがよければそれと、焼きそばでも作ります」

「焼きそばか。いいな。スーパーに寄ってフルーツや水を買って帰ろうか」

「はいっ」

　会員制のスーパーへ車を走らせ、当座必要なパンやお肉、新鮮なフルーツなどを買って帰宅した。




　十一月も後半になり、薄手のダウンジャケットだけでは寒くなって、アパート近隣にある日本のアパレルショップで買った温かいコートを身に着けて通学している。

　最近の私は陵河さんの帰宅を心待ちにしていたり、いつの間にか目で追っていたり、彼のそばにいると胸が高鳴っていた。

　今まで恋愛対象として男性を見たことがなく、交際した経験もない。男性に対してこんな気持ちになったのは初めてだった。

　異性として好きなのだと思う。

　伊知弥君は好青年だけど兄のような友達のような存在で、彼に対して陵河さんに抱くような心が浮き立つ感情を持ったことはない。

　陵河さんはマイペースで、いつも帰国日を言い忘れ、ふいに戻ってくる。同居人としてどうかと思う。でもそれは、私をただアパートの一室に住んでいる義妹と見ているせいだろう。恋人がいるのかもわからない。

　講義が終わりバックパックに教科書などをしまっていると、韓国人のイ・ソリョンと中国人のルー・ミンがやって来た。

「マイ、これからカフェに行こうと思っているんだけど、一緒に行かない？」

　ミンが小さい頃から習っていたという流暢な英語で誘ってくる。

　時刻は十五時を回ったところだ。

　陵河さんの帰国は明日かな……。

「いつもすぐに帰っちゃうじゃない。今日は金曜日よ。明日は休みだし。ね、日本のアイドルの話がしたいのよ」

　ソリョンは無類のアイドル好きだ。

「たまには行きましょうよ」

　ミンがもう一度誘ってくる。

　いつも大学とアパートの往復だけで、休み時間に彼女たちと話をする程度だ。アイドルに詳しくはないが、たまにはカフェに寄って気晴らしをしたい。

「ＯＫ！　行きましょう」

　椅子から立ってベビーピンクのニットの上からダウンコートを羽織り、彼女たちと教室を後にした。

　彼女たちは大学の寮で暮らしている。

　気になるカフェが二駅南にあると言うので、電車に乗って移動した。

　久しぶりに女子トークをして、ＳＮＳ映えするケーキを食べて二時間ほど彼女たちと楽しんだ。

　電車に乗って大学の最寄り駅でふたりは降りた。

　もう十八時近い。十九時には着くかな。

　仕事から帰宅する会社員で電車の中は混んでいる。

　今乗っている電車は、シカゴに到着した翌日に大学までの経路を確かめるために陵河さんが付き添ってくれた路線だ。乗り換えで道に迷ったのを思い出す。

　今のうちにスマホで確かめておこう。

　ドアから少し入ったところのつり革に掴まる。バックパックは前に抱えるようにして肩にかけて、ポケットからスマホを出した。

　一度しか使っていない路線で、しかも前回は道がわからなくなってしまった。

　スマホを操作して路線図を確認しているうちに電車はホームに到着した。けっこうな人数が下車していく。

　そのとき強く背後から押され、手からスマホが離れて落下した。

「あっ！」

　急いで拾おうとしたが下車する人波ゆえにそれは叶わず、結局ドアが閉まってから少し離れたところにあるスマホを拾いに行った。

　盗まれなくてよかった。

　ホッとしたのもつかの間、腰をかがめてスマホを手にして見ると急速に気分が落ち、ガクッと肩が下がった。

　スマホの画面は踏まれてひびが入り、真っ暗になっていた。サイドのスイッチを押しても、うんともすんとも言わない。

　はぁ……壊れちゃった。

　そこでハッとなる。下車する駅を覚えている……？

　スマホに頼っていたせいで、思い返そうとしても一文字も出てこない。

「どうかしましたか？」

　プチパニックを起こしている私に、近くに座っていた白人の年配女性が声をかけてくれる。

「スマホが壊れちゃって。レッドラインに乗り換えたいのですが」

「それならひとつ前の駅よ」

　さっき私も降りなくてはならなかったのだ。そうしていればスマホが壊れることもなかったのに……。

　自己嫌悪に陥りながら、女性に「ありがとうございます。助かりました」と言って、次の駅で下車した。




　なんとか最寄りの駅に到着したのは二十時過ぎ。

　アパートが見えてきてホッとして、泣きそうだ。神経を使って疲弊しているが、あと少しで暖かい部屋に入れると思うと、疲れた足は前へ進む。

　アパートのエレベーターに乗って、七階に到着したので降りて、部屋のロックを解除する。

　ドアを開けたところで、室内に電気がついていることに気づいた。

「真衣！　大丈夫か!?」

　スニーカーを脱いでいるところへ陵河さんが現れる。

　心配している陵河さんの姿を見て、安堵して涙がこぼれてしまう。

　帰宅するまで心細くて、もしかしたら永遠にたどり着けないかもと不安に駆られていたから。

「真衣？　どうして泣いている？　こんな時間まで戻ってこなかったら心配するだろう？」

「あ、安心して……りょ、陵河さんが、ひっく、帰っている、ひっく、なら、断って戻ればよかった……」

　しゃくり上げて涙を流したのは、父が出ていったと知ったとき以来だ。

「陵河、さん、帰国日くらい、ひっく、毎回っ、教えてくださいっ」

　号泣する私に陵河さんが驚いている。

　もちろんすべて私が悪いのだ。だけど、今日は不安すぎて、つい気持ちを吐露してしまった。

　ハッとして「ごめんなさいっ」と謝る。

　すると、陵河さんは私を引き寄せて抱きしめた。

「真衣、スマホがつながらなかったから心配していたんだ。ひどいめに遭ったんじゃないだろうな？」

　腕の中で首を左右に振る。

「とにかく入って」

　私をソファに座らせた陵河さんはキッチンへ消える。

　涙はまだ止まらない。バックパックを肩から床に下ろして、ダウンコートのポケットからハンカチを取り出して涙を拭う。

　陵河さんを心配させてしまった。

「寒かっただろう。飲んで」

　うつむき、止めようとしても止まらない涙を押さえていたら、ハンカチを持つのとは反対の手に陵河さんがマグカップを持たせる。湯気の出ているホットミルクだ。

　部屋の中は暖かいが、まだダウンコートが脱げないほど体が冷えている。

　勧めに従ってマグカップに口をつける。コクンと喉に通すと、甘さが広がってひと息つくことができた。もうひと口ホットミルクを飲む。

　隣に腰を下ろした陵河さんは再びマグカップを私の手から取って、ローテーブルの上に置いた。

「俺が帰っているなら断って戻ってきたと言っていたよな？」

　コクッとうなずく。

「誰かに誘われて講義の後どこかへ立ち寄った。合ってるな？」

　もう一度、うなずく。

　ホットミルクのおかげで少しだけ気持ちが落ち着き、涙も止まってきた。

「……心配かけてごめんなさい。友人と大学から二駅のところのカフェへ行って、十八時頃電車に乗ったんですが、以前……陵河さんと大学まで行った路線で、乗車してからスマホで路線図を確認していたら、下車する人に押されてスマホを落としてしまって」

「そうだったのか……。スマホが壊れた？　だからつながらなかったのか」

「はい……」

　ふいに陵河さんの腕が肩に回り、抱きしめられた。

　陵河……さん……？

「真衣、本当に心配したんだ。普段は動じない俺の心臓が暴れまくって、何度外へ出て辺りをうろついたと思う？」

「お義父さんとお母さんから頼まれているから、責任がありますよね……」

「それだけじゃない」

　まだ腕は離されず、でも声はきっぱりはっきり聞こえた。

「え……？」

「お前になにかあったらと思ったら足がすくんで、怖かった。半身がもがれたような感覚になって、無力さを感じたよ」

　私に危険が及んだ想像をして、そんな思いをしてしまったんだ……。

「陵河さん、本当に不安にさせてごめんなさい」

「真衣」

　彼の黒曜石のような瞳に見つめられ、ドクッと心臓が跳ねる。

「ど、どうして、そんなふうに……見るんですか？」

「俺は真衣に惹かれている」

「ええっ？　ひ、惹かれて……？」

　思いもよらない陵河さんの告白にあぜんとなる。

「そうだ」

　だとしたらうれしい。けれど、惹かれているだけでは物足りない。

　言葉にできずにいる私の様子を困惑していると受け取ったらしい陵河さんは腕を離して、照れたような瞳を向ける。

「俺は真衣より九歳も年上で大人の男だ。気持ちを打ち明けられたからといって怖がる必要はない。今まで通りに生活してほしい」

　私に惹かれているけれど、一線は引くってこと……？

「……そ、それじゃあ、嫌です。陵河さん、私に惹かれているだけ……？　好きっていう意味ですか？」

　ドクドクと暴れる鼓動を気にしないようにして、思いきって尋ねる。

「たしかに……真衣の反応が怖くて曖昧な言い方をした。好きだよ。東京の家で初めて会ったとき、かわいくて素直で優しい子だなと思った。義妹なんだと自分に言い聞かせていたが、毎回真衣に会うのを楽しみにしていた」

　形のいい唇から紡がれる言葉に頬が火照ってくる。

「陵河さん、私……うれしいです」

「それは……？　真衣も同じ気持ちだと受け取ってもいいのか？」

「はい。陵河さんは最初から気になる存在でした。ここに住まわせてもらうなんて迷惑になると思って躊ちゅう躇ちょしましたが、一緒に住んでからますます陵河さんに惹かれていって、好きなんだって」

「真衣。真衣がそう言うならもう我慢しない」

　陵河さんはもう一度抱きしめてくれる。

　さっき抱きしめたのは心配していたせい。でも今は陵河さんの気持ちを知って、気恥ずかしさが先に立つ。

　陵河さんが私を好きだなんてびっくりした……。まだ大人の女性とはとても言えないような私を、大人な彼が好きになってくれたなんて、信じられない気持ちだ。

　抱きしめられているのが恥ずかしくなって、少し離れる。

　えーっと……そうだ。スマホ……。

「すぐに戻ります」

　部屋へ行き、ダウンコートのポケットからスマホを手にして引き返す。

　今サイドボタンを押しても画面は黒いままだ。

「スマホ見せて」

「はい」

　陵河さんの隣に腰を下ろして、スマホを渡す。

「ひどいな。足跡がある。このとき真衣は大丈夫だったのか？」

「下車する人に背中を押されて落としてしまって。人が引いてから拾ったので大丈夫でした。スマホがないってこういうとき、困りますね。これからは路線図を持ち歩くようにします」

「ああ。そうした方がいいな。明日スマホを買いに行こう。ないと不便だ」

「はい」

　一緒に行ってくれるとわかって顔が緩む。

「それから、俺が帰国日を言わなかったのは、わざとだ。言えば真衣はきちんと料理をして待っているだろう？　負担になりたくなかったんだ。だが、いつでも俺のために料理をしてくれていたから、ちゃんと話していればよかったよ」

「忘れっぽいのかなと思っていました」

「俺が？　記憶力はいいんだ。だが、それが真衣を困らせていたとは思ってもみなかったんだ。すまなかった」

　申し訳なさそうな瞳を向けられ、首を左右に振る。

「居候ですもの。今まで尋ねなかったのは、私がここに住まわせてもらっていても、ひとりで暮らしていたように過ごしてほしかったからなんです。でも、さっきは不安でつい言っちゃって……」

　ポンと大きな手のひらが頭にのせられる。

「真衣、これからは言いたいことは全部話してほしい」

「いいんですか？　ワガママ言っちゃいますよ？」

「かまわない」

　頭にのっていた手が頬を伝い、指先が私の唇に触れる。

「キスがしたい。いい？」

「そ、そんなの聞かないでくださいっ」

　ふいうちの言葉にドキッと心臓が跳ね、頬に熱が集まってくる。

　そんな私に陵河さんは笑って顔を寄せてきた。

「俺も戸惑っているんだ。かわいい義理の妹に。背徳感にも駆られている」

「……私、戸籍上はまだ蓮水になっていないので、本当は義妹じゃないんです。だから背徳感なんて覚えないでください」

「そうだったな」

「だから……、キスしてほしいです」

　そっと顎を上げて陵河さんの顔に近づける。

「小悪魔に変身か？　いろいろなお前が見られて楽しいよ」

　陵河さんは不敵な笑みを浮かべてから、私の両頬を手のひらで囲んで唇を塞いだ。

　ファーストキスは蜜のように甘く感じた。










四、幸せな両想い




「陵河さん、日本に戻らなくてもいい……？」

　スマホのスケジュール帳では、私と陵河さんの予定が共有されている。

　ラグに座っていた私は、ソファに横たわる陵河さんを振り返って尋ねた。

　陵河さんと相思相愛になった日から十日ほど経っていて、私はあと二週間で約一カ月の長期休暇になる。

　すでに街はクリスマスの雰囲気で、人々が浮き立っているように見受けられる。

「戻らない？　咲子さんががっかりするんじゃないか？」

「二十三日から二十五日まで陵河さんのお休みだから……」

　陵河さんの休日と重なるクリスマス、この絶好の日を逃したくないと思ったのだ。私は日本で愛読していたファッション誌で特集されていた恋人とふたりきりのクリスマスに憧れていたので、陵河さんと一緒にクリスマスを過ごしたくて言ってみた。

「クッ、たいていのカップルみたいにクリスマスを一緒に過ごしたいとか？」

「もうっ、陵河さんは私に帰ってほしいんですか？」

　図星すぎて恥ずかしい。

　横になっていた彼は体を起こし、長い脚で私を囲むように座る。

　仰ぎ見ていた私の唇にひとつキスを落としてから笑みを浮かべた。

　相思相愛になっても、私たちはまだキス止まり。

「そんなわけないだろ。フライトから戻っても真衣がこの部屋にいないと考えると、寂しい」

「寂しいだけ……？」

　なにか物足りなくて、つい頬を膨らませる。すると、陵河さんは私を抱きかかえて自分の膝の上にのせる。

「まったく小悪魔発動だな」

　陵河さんはちゅっと唇にキスを落とし、不敵な笑みを浮かべる。

「一緒にいたいのに、帰った方がいいって言うから……」

　彼は形のいい唇から小さくため息を漏らしてから、私の鼻を軽くつまむ。

「……俺の気持ちも知らないで。わかった。帰国を遅らせてその三日間でどこか出かけよう」

「本当に!?」

　私の満面の笑みに、陵河さんがプッと噴き出す。

「ああ。どこへ行きたい？　遠くへは無理だが」

「ニューヨークはどうですか？　ロックフェラーセンターのクリスマスツリーを見てみたいなって」

　シカゴからニューヨークまで、飛行機で二時間ちょっとで行けるのは調べ済みだ。

　数日前、ニュースでロックフェラーセンター前のクリスマスツリーのイルミネーションの設置が終わったとやっていたし。

「ニューヨークか。ＯＫ。そうしよう。チケット取っておく」

　陵河さんとニューヨークへ行けると思うと、顔が緩みっぱなしになる。

　突として、頬をぷにっとつままれ、その手が離される。

「ニヤニヤしてなんの想像をしているんだ？」

　からかう瞳に、慌ててブンブン頭を左右に動かす。

「へ、変な想像なんてしていないですよ。陵河さんとニューヨークへ行けるなんて幸せだなって思っていただけです」

「真衣、俺と旅行したら今までのような戯れのキスだけじゃ済まないが、いいんだな？」

　真剣な表情で尋ねられ、ドキッと鼓動が速くなる。

「そ……れって……」

　想像したら、見る見るうちに顔が熱くなっていく。

「真っ赤でわかりやすすぎる」

　陵河さんは私の右頬へ手のひらをあてる。

「そうだ。真衣を俺のものにしたい。それでもかまわない？」

　男の色気を醸し出す眼差しに、彼は本気なのだとひしひしと感じる。

「……はい。かまいません。私は陵河さんが大好きですから」

　心臓が痛いくらい跳ねるのを感じながらも思いきって口にして、照れ隠しに陵河さんに抱きついた。




　その夜、日付が変わる前に母へ電話をかける。

《もしもし？》

　うれしそうな母の声がする。

「お母さん、真衣」

　電話をかけたのは、帰国を一週間延ばす連絡のため。

《もちろんわかっているわよ。あらたまっちゃってどうしたの？》

「……帰国日なんだけど、一週間先延ばしにしようかなと」

《あら、授業が大変なの？》

「ううん。そうじゃないわ。実は、陵河さんが二十三日から二十五日までお休みで、前から行きたいと思っていたニューヨークに連れていってくれることになって」

　ニューヨーク旅行はデートみたいなものだけれど、今は付き合っていることは黙っておこうと決めていた。

　一緒に住んでいて、相思相愛の仲になったなどと話したら心配するに違いない。陵河さんとニューヨークへ行くということ自体伏せようかと思ったが、嘘をつくのも嫌なので簡潔に知らせようと思ったのだ。

《陵河さん、お忙しいのに。無理言ったんじゃない？》

「え？　ま、まあ……ちょっと……。お母さんだって、ひとりでニューヨークへ行くよりも陵河さんが一緒だったら……」

　嘘をついているわけではないが隠し事をしているので、言いよどんでしまう。

《一緒だったら？　そうね。安心するわ》

「だよね？　二十六日の便が取れたから羽田着は二十七日の夕方になるかな」

《わかったわ。気をつけていってらっしゃいね。そっちはもう夜中じゃない？　もう寝なさいね。おやすみ》

「うん。もうすぐ十二時になる。おやすみなさい」

　通話を切って、ホッと息を吐いてベッドに転がった。




　そして、待ちに待った二十三日の朝。

　陵河さんの運転でシカゴ・オヘア国際空港へ向かい、国内線ターミナルからニューヨーク・ラガーディア空港に十時過ぎに到着した。

　初めてのニューヨーク、旅客機から見えたマンハッタンのビル群に感動した。

　荷物はそれぞれ小さなキャリーケースをひとつずつ機内持ち込みにしたので、サクサクと空港を出て、タクシーに乗ってマンハッタンを目指した。

　シカゴも都会だと思うが、ニューヨークはもっと人口が多くエネルギッシュさを感じる。

「陵河さん、観光するのが楽しみです」

　タクシーの隣に座る陵河さんに、わくわくした笑みを向ける。

「どこへ行きたいかピックアップはしたか？」

「はい。もちろんです」

　ショルダーバッグからノートを出して、陵河さんへ見せる。スマホが壊れたときの教訓として、ノートにも情報を書くようにしている。

　陵河さんはノートに目を通してうなずき、私に視線を向ける。

「わかった。しまっていいよ」

「え？　本当に？　全部覚えたんですか？」

「もちろん。記憶力がいいと言っただろう？」

　そうなんだ……。行きたいお店まで本当に覚えたか疑わしいけど……。

「疑ってる？」

「そ、そんなことないですよ」

　そう尋ねてくるところも鋭い。

　苦笑いをしながら頭を左右に振って、ノートをショルダーバッグに戻した。

　タクシーが到着したのは、セントラルパークそばに建つ五つ星クラスのホテルだった。

　チェックインをしてベルボーイに部屋を案内されて驚く。窓からセントラルパークの木々が見下ろせて、素晴らしい眺めだ。

　ベルボーイにチップを渡してやって来た陵河さんに振り返る。

「ここスイートルームじゃないですか。高いのに……」

　ホテルも最高級のクラスなのに、そこのスイートルームならとてつもなく高いはず。それに今はクリスマスシーズンだから余計に。

「俺たちの初めての旅行だから、記念に」

「陵河さんと一緒なら、見るもの体験するもの、すべてが記念です。でも、一生に一度泊まれるかわからないスイートルームなんてうれしいです。ありがとうございます」

　陵河さんに抱きつく私のおでこに唇が触れる。

「このままベッドに連れていきたいが、真衣のノートを見た限りでは今から出かけないと予定を消化できなさそうだ。行こうか」

　キングサイズのベッドを目にしたときから心臓が暴れていたので、拍子抜けな感じも否めないが、陵河さんのような大人の男性は性急に事を運ばないのだろう。

「真衣？　予定を消化しなくてもいいなら、今すぐベッドに連れていくが？」

　からかう瞳に熱情をはらむ色がある。それでもかまわないと思ったが、すぐにまだ午前中だと固定観念に駆られる。

「しょ、消化したいです」

　そう言う私に、陵河さんは口もとを緩ませ「出かけよう」と私の肩に手を置いてドアに誘導した。




　タクシーでマンハッタン最南端にあるバッテリーパークへ向かい、事前に予約していたチケットで自由の女神像があるリバティアイランド行きのフェリーに乗った。

　観光客がたくさんいる船上で自由の女神像を見ていると、近づくにつれてそれは見上げるほど大きくなっていく。海風にあたってとても寒いが、自由の女神を目のあたりにして興奮で気にならない。

　上空から見た光景でもニューヨークへ来たのだと実感したが、大きな姿は雄大で、来られたことに感謝だ。

「テレビで見た自由の女神をこんなに近くで観られて感動です」

「それくらいで感動するとは、かわいいな」

「陵河さんは数えきれないくらい空の上から見ているから……」

　彼はふっと微笑み、頭を横に振る。

「いや、真衣と一緒だと新鮮な気持ちで観られて楽しいよ」

　世界各国を飛んでいて珍しくないであろう景色を、私と一緒に見て楽しいと言ってくれたことがうれしい。

　陵河さんといろいろな景色を見てみたい。

　フェリーを降りた私たちは、自由の女神の周りを歩いたり、なかなか全体を写すことは難しかったけれど写真を撮ったりと、最初の観光地を楽しんだ。

　フェリーでバッテリーパークへ戻り、食べてみたかった屋台のホットドックと温かいコーヒーでおなかを満たす。

　ブルックリン地区へ足を伸ばし、おしゃれなインテリアの店や小物を売っている店やカフェに入りデートを満喫する。

「そういえば、シカゴのお家のインテリアはこのカフェみたいなテイストですね？」

「そうだな。なんとなく落ち着く」

「陵河さんに似合っていると思います」

　お姫様のような家具を好んでいた私もあのテイストに慣れて、今では好きになっている。

「そろそろ暗くなってきたな。帰りがけにロックフェラーセンター前のツリーを見よう」

「はいっ」

　残りのコーヒーを飲んでソファから立ち上がった。




　タクシーを拾って、ブルックリン橋を通ってマンハッタン島に戻った。ひとりや女性だけの旅行だったらタクシーを拾うにも怖くて躊躇してしまったかもしれないけれど、こっちの生活に慣れている陵河さんがいてくれるおかげでスムーズに移動できる。

　外はすっかり陽が落ちて、車窓からクリスマスの雰囲気たっぷりの装飾がされている街を見ていると、タクシーが停車した。

「着いたよ。降りよう」

　陵河さんがタクシーの運転手に料金を払うのを待って外へ出る。

　吐く息が白い。

「こっちだ」

　手を引かれて一分ほど歩いた先に、多彩なイルミネーションがキラキラ光る巨大なクリスマスツリーが目に飛び込んできた。

「うわっ、素敵っ！」

　震えるくらい寒いが、その壮大さはずっと見ていたいくらいだ。隣に陵河さんがいてくれるせいもあるだろう。

　クリスマスツリーの下の広場にはスケートリンクがある。

　寒さに震えながら、隣に立つ陵河さんを仰ぎ見て口を開く。

「陵河さん、連れてきてくれてありがとうございます。すごく幸せです」

「俺には下心があるのに？」

「ふふっ、下心が理由だったら、とっくにアパートで――」

「アパートで？」

　唇があと五センチほどのところまで顔を近づけられて、不敵な笑みを漏らす。

「もうっ、わかっているくせに聞かないでっ」

　急にこれからのことを意識してしまい、顔に熱が集まってくる。

「顔を赤くするところが見たいのかもな」

「あ、赤いのは寒さでっ」

　鼻に笑いながらのキスが軽く落とされてから、唇が塞がれた。




　ロックフェラーセンターから滞在ホテルまで十五分ほどかけて戻った。すでに十九時近くになっている。

　ううっ、緊張しちゃう……。

　エレベーターを降りて廊下を進みながら、想像ばかりが脳裏を巡っている。

「真衣」

　ドアの前で止まった陵河さんに呼ばれる。

「は、はいっ！」

　過剰なほどにビクッと肩を跳ねさせる私の頭に、陵河さんの手がのる。

「本当にわかりやすすぎるな。安心しろ。部屋に入ってすぐに襲うなんてことしないから。なにが食べたいか聞きたいだけだ」

　そう言ってカードキーでドアを開け、私に入るように促す。入室しながら私は言い訳をした。

「お、襲われるなんて思っていないです。ただ、ドキドキしているだけ。大好きな陵河さんにこれから愛されるんだもの」

「かわいすぎるぞ。理性が保てるかどうか……」

　部屋の中央で立ち止まった私の背後から腕が回り抱きしめられてから、ダウンコートが脱がされ、ドキッと心臓が大きく暴れる。

　そんな私のドキドキとは裏腹に、陵河さんはすんなりと私から離れた。

「ホテルのレストラン？　それともルームサービスがいい？」

　彼は自分の上着を脱ぎながら尋ねてくる。

「……ルームサービスにしたいです」

　このスイートルームにいる時間を楽しみたい。それ以前に、緊張でルームサービスの食事が味わえるかわからないが。

「ＯＫ。メニューを見よう。ソファに座ってて」

　陵河さんはプレジデントデスクの引き出しから分厚いファイルを持ってきて、隣に腰を下ろした。

　私と陵河さんの好みはぴったりで、おいしそうな中国料理を選んだ。

「真衣、風呂に入ってくるといい」

「え？　いいの……？」

「ふっ、一緒に入りたかった？」

　からかう陵河さんに慌てて首を左右に振る。

「ち、違うの。ま、まだハードルが高すぎるもの」

「だろうな。四十分はかかると言っていたから、ゆっくり入っておいで」

「はい」

　いちいち陵河さんの言葉に反応してしまう。

　落ち着こう。

　ソファから立つと、キャリーケースを開けてバスタイムの準備を始めた。




　お風呂から上がって部屋着に着替えてリビングに戻ると、フカヒレスープに豚肉のスペアリブの甘辛炒め、海鮮おこげ、北京ダックが入ったチャーハンが四人掛けの丸テーブルに並べられており、ホテルスタッフが出ていったところだった。

　品数は多いが、上品な盛り付けなので量はそれほど多くないだろう。だが、気持ちが過敏になっていて喉を通るか……。

「……おいしそうですね」

　ドアの方から戻ってきた陵河さんに緊張した笑みを向ける。

「ああ。座って。食べよう」

　私の椅子を引いてくれた陵河さんは隣に座る。

　飲み物は温かいジャスミンティーだ。

「いただきます」

　ジャスミンティーをひと口飲むと、喉もとから胃に温かさが浸透していく。

　食べ進めながら、今日赴いた場所などを思い出して話す。

　喉を通らないかと思っていたが、お昼過ぎにホットドック、ブルックリンのカフェでコーヒーを飲んだだけなのでおなかが空いていたようだ。豚肉のスペアリブを手に持ってかじる。お肉がほろっと取れて、甘辛いたれが口の中に広がりおいしい。

「真衣はおいしそうに食べるな」

「だって、本当に絶品なんですから。陵河さんも食べてみてください。さすが五つ星クラスのホテルの料理です」

　陵河さんも豚肉のスペアリブをかぶりつき、うなずきながら咀嚼する。

「そうだな。うまいよ」

　満足そうな彼に、私も笑みを深めた。




　ベッドの端にポスンと腰を下ろす。今、陵河さんはバスタイム。

　これから起こることを想像して、鼓動が痛いくらいに暴れている。

「はぁ……どうしよう。どうしよう……」

　落ち着いていられずに、ベッドから立ってウロウロと歩き回る。

　でも、愛し合っている男女なら当然のこと。

　ふいに陵河さんの笑い声がして、ハッと振り返ると腰に大判のタオルを巻いた彼が立っていた。

　筋肉が綺麗についた上半身裸を目のあたりにして、ドクンと心臓が跳ねる。

「真衣はただ感じていればいい。なにも考えずにな」

　陵河さんは困惑する私のもとへスタスタと近づき、お姫様抱っこをした。

　優しくベッドに寝かされ、唇が塞がれる。

「んっ……」

　部屋着の裾から手が入り、胸の膨らみをブラジャーの上から包み込まれて、ぶるりと体を震わせる。

　その手が背中に回ってブラジャーのホックが難なくはずされた。

　口こう腔くう内を自由に動き回る舌に、下腹部がジンとしてくる。

「ふぅ……んっぁ……」

　いつの間にか部屋着の前ボタンがはずされ、ブラジャーも取り去られていた。

「綺麗な体だ。俺の忍耐がいつまで持つかな」

「っ、あん……忍耐……？」

「まずは真衣に気持ちよくなってもらわないと、俺のを受け入れられない」

　陵河さんは私を指と唇、舌で愛あい撫ぶし、快楽の高みに連れていく。

　信じられないくらいの快感の限界にまで近づいたとき、私たちはひとつになった。




　ニューヨークから幸せな気持ちでシカゴへ戻ってきた翌日、陵河さんは午後のフライトのため、家を出ようとしていた。

　陵河さんは玄関でスリッパから革靴に履き替え、うしろにいる私に向き直る。

　パイロットの制服姿の彼にさっきから胸をキュンとさせている。

「真衣、ハイヤーを手配してあるから、それに乗って空港まで行くように」

　私は十七時四十五分発のフライトで日本へ向かうので、陵河さんと出発する時間が合わない。

「ありがとう。ちゃんと空港に行けますし、飛行機にも乗れるから大丈夫です」

「羽田に着いたらメッセージを送って」

「はい。陵河さんも気をつけてくださいね」

　私の休暇の間、陵河さんのフライトスケジュールに羽田はなかった。

　これから二十日間近くも陵河さんに会えないと思うと、寂しくなって瞳が潤んでくる。彼が日本にいるならばなにを差し置いてでも会いに行くのに。

　幸せなニューヨーク旅行を思い出す日々になりそうだ。

「いってきます」

　顎を長い指ですくわれ、唇が重なる。重ねただけの唇はすぐに離れ、私の頬を手のひらでなでた陵河さんはキャリーケースを引いて出ていった。

　パタンと閉まるドアに、口から深いため息が漏れる。

　留学を終えたら、ときどきしか会えなくなるのに……。それどころか、遠距離恋愛は難しいから別れるかもしれないよね。

「はぁ……。準備しなきゃ」

　玄関から洗面所へ移動する。

　昨晩、ニューヨークから帰宅してランジェリーは洗濯して干してあったからそれを取り込んで、クローゼットにしまう。

　実家に帰るので衣類の荷物は少なくて済むため、キャリーケースの中身はほぼお土産だ。

　アパートを出るまで掃除などで時間をつぶして、陵河さんの手配してくれたハイヤーに乗ってシカゴ・オヘア国際空港へ向かった。




　約十三時間のフライトを経て、羽田空港に着いたのは一日進んだ二十七日の夕方。

　キャリーケースを引いて到着ロビーへ進むと、少し離れたところで母が手を振っていた。

　空港内はクリスマスの雰囲気はすでになく、お正月飾りがところどころにディスプレイされていて、日本に帰ってきたと実感する。

「お母さん！　迎えに来てくれてありがとう」

「もちろんよ。太っているかしらと思っていたのに変わらないわね」

「気をつけていたから。ちゃんと自炊もしていたし。お母さんの料理が食べたくなったこともあったけど」

　甘える私に母はにっこり笑う。

「そう思って、今日は朝から料理をしていたのよ。久紀さんも伊知弥さんもなるべく早く戻ってくるって言っていたから、久しぶりにみんなで食事ができるわ。あ、陵河さんに迷惑をかけなかった？」

　陵河さんの名前が出て心臓がドクッと跳ねたが、平静を装い「迷惑かけてないと思う」と口にした。

　羽田空港のパーキングに止めていた車に乗り、母の運転で松涛の蓮水家に向かう。

　蓮水家に到着して自室で荷物を片づけていると、ドアがノックされた。

「はーい」

　ちょうど立っていたのですばやくドアを開ける。

「真衣ちゃん、おかえり」

「伊知弥君！　ただいま。スーツ姿似合うー」

　伊知弥君は紺色のスーツとシンプルなサックスブルーのネクタイを身に着けているが、どことなくこなれ感がある。

「だろ。俺ってなにを着ても似合っちゃうからさ」

　茶化した物言いの伊知弥君に、笑い声を立てる。

「まずは挨拶と思ってな。着替えてくる。お義母さんがもう夕食だって言ってたよ」

「お義父さんも帰ってる？」

「ああ。今日は一緒の車に乗せてもらったから」

　留学に行かせてもらったお義父さんに、なにをおいても挨拶に行かなくては。

「下へ行ってくるね」

　部屋を出て伊知弥君は自室へ消え、私は階下へ下りた。

　キッチンでは母が料理をしている。

「お母さん、お義父さんが帰宅したって伊知弥君から聞いたんだけど」

「今着替えているわ」

　母がトレイにカトラリーや取り皿を置いている。

「運ぶね」

「ありがとう」

　トレイを手にした私に母が冷蔵庫を指さす。

「あっ、冷蔵庫にあるサラダも出してちょうだいね」

「はい」

　トレイを持ってキッチンを出ると、ダイニングテーブルの上に敷かれていたプレースマットの上にカトラリーと取り皿をセッティングする。

　冷蔵庫からカボチャとベーコンのサラダをテーブルに出したところで、私服に着替えた義父がやって来た。

「真衣ちゃん、おかえり」

「お義父さん、ただいま」

　頭をペコリと下げる私に目尻を下げる義父が「元気そうでうれしいよ」と言う。

「不自由はなかったかね？」

「はい。まったくないです」

「あったら必ず連絡をするんだよ。陵河や伊知弥のときは心配しなかったが、君はかわいい女の子だからね。お母さんも毎日口癖のように心配しているんだ」

「陵河さんのおかげで安心して生活していますから平気なのに……」

　これくらいなら言ってもいいよね？　陵河さんの名前を出さないのも不自然だし。

「そうか。不愛想な息子だから、真衣ちゃんの面倒も見ずに、そっけなくしているんじゃないか危惧していたんだよ」

「そんなことないです。ニューヨークへも付き合ってくれました」

「ニューヨークか。いいね。楽しんできたか？」

「はい。クリスマスの雰囲気をたっぷり楽しめました」

　肉じゃががたっぷり入った大皿を持ってやって来た母が、私と義父に頬を緩ませる。

「あらあら立ち話だなんて。座って話をしたらいかがですか？」

「そうだった」

　義父は母に笑いかけてテーブルに着き、私は料理を運ぶためにキッチンに戻った。




　久しぶりに母の手料理を堪能して、食事後、義父のお土産のフルーツがたっぷりのったホールケーキと紅茶をいただきながら話をした。

「真衣ちゃん、お母さんとも相談してクリスマスプレゼントは現金がいいのではないかと思ってね。味気ないが好きな物を買ってほしい」

　綺麗な封筒が対面に座る私の前へ差し出される。

「うれしいです。お義父さん、お母さん、ありがとうございます」

　私の隣の伊知弥君もショッパーバッグを渡してくれる。

「はい。好みがわからなかったけど、父さんが言った通りお金だと味気ないし、俺はこれを」

「伊知弥君、ありがとうございます。開けてみていい？」

　ショッパーバッグは女子大生に人気のブランドだ。

「もちろん」

　そう言って伊知弥君は紅茶のカップを口に運ぶ。

　箱にかけられているリボンをはずしてふたを開けると、ベビーピンクの二つ折りのお財布だった。私の部屋のイメージで選んでくれたみたい。

「真衣の好みにピッタリね」

　プレゼントを開けるところを見ていた母が笑みを浮かべる。

「とてもかわいい！　伊知弥君、大事に使うね。私からもプレゼントがあるの。ちょっと待っててくださいね」

　二階の自室へ行き、お土産を抱えてリビングルームへ戻る。

　義父と伊知弥君にはネクタイ、母にはマフラーを渡す。ほかにも空港の免税店で買ったチョコレートやクッキーをテーブルの上に置いた。

「あと、お母さんに陵河さんから預かってきたものがあるの」

「え？　なにかしら？」

　陵河さんは母の好みを私に聞いて、ニューヨークの五番街のブランド店で花の形をかたどった天然石のブローチを購入した。

　箱を開けた母は感嘆のため息を漏らす。

「まあ……なんて素敵なんでしょう」

「真衣ちゃん、兄貴から俺には？」

「ふふっ、伊知弥君とお義父さんにはないの。陵河さんはお母さんに結婚祝いもしていなかったからって」

「素敵じゃないか。つけてみるといい。どれ、貸しなさい」

　義父はうれしそうに手を差し出し、ブローチを受け取ると母のクリーム色のセーターの上につけた。

「真衣、陵河さんのスケジュールは知っているかしら？　休日に電話をしてお礼を言いたいわ」

「うん、後で教えるね」

　陵河さんはセンスがいい。

　二日目のディナーに着るドレス一式を選んでくれ、記憶に残る素晴らしいクリスマスイブを過ごしたときのことを思い出した。




　お正月は毎年恒例の箱根の老舗旅館で過ごした。雪を眺めながら露天風呂に入るのは至福の時だ。

　残念だけど伊知弥君は友人たちとスノーボードをしに北ほっ海かい道どうへ行ってしまったので、三人でのんびりした。でも私は邪魔だったかなと思うくらい義父と母は仲がよく、ここに陵河さんがいてくれたら楽しかったのにと想いを巡らせた。

　三日に松涛の自宅に戻り、シカゴに戻るまで母と買い物に出かけたり高校や大学の友人と遊んだりして、陵河さんのいない時間を過ごした。

　そして一月二十日、シカゴに飛んだ。大学は二十五日から始まるが、二十一日から三日間が休日の陵河さんに合わせたのだ。

　日本へ来てから何度もテレビ電話で話をしていたが、その都度早く会いたい気持ちに駆られていた。

　シカゴ・オヘア国際空港に到着したのは夕方。荷物は小さいキャリーケースだけなので、電車で帰ることにした。空港からは四十分くらいだ。

　陵河さんのアパートに着いたのは十九時近くだった。

　部屋に入ってリビングの電気をつけると、散らかっていなくて、ここで生活をしていたのか疑いたくなるほど私が出ていったときと同じだ。

　キッチンも飲み物の缶やペットボトルがまとめられているだけで、料理はしていなさそうだ。

　明日、陵河さんに会える。




　翌日、午前中にスーパーへ赴き野菜やフルーツ、お肉などを購入して帰宅した。

　母がお餅を持たせてくれたので、陵河さんにお雑煮を作って食べさせてあげたかったのだ。筑前煮も作ったから、少しだけお正月の雰囲気を味わえるはず。

　おつゆの準備をして後はお餅を焼くだけというところで待っていると、陵河さんが戻ってきた。

「おかえりなさい。おつかれさまでした」

「ただいま」

　スリッパに履き替えた陵河さんが、私に一歩近づき抱きしめる。

「はぁ～長かった。こうして抱きしめたかった」

「ふふっ、私も。おなか空いていますか？」

　陵河さんの腰に腕を回してにっこり仰ぎ見る。その唇にちゅっとキスが落とされる。

「ああ。なにかいい匂いがしているが、作ってくれたのか？」

「はい。お雑煮です」

「十年くらい食べていないよ。着替えてくる」

　うれしそうな顔になった陵河さんは私のおでこにキスしてから、自室に姿を消した。

　お餅をフライパンで焼いているうちに、パイロットの制服からカジュアルな格好になった彼がキッチンへやって来た。

「うまそうだ」

「お母さんから作り方を教わって、その通りに作ったからきっとおいしいはずです。お餅焼けました」

　フライパンしかないので、餅網で焼くようなプクッと膨れておいしそうな焦げ目がついたお餅にはならなかったけれど、ボウルの中に入れおつゆを注ぐ。

　トレイにのせたボウルと缶ビールを運ぶのは陵河さんで、ローテーブルの上に置いて腰を下ろした。

　陵河さんは缶ビールをゴクゴク喉に通してから、お雑煮を食べ始める。見守っている私に、咀嚼して飲み込んだ彼は「うまい！」と言ってくれる。

「よかった」

「真衣も食べて。筑前煮もよく味が染みている」

　好きな人に料理を食べてもらえるのはとてもうれしいことだと胸が弾む。

「今回はどこへ飛んだんですか？」

「フィンランドのヘルシンキだ。ものすごく寒かったよ。そうだ。ちょっと待ってて」

　陵河さんは席を立って、玄関に置かれたキャリーケースからショッパーバッグを手に戻ってくる。

「たいしたものじゃない。向こうで有名な食器メーカーのマグカップだ」

　そう言って渡してくれたのは、日本でも有名なロゴの描かれた箱。開けてみると、色違いのマグカップが二個入っていた。

「とても素敵っ、後でコーヒー入れて飲みたいわ。ありがとうございます」

　ペアでマグカップを使うのは初めてなのでうれしい。

「ずっと聞いてみたかったんですが、パイロットやＣＡの方たちは観光へ行くんですか？」

「最初の頃は近場なら出かけることもあったが、今は散歩程度とか、誘われて食事に行くくらいだ」

「フィンランドはオーロラが有名ですよね。あ、サンタクロース村も」

「よく知っているな。興味があるのか？」

「オーロラくらい誰でも知っていますよ。でも、言っていなかったけど私、ＣＡになりたいんです」

　隠すことでもないし、ちょうどいいタイミングなので言ってみた。

　すると、陵河さんは食べる手を止める。ものすごく驚いた様子だ。

「ＣＡって、キャビンアテンダントだよな？」

「そんなに驚くなんて、私には無理だとか思っていたりしますか？」

「いや、無理だとは思っていない。そうか……そうだよな」

　陵河さんがボソッと納得したかのような言葉をつぶやくので、私は首をかしげる。

「どうかしたんですか……？」

「……真衣、俺がお前を抱いたのは、今後もしっかり考えてのことだ。生半可な気持ちで愛しているわけじゃない」

「今後……？」

　キョトンと首をかしげる私に、陵河さんは苦笑いを浮かべる。

「俺は一生真衣を愛し続けられる自信があるから、行動に起こしたんだ」

「一生……本当に？　私が留学を終えるまでとか……じゃない？」

　そのことが脳裏を何度もよぎったのは確かだ。

「違う。将来結婚したいと思っているよ」

「陵河さんっ」

　感動で緩む涙腺を必死にこらえながら陵河さんに抱きつき、彼の顔を見る。

「うれしいです。でも……叶うかはわからないけれど、私が日本の航空会社に就職してＣＡになれたら、遠距離に……」

　見上げる私のおでこにそっとキスした陵河さんは「ふぅ～」とため息をつく。

「まだ時間があるし、考えさせてくれ」

「〝考えさせてくれ〟？」

　結婚のことを言っているのだろうか……と不安に駆られる。

「仕事のことだ。まさか結婚のことだと思ったのか？」

「は、はい……」

「バカだな。俺は真衣に心底ほれているんだ。留学期間が終わることを考えると今からつらくなるくらいに」

「よかった……私もです」

　でも、八月には陵河さんのそばを離れ、日本に戻らなくてはならない。

　私がこっちでＣＡの就職活動をする？　ハードルが高いかもしれない。もちろん日本の航空会社も競争率が高くて受かるかわからないが、こっちではすべてが英語だし、就労ビザの件もある。

　いろいろ考えてしまうが、陵河さんの意見を待とう。




　食事を終え、コーヒーメーカーをセットしてからキッチンで洗い物をする。

　そこへ陵河さんがやって来て、背後から抱きしめられた。

　鼻先が耳に触れ、鼓動が暴れ始める。

「りょ、陵河さん、コーヒーが落ちきったので入れてもらってもいい？」

　最後の食器を洗い終え、水切り籠の中に入れながらお願いする。

「俺はコーヒーより真衣が欲しい」

　腰にズクンとくる声が鼓膜を揺さぶり、早くも胸が張りつめてくる。

「で、でも……コーヒーが……」

　陵河さんは手を伸ばしてコーヒーメーカーのスイッチを切った。

「風呂に入ろう」

　陵河さんは私の手を引き、バスルームに向かう。

　バスタブとシャワーブースがあるアパートはあまりなく、そこが気に入って契約したと以前言っていた。

　まだ一緒に入るのは恥ずかしいが、陵河さんに熱くキスをされて触れられているうちに羞恥心はどこかへ消え去っていく。

「んっ、ふ……」

　尖とがりを見せる頂いただきを吸われ、長い指に下腹部の敏感なところを触れられ、陵河さんの動きに翻ほん弄ろうされた。

「出よう。我慢ができなくなった」

　欲望に満ちた舌が口腔内を動き回って、私は呼吸を乱す。

　腰から下が気だるい感覚に襲われ、バスタオルで包まれて抱き上げられると陵河さんの寝室に運ばれた。




　今日は陵河さんがフライトから戻ってくる日だ。

　授業を終えて急いで帰宅し、玄関にある見知らぬスニーカーを見て首をかしげる。

「真衣？」

「あ、うん。ただいま」

　リビングに入ると、ソファに顔面偏差値が陵河さんと同じくらいの男性がいた。

「おかえり。彼は桜さくら宮みや朝あさ陽ひだ。パイロット訓練校の同期で、今はＡＡＮの副操縦士だ」

　ＡＡＮの副操縦士……？

「はじめまして。真衣ちゃん。陵河が夢中になっているのも無理はないな」

　桜宮さんは端整な顔で魅力的な笑みを浮かべた。

「はじめまして。真衣です。桜宮さん、ＡＡＮにお勤めなんですね」

「そう。真衣ちゃんはＣＡになりたいと聞いている」

「真衣ならなれると思うだろ」

　陵河さんの言葉に、桜宮さんはおかしそうに笑みをこぼしうなずく。

「だな。君がＣＡになるのを楽しみにしているよ。どこかの空港で会うかもしれない」

「はいっ、がんばります」




　翌日の朝、フライトの桜宮さんは少しして帰っていった。

「陵河さんにあんな素敵な友人がいたなんてビックリです」

「俺よりも朝陽の方が素敵だと思う？」

　顔をグイッと近づけられ、プルプルと頭を左右に振ると楽しそうに彼は笑った。

「ま、好みの問題だ。腹が減った。外に食べに行こう」

　和食を作ってあげたかったが、おなかが空いているようだし、きっと眠いだろう。

　私たちは近くのイタリアンレストランへ食事に行った。










五、人生の転機




　大学まで車で送り迎えしてもらったり、休日は陵河さんとデートしたり、近場に旅行に行ったりと、留学を終えるまで幸せいっぱいの時間を過ごした。

　私たちのこれからを考えると言っていた陵河さんから話を聞けたのは、留学が終わる一カ月前の夕食のときだった。

「真衣、俺は日本に戻る」

「え？　戻るって、意味が……？　仕事はどうするんですか？」

「以前から、ＡＡＮからヘッドハンティングを受けていたんだ」

「ＡＡＮって、ＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空？　桜宮さんがいる？」

「ああ。真衣は日本の航空会社の何社かを受けるだろう？　ＡＡＮでＣＡとして働ければ、俺のフライトのクルーになることも夢じゃない」

　うんうんと、納得して手をパチンと叩く。

「そうしたいです！　私、陵河さんが操縦するフライトのクルーになるのを目標にがんばります」

　その誓いを胸に、私は留学期間を終了して帰国した。

　陵河さんのアパートを離れるのはとてもつらくて、機内でも涙が出てきてしまうくらいだったが、次の日本へのフライトでは家に顔を出すと約束してくれたので、それを楽しみに留学前の生活に戻った。




　十月上旬の土曜日の二十時過ぎに、陵河さんが予告もなく蓮水家に現れた。

　昨日電話で話したときにはなにも言っていなかったのに、夜の突然の訪問にびっくりした。

　しかも実家を訪れるときはたいていラフな服装なのに、今日はグレーのスーツを着てビシッと決めている。

　私たちのことはまだ義父や母、伊知弥君にも話していなかったので、玄関で出迎えた私はなんて言えばいいのか困惑した。

「陵河さん……お仕事お疲れさまです」

「真衣、驚いたか？」

「もちろんです。言ってくれればよかったのに」

　私がシカゴを発ってから初めて会うのだ。実家ではなくふたりで会いたかったと心の中で思う。

「真衣、父さんたちはリビングか？」

「あ、はい。リビングにいます」

　リビングルームへ促す私の手を陵河さんはガシッと握り、一緒に向かおうとする。

「え？　陵河さん手を……」

　手をつないでリビングルームへ入るわけにはいかないと引っ張るが、その手は離されず、ドアの向こうへ連れていかれてしまった。

「おおっ、陵河。今日は家にいるかと電話をくれたが、顔を見せに来るとは言わなか――」

　ソファに座る義父はうれしそうに話し始めたけれど、陵河さんがうしろに隠れるようにしている私の手を握っているのを見て言葉を止める。

　陵河さんはそれでも私の手を離そうとしないので、もうやけでそのままにするしかなかった。でも義父の顔は見られない。

　そのとき、母がにこにこしながら現れた。

「陵河さん、いらっしゃい。どうぞお座りになって。あら、真衣ったらどうして陵河さんのうしろにいるの？」

「う、うん。陵河さん……座ってください」

　手を離そうとするも、陵河さんは義父の前のソファに歩を進めて、私を隣に座らせた。そこでやっと手が離された。

　もしかして……私たちのことを話しに……？

　困惑しつつ、隣の陵河さんへ顔を向ける。

「突然来てすみません。咲子さんもかけてください。話があります」

　陵河さんは一度頭を下げたところで、義父が口を開く。

「あらたまってどうした？」

「真衣との結婚を考えています」

　陵河さんの言葉に、ドクッと鼓動が跳ねる。

「いつの間にそんなことになっていたの……？」

「ふたりが？　その……君たちが愛し合うように？」

　驚く母と義父を前に、恥ずかしくて顔を上げられない。

「真衣ちゃんがよその男性と結婚するよりも、陵河のお嫁さんになるのはうれしいよ。大歓迎だ」

　義父のその言葉に心から安堵して、やっと顔を上げられた。

　義父と母は笑みを浮かべ、顔を見合わせている。

「了承してくださりありがとうございます。真衣のことは幸せにします」

　陵河さんはふたりをまっすぐ見て、そう口にした。

　ふいに陵河さんの手が膝の上に置いていた私の手を包み込む。

「結婚は真衣が大学を卒業したら、かしら？」

　母が首をかしげる。

「そうですね。まだ大学三年ですし、彼女がＣＡとして働きだす前にと思っています。それで、俺は来年四月からＡＡＮのパイロットとして、シカゴからこっちに戻ります」

「そうかそうか。よく決心してくれた。ずっと向こうで暮らすのかと思っていたが、うれしいよ」

「真衣が日本でＣＡになったら、俺がシカゴに居続ければすれ違いの生活になるので」

「真衣ちゃんの夢は私たちも応援している」

　優しい眼差しで私を見つめる義父が大きくうなずく。

「今日はいい日だ。乾杯をしたいところだが」

　パイロットの陵河さんは飲酒に関して節制しているので、義父は残念そうだ。

「いえ、今回は仕事で来たわけじゃないので、問題ないです。乾杯しましょう」

　陵河さん、フライトじゃないんだ。

「支度してまいりますね。陵河さん、お夕食はまだではないの？」

「機内で軽食を食べたので」

「それではおなかが空くでしょう。用意しますね。真衣、手伝って」

「あ、はいっ」

　陵河さんのもとを離れ、母に続いてそそくさとキッチンへ向かった。

　母とふたりきりになり、なんだか気恥ずかしく、黙々とグラスを棚から出して用意する。

「ふふっ、真衣ったら恥ずかしがっちゃって。陵河さんを好きになるのは女性なら当然よ。とても素敵な人だもの」

「突然でびっくりしちゃって……」

「真衣の夢にも理解があるし、わざわざ日本へ戻ってきてくれるし、さすが久紀さんの息子さんだわ。男らしくて、眉目秀麗で、真衣は幸せよ」

　話しながら、母はシャンパンに合いそうなおつまみをちゃっちゃと作っている。

「とりあえず、少しは飲むでしょうから陵河さんのご飯は後にしましょう。真衣はグラスの用意をお願い」

「はい」

　慎重にトレイを両手で持ち、先にキッチンから出てリビングルームへ運ぶ途中、玄関でスニーカーを脱ぐ伊知弥君の姿が目に入った。

「伊知弥君、おかえりなさい」

「ただいま。誰か来てるの？」

　父親と自分の物でないピカピカの革靴が玄関にあるのを見て、尋ねてくる。

「うん。陵河さんが」

「へぇ、兄貴だったのか。で、なんでシャンパングラスを？」

「ちょっと……お祝い事で」

「お祝い事？」

　繰り返す伊知弥君にコクッとうなずいて、リビングルームのドアを片手で開ける。

「伊知弥君が帰ってきました。もうひとつグラスを持ってきますね」

　リビングルームにあるワインセラーからシャンパンが出されて、テーブルに置かれている。

　伊知弥君がリビングルームに入ってきた。

「お祝い事ってなにかあったの？」

「伊知弥、帰ってきたか。ちょうどいい」

　義父が伊知弥君を自分の方へ手招きするが、彼は陵河さんの隣へ行こうとした。

「伊知弥、伊知弥、こっちに座りなさい」

　義父が行きかけた伊知弥君を止めて自分の隣に来るように言う。先ほど母が座っていた反対側だ。

　リビングルームを出ようとしたとき、母がトレイを持って入ってきた。

「声が聞こえたから、グラス持ってきたわよ。真衣、陵河さんの隣に座って」

「真衣、おいで」

　陵河さんに言われて隣へ行く。

「ふたり並んで、どういうこと？」

　伊知弥君が困惑気味に尋ねる。

「陵河と真衣ちゃんが、婚約するんだ」

「ええっ!?　婚約？　ふたりが？」

　伊知弥君が素っ頓狂な声をあげ、陵河さんが口もとを緩ませる。伊知弥君の視線が私に向けられ、コクコクとうなずいた。

「俺、腰抜かしたかも」

　伊知弥君は心底驚いた様子だ。

　義父がシャンパンの栓を抜いて、それぞれのグラスに注ぐ。

「陵河、真衣ちゃん、幸せに。人生を楽しむんだよ」

「お義父さん、ありがとうございます」

「もちろん、真衣を幸せにします」

　陵河さんはここにいる全員に約束してくれる。

「ああ。咲子さん、これから楽しみでならないよ」

「そうですね」

「はぁ～、まさか真衣ちゃんと兄貴がくっつくとは……おめでとう。乾杯」

　伊知弥君は当初の驚きから少し醒めたようで、シャンパングラスを掲げる。

　全員で乾杯し、笑みを交わし合った。




　二時間ほど話をし、陵河さんが母の作った海鮮丼を食べたところでお開きになった。

　陵河さんは今夜、二階の自室に泊まるという。まだ二十二時を回ったところなので、彼が私の部屋に来てふたり並んでベッドに座った。

「陵河さん、昨日電話で話したときは来るなんてひと言も言ってなかったのに……」

「父さんたちに結婚の承諾をもらうために来るなんて言ったら、心配で俺が来るまで落ち着かない気分だっただろうな」

「そ、そうだけど……」

　陵河さんは持っていたミネラルウォーターのペットボトルをローテーブルに置いて、真剣な眼差しを向けてくる。

「結婚はまだ先だが、家族にはちゃんと言っておきたかったんだ」

「……ずっと隠してはおけないだろうし、お義父さんたちの気持ちを知ってホッとしました。うん。やっぱりあらかじめ陵河さんに知らせてもらっていたら、一日中落ち着かなかったと思います」

　私のことをよく理解してくれているのはさすがだ。

「真衣」

　私の名前が甘く響く。

　陵河さんはポケットから小さな箱を出して開けた。

「エンゲージリングだ。真衣が夢を叶えて、落ち着いたら結婚しよう。愛している。真衣。左手を出して」

　結婚の約束はしてくれていたが、正式なプロポーズを受けて涙腺が決壊する。

「……はい」

　左手を陵河さんの方へ差し出すと、薬指にまばゆく光るダイヤモンドの指輪をはめてくれた。

「ありがとうございます」

　涙ぐむ私の肩を抱いて、そっと唇にキスを落とす。

「エンゲージリングを渡すシチュエーションが、実家の真衣の部屋か。すまない。明日帰らなければならないから事を急いだ」

　ティッシュで涙を拭きながら首を左右に振る。

「私はどこでだってかまいません。今日は最高の日になりました」

　陵河さんは喉の奥でうめき、節のある長い指で私の顎をすくって唇を重ねる。口の中に温かい舌が入り込んできた。

　気持ちいいキスに下腹部がジンと痺しびれてくる。

「はぁ……、どうしてホテルの部屋を取らなかったのかと後悔している」

　陵河さんは残念そうな笑みを端整な顔に浮かべて私から離れた。

　二階には伊知弥君もいるし、この家でキスをするのもうしろめたさがある。

「明日は何時のフライト？」

「夕方だよ。それまでにどこかへ出かけようか？　日曜日だったな。誰かと予定がある？」

「ううん。ないです。陵河さんと東京でデートなんてうれしいです」

「かわいいことを言うなよ。押し倒したくなる」

　顔をしかめた陵河さんはベッドからすっくと立って、座っている私のおでこにキスを落とすと「おやすみ」と言って出ていった。




　翌年四月、陵河さんがシカゴから帰国して、ふたりの住まいを見つけるまでの期限付きで実家での生活が始まった。

　陵河さんは予定通りＡＡＮの国際線副操縦士として空を飛んでいる。私は各航空会社の特徴を調べたり企業説明会へ行ったりと、夢に向けて忙しい日々を過ごしている。

　第一志望はもちろん陵河さんの働くＡＡＮだ。

　ＡＡＮではＣＡ一年目から国際線の担当になれるので、より早く夢に近づける。とはいえ、ＡＡＮに落ちることも想定してほかの航空会社にもエントリーしている。

　英語は陵河さんが休みのときにチェックしてもらい、しばらくは甘い時間を過ごすというよりも厳しい先生の個人指導の時間といった雰囲気だ。

　六月一日から各航空会社の本選考が始まる。

　夕食後、明日の準備をしていると、ノックがあり返事をしてすぐにドアが開けられた。

「陵河さん、おかえりなさい」

　着ていくスーツをドレッサーの横にかけて、入口に立つ彼のもとへ近づく。

「ただいま。明日はＪＡＷの試験だろう？　がんばれよ」

『ＪＡＰＡＮ ＡＩＲＷＡＹＳ』略してＪＡＷは、ＡＡＮに次ぐ国内大手の航空会社だ。

「はいっ、夢の第一歩、がんばります」

「疲れた顔をしている。今日は早く寝ろよ」

　二十時を回ったところ。早く寝ようとは思うけれど、まだ眠くない。

「陵河さんはこれから夕食ですよね？　用意してきます」

　そう言うと、彼は訳知り顔で笑う。

「お義母さんがすでに用意してくれていたよ」

「じゃあ、陵河さんが食べている間おしゃべりしてもいいですか？」

「そうだな。すぐに休めと言っても無理そうだしな」

　陵河さんは私の鼻を軽くつまむと「着替えてくる」と言って自室へ消えていった。

　私は先に階下へ行き、母のいるキッチンへ入る。

「手伝うことはない？」

「陵河さんが下りてきたら、お味み噌そ汁をつけてね。私はお邪魔でしょうから部屋に行っているわ」

「じゃ、邪魔なんかじゃないわ」

　図星を突かれて声を上ずらせた私に、母は笑ってキッチンから出ていった。

　入れ違いに陵河さんが下りてきて、ダイニングテーブルに着く。

　テーブルには、プレースマットの上にもうひとり分の食事が用意されている。

「伊知弥の分？」

「うん。伊知弥君ずっと忙しくて、毎日十二時過ぎみたい」

　お椀わんを手渡して、陵河さんの向かい側に腰を下ろす。

「未来の社長だから、いろいろと大変なんだろう。いただきます」

　ナスのお味噌汁をひと口飲んで、サラダから食べ始める。

「前から疑問に思っていたんだけど、陵河さんは長男だから、本当ならば蓮水ホールディングスの社長の座に就いていたのでは？」

「長男だから社長職を継ぐなんて、今どきナンセンスだ。向き不向きがあるし、俺は小さい頃から飛行機に興味があって、今も空を飛ぶのが好きなんだ。父さんも伊知弥も理解してくれている」

「陵河さんなら、どの方面でも実力を発揮できると思うけど……」

　頬づえをついて、彼の食事を見守る。

「真衣は俺を買いかぶりすぎだな。ところで、ＡＡＮの選考スケジュールは？」

「あ、明後日の木曜日に筆記、翌日に一次面接なの。考えるとドキドキしてきちゃう」

　第一志望のＡＡＮは絶対に受かりたい。

「平常心でがんばれよ。充分準備をしてきただろう？　とりあえず明日ＪＡＷの試験を受けたら、おおよその雰囲気もわかって気分的に落ち着くはずだ」

「うん。そうなればいいな」

　陵河さんに言われると、言葉がすんなり胸に響く。

　陵河さんの食事が終わるまでその場にいて、自室に戻った。




　各航空会社の試験で緊張続きの六月が過ぎた。

　七月中旬、大手二社を含む計三社から内定をもらえた。第一志望のＡＡＮにも受かっており、内定の連絡がきたときは興奮で手が震えるほどだった。

　陵河さんをはじめ家族が喜んで、内定がもらえた日は母がいつもよりも豪勢な料理を作ってくれてみんなでお祝いをしてくれた。

　私はＡＡＮのＣＡとして、夢の第一歩を踏み出すことができたのだ。










六、内緒の関係




　三年後、七月――。

「皆様、今日もＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空をご利用いただきましてありがとうございました。皆様の次のご搭乗を乗務員一同、心よりお待ちしております」

　十七時四十分、機体は羽田空港の滑走路に振動を感じさせずに着陸した。

　機長である私の夫、陵河さんのいつもながらの安定感ある操縦を、私は心から愛慕している。

　ＡＡＮのＣＡとなった私は入社三年目の二十五歳。現在国際線のＣＡとして職務に従事している。

　陵河さんがＡＡＮにヘッドハンティングされ副操縦士として入社したのは三十歳のとき。三十二歳で機長になり、三十四歳の現在は誰もが憧れる有能なパイロットだ。

　結婚式は大学を卒業した三月に、家族や親しい友人をハワイに招いて行った。

　私と陵河さんの婚姻関係は、会社の上層部は把握しているが、同僚たちには同じフライトのクルーとして働く上で混乱などを招かないよう内緒にしている。

　以前は夫婦が同じフライトのクルーとして働くことはできなかった。しかし私が入社した頃に社内規定が改定されたので、同じフライトに臨むことも問題なくなったのだが、婚姻の事実は秘密にしようと陵河さんと相談して決めた。新人の私がほかのＣＡたちになじめるように。

　とはいえ、陵河さんから頼まれて私は既婚者だと社内で公表しているし、業務中も左手の薬指にマリッジリングをはめている。男性に声をかけられないようにということらしい。




　シンガポールから帰国した翌日の夕方、陵河さんの運転する車で松涛の実家へ向かった。

　今日は義父の六十四歳の誕生日で、後部座席には先ほど買った花束とプレゼントがいくつか積まれている。

「家へ行くのも二カ月ぶりだな」

「あっという間に日にちが経っちゃうね」

　真夏の太陽は夕方でもまだまぶしく、陵河さんはサングラスをかけている。操縦桿を握っているときもかけているそうだが、ＣＡはコックピットへはほとんど入らないのでこの姿はなかなか見られない。

　なので、ライトグレーのカジュアルめのスーツを着て、サングラスをかけている陵河さんは眼福でしかないのだ。

　私も義父の誕生日祝いにおしゃれをして、陵河さんからプレゼントされたベビーピンクのＡラインのワンピースを身に着けている。

　髪はほとんどの時間シニヨンでまとめているので、仕事以外はハーフアップかそのままふんわり肩に流している。

「伊知弥も早く戻ってくると言っていたが」

　土曜日ということもあって、伊知弥君は出かける用事があるらしいが、誕生日祝いをする頃には戻ってくると陵河さんは聞いているらしい。

　伊知弥君は三十歳になり、現在は蓮水ホールディングスの専務取締役に就任している。前はアイドル系の顔をしていたが、陵河さんのようにすっかり精悍な顔つきになった。

　絶対モテるはずなのに、現在恋人はいないらしい。

　でも、今日の出かける用事はデートではないかと推測している。

「恋人がいるなら連れてくればいいのにね」

「どうだろうな。伊知弥は秘密主義だから」

　前を見ながら陵河さんは口もとを緩ませる。

　もう車は家の近くを走っていた。




　私は花束を抱え、陵河さんが大きめのバッグとプレゼントやお土産のショッパーバッグを持って車を降りた。

「陵河さん、真衣、いらっしゃい。まあ！　大荷物になっちゃったわね」

　母が玄関で出迎えてくれる。

　今日はお酒を飲むから実家に泊まるため、その分の荷物もある。

「お母さん、久しぶり。お手伝いするから言ってね」

「咲子さん、こんにちは。父さんは？」

「書斎で電話中なの。すぐに来ると思うわ」

　スリッパを履いて陵河さんはリビングルームへ荷物を置いてから、泊まりのバッグを二階の自室へ置きに行く。私は母に続いてキッチンへ。

　キッチンの作業台には、まだテーブルに出していない料理がところ狭しと並べられている。

「夏休みだから忙しいんじゃないの？」

「うん。まあね。でも楽しいわ」

「もう三年目になったのね。赤ちゃんのことはまだ考えていないの？」

　母に尋ねられて心臓が跳ねる。

　最近ではフライトでバシネットを使う赤ちゃんや小さな子どもたちがかわいくて、母性本能がくすぐられていた。

　だが、まだまだ仕事をしたい気持ちの方が大きい。

「お母さん、念願のＣＡになってまだ三年目よ？　いずれは赤ちゃんも欲しいわ。でも今は……」

「はいはい。そうよね？　愛するご主人様と同じフライトで仕事ができているんだものね。ちょっと聞いてみただけよ」

　困惑している私に母は笑った。




　十八時過ぎに伊知弥君が帰宅し、義父の六十四歳の誕生日をシャンパンで乾杯する。

「父さん、これは俺と真衣から」

　陵河さんは封筒を父親に渡す。

「花やほかのプレゼントももらったのに。なんだろうな。ありがとう。真衣ちゃん、開けさせてもらうよ」

　私たちににこやかな笑顔でお礼を伝えた義父は封筒を開封する。

　中身はハワイ往復のファーストクラスを約束するペアのチケットだ。裕福な義父だから簡単にファーストクラスに乗って世界中飛んで行けるので、最高のプレゼントにはならないかもしれないと思いつつ、ふたりで考えた。

「おおっ。すごいプレゼントをありがとう。咲子さん、ハワイへファーストクラスで行けますよ」

　義父は目尻を下げて、斜め横に座る母にチケットを手渡す。ふたりはファーストクラスで何度も出かけているが、母も「まあ！　うれしいわ！」と喜んでくれている。

「ゆっくりしてきてね」

　私は仲がいいふたりに口もとを緩ませる。

　そんな様子に伊知弥君がため息を漏らす。

「はぁ～俺にはそんなプレゼントはできないけど、これは父さんが喜ぶかな。はい」

　伊知弥君が黒いファイルを父親の前へ置く。

「なんだ？　仕事か？」

　ファイルを開いて読み進めた義父はうれしそうにうなずいた。

「伊知弥、でかしたぞ」

「だろ？」

　父親に褒められて伊知弥君の表情が明るくなった。

「契約でも取ってきたのか？」

　尋ねる陵河さんに伊知弥君は「まあね」と答える。口を開いたのは上機嫌な義父だ。

「穀物を取り扱うアメリカの大手なんだが、二年ほど前に担当者が先方の社長を怒らせてしまってね。契約が棚上げになっていたところだ。伊知弥、よくやった！　しかも好条件じゃないか」

「伊知弥君、すごいわ！」

「伊知弥は交渉が得意だからな。契約おめでとう」

　陵河さんも弟を褒め、伊知弥君はまんざらでもない顔だ。

「久紀さん、素敵な日ね。もう一度乾杯しましょう」

　母がそれぞれのグラスにシャンパンを注ぎ、私たちは乾杯をした。




　お風呂から出てタオルで髪の毛を拭きながら、陵河さんの部屋に入る。

　私が使っていた部屋よりも彼の部屋の方が広く、泊まりに来る私たちのために以前使っていたセミダブルからキングサイズのベッドに替えてくれている。

　先にお風呂に入った陵河さんはベッドに横になり、英語の本を読んでいた。持ってきた本ではなく、部屋に置きっぱなしだった本だ。

　中学生の頃に読んでいたのが懐かしいらしい。

「まだ髪が濡れているじゃないか」

　本から私に視線を移した陵河さんは顔をしかめる。

「すぐ乾くから」

「乾かさないと、エアコンで風邪をひく」

　シャンパンとワインを飲んだからすでに眠くて、できればこのまま横になりたい。

「眠気には勝てないか。真衣の部屋からドライヤーを取ってくるから、ちょっと待ってろ」

　陵河さんは私のトロンした目に苦笑いを浮かべ、部屋を出ていった。

「ふぅ～」

　ベッドの端にポスンと腰を下ろして、のんびりタオルで髪の水滴を取る。

　陵河さんはドライヤーを手にすぐに戻り、私の髪の毛に熱風をあててくれる。

「陵河さん、ありがとう」

　気持ちがよくて、目を開けていようと思うのにまぶたが下りてくる。

「これでよし。いつも思うが真衣の髪は手触りがいい」

　ドライヤーをサイドテーブルに置いた陵河さんは、私を抱き上げベッドに横たわらせてくれた。

　そして高い鼻筋から続く鼻先を私の首筋にあてる。それがくすぐったくて、眠いのにクスクス笑ってしまう。

「も、だめ」

　つぶやく口にキスを落として、陵河さんは隣に寝転んだ。

「かわいい奥さん、おやすみ」

「おやすみ……なさい……」

　目を閉じてささやくと、陵河さんのククッという笑い声が聞こえた。




　数日後。

　ＡＡＮの事務所の廊下で前を歩く井上さんを目にして、小走りで駆け寄る。数分前にタクシーを降りたところだ。

　もちろん同じ乗務である陵河さんとは別行動。

　これから私たちはパリ・シャルルドゴール空港へ向けての乗務になる。

「井上さん、おはようございます」

　現在の時刻は八時を回ったところ。

「おはよう。戸森さん。ねえ、知ってた？　今日から新しい男性パーサーがクルーになるって」

「え？　いいえ。知りませんでした。新しい男性パーサーですか」

　ブリーフィングルームへ歩を進めながら、首をかしげる。

「ヘッドハンティングだって」

「そうですか、きっとできる人なんですね。あ、どうぞ」

　ブリーフィングルームのドアを開けて、井上さんを先に促す。

　部屋には顔見知りのＣＡが四人椅子に座って雑談しており、私たちを見るとしゃべるのをやめて挨拶をしてきた。そこにいる四人は私の一、二年先輩で、三年目の私はまだまだ下っ端だ。




　二十分後、陵河さんともうひとり壮年の柏かしわ原ばら機長、副操縦士が現れる頃にはクルー全員が集まり、ブリーフィングを始める。

　長距離のフライト時は、機長の資格を持つパイロットがふたりで乗務を行うことになっている。

　いつもと変わらない三人体制だが、驚いたのは副操縦士の証である三本の金のラインの制服を着ているのが女性だったこと。

　女性の副操縦士が入社したと噂うわさでは聞いていたが、同じフライトになったのは初めてだ。

　彼女はスラリとしたスタイルで髪の毛をうしろでひとつに結び、整った顔で誰が見ても綺麗だと思うであろう人だ。

「吉よし光みつ菊きく乃のです。乗客を安全に現地まで送り届けられるようサポートしてまいります」

　きびきびした声で挨拶をして、頭を下げた。

　そしてもうひとり、チーフパーサーの制服を身に着けた男性が自己紹介する。

　名前は秋あき元もと貴たか俊としさん、年齢は三十二歳。目鼻立ちの整ったいわゆるイケメンだけど、陵河さんの方が何十倍も素敵だ。

　ＣＡたちもチーフパーサーがかっこいいからといって浮き立った雰囲気はない。むしろ、陵河さんの隣に立つ吉光副操縦士が気になるようだ。

　機内でコックピットクルーはＣＡとブリーフィングをするので、紹介だけ済ませた陵河さんたちは端末が並んでいる隣の場所へ移動して、三人でそれを確認しながら話を始めた。

　秋元チーフパーサーが先導して、全員の健康状態や乗務必携品であるＩＤ、マニュアル類、パスポートといった持ち物を確認する。

　確認終了後は、機内へ移動してコックピットクルーとのブリーフィング。

　パリ・シャルルドゴール空港までの気象情報、速度や高度、ルートや飛行時間、安全に関する取り決め事項を柏原機長が話し、それが終わると私たちは機内サービスや非常用設備、その他細かいところの確認を分担してテキパキと行う。

　私は今回井上さんともうひとり、新人の宮みや城ぎせなさんとビジネスクラスを担当する。

　十一時四十分、陵河さんが操縦桿を握る旅客機は定刻通り、羽田空港を発った。

　上空で機体が安定し、飲み物や食事の提供が終わってしばらく経った頃、コックピットから連絡が入る。

「戸森です」

　コックピットから連絡が入ると、いつも陵河さんからかなと胸が高鳴る。

《お疲れ。コーヒーが欲しい》

　陵河さんだった。

「お疲れさまです。すぐにお持ちします」

　三個のカップをトレイにセットしてコーヒーを注ぐ。

　うーん……コックピットにいる陵河さんに会いたいけれど……。ここは……。

　ポットをもとに戻して、そばにいた新人の宮城さんを呼ぶ。

「コックピットにコーヒーを持っていったことはある？」

「はいっ。私が行きましょうか？」

「じゃあ、お願いします」

　トレイを宮城さんに手渡すと、ビジネスクラスのお客様に呼ばれたのですぐさま向かった。

　お客様の所望された水を渡して戻ると、宮城さんがトレイを棚にしまっていた。

「宮城さん、ありがとう」

「とんでもないですっ。蓮水機長の素敵な姿を見られましたから」

　わっ、彼女も陵河さんのファンなのね……。

「それじゃあ、先に休憩してください」

　そこで再びお客様から呼ばれ、私は座席に向かった。

　十二時間三十分後のフランス時間十七時十分に、パリ・シャルルドゴール空港の滑走路に旅客機は着陸した。

　いつものように静かな着陸なので、陵河さんが操縦桿を握っていたのではないかと思う。

　乗客を送り出して忘れ物チェックなどしていると、コックピットから三人が現れる。

　そしてコックピットクルーの後について、私たちＣＡも機内から出た。

　入国後、一行は待機しているバスに乗って滞在ホテルへ向かう。

　乗務を終えて少しリラックスしたクルーたちは、のんびりとバスに歩を進めている。宮城さんと並んで歩いていた私は、吉光副操縦士が陵河さんに小走りで近づいていくのを見つけた。

「蓮水機長！　お疲れさまでした！」

「お疲れ」

　陵河さんはそっけないがねぎらいの言葉をかけている。

「今日はとてもためになりました。今夜食事にお誘いしたいのですが」

　吉光副操縦士は周りの目を気にすることなく話していたが、ふたりがバスの中へ入っていってしまったので陵河さんの答えは聞けなかった。

　機長と副操縦士がふたりだけで食事をするところは、これまでよく見かけていた。けれど、今回の副操縦士は女性。それでも行くのかな……。

　陵河さんが誘われる場面を目にして胸が痛い。

　空港から市内のエッフェル塔近くにあるＡＡＮ系列のホテルまでは一時間ほど。

　バスに乗り込むのが最後だったので、前の方の座席に腰を下ろす。

　ゆっくりとバスが動きだした。

　ホッと息を吐いたとき、すぐうしろに座る先輩ＣＡが、通路を挟んだＣＡに陵河さんの話をしているのが聞こえてきた。

「席が空いているのに、吉光副操縦士ったら、蓮水機長の隣に座るなんて。それに誘い方があからさまよね」

　え……？

　ふたりはひそひそ声だったけれど、すぐ前にいる私の耳には充分に届く音量だったのでハッとなった。

　何気なく通路側に移ってうしろを振り返ってみて、彼女たちの言葉が合っていたことがわかり複雑な心境だ。

　陵河さんは一番うしろの席で腕を組んで目を閉じていた。高身長で体躯がいいので、比較的ゆったりとした一番うしろの席に彼は好んで座るのだ。

　最後尾は一段高くなっているので、端整な顔がよく見える。

　大きなバスなのでみんなはひとりで二席を使っているが、陵河さんからひとつ席を空けた隣に副操縦士の吉光さんが座っている。

　吉光副操縦士が陵河さんを狙ってる……？

　同じフライトになったのは初めてだから、たまたま座っただけかもしれない。

　でも、彼女の陵河さんを見る目は異性であることを意識しているような、そんな雰囲気を感じる。

「君は戸森さんだったよね？」

　当惑していると、ふいに通路を挟んだ向こうの側から男性の声がして、そちらへ顔を向ける。

　チーフパーサーの秋元さんだった。

「そうです。秋元チーフパーサー」

「クルーの中で唯一の既婚者なんですね？」

「はい」

　どうして聞くのだろうかと、こちらにも困惑する。

「既婚者から見てもやはり蓮水機長は魅力的なんでしょうか？」

「え？」

　陵河さんのことを話題に出されて、目を見開く。

「あ、はい。え、いいえ。そ、そうじゃなくて、人気がありますからやっぱり気になるじゃないですか」

　自分でもよくわからない支離滅裂な受け答えをして、苦笑いを浮かべる。

「まあ、気持ちはわかります。ところで、国際線のＣＡは留守がちになりますけど、ご主人は理解のある方なんですね」

「だと思います」

　私は陵河さんの顔を脳裏に浮かべてにっこり笑った。




　ホテルに到着して、ロビーの端でクルーたちが集まりデブリーフィングを済ませる。

　終了後、割りあてられた部屋へ入った。私は五階のスーペリアルームのツインの部屋をひとりで使用する。

　このホテルは街になじむ七階建ての石造りの外観で、エッフェル塔近くにありロケーションがいい。

　夕方のバス移動だったので道路が少し混んでおり、時計を見れば二十時を回っていた。

　シャワーを浴びてしわにならない素材のⅠラインのワンピースに着替え終わったとき、スマホが着信を知らせた。

　クリーム色のワンピースに合わせた同色のフラットなバレエシューズを履きながら、ベッドの上に置いたスマホを手にする。

　陵河さんだった。

　笑みを浮かべて、通話をタップする。

「陵河さん、お疲れさまです」

《こっちで夕食を食べよう》

　あれ……？　バスに乗る前に吉光副操縦士から誘われていたよね？　断ったんだ。

　うれしくてつい顔が緩んでくる。だけど――。

「これから井上さんたちとレストランで食事をするので、だめです」

　私だって、陵河さんと一緒にいる方がいいに決まっている。だが、それはできない。

《真衣の部屋からエッフェル塔は見えるか？》

「え？　ちょっと待ってくださいね」

　窓辺に歩を進めて外を見るが、エッフェル塔は望めなかった。

「見えないです」

《俺のところから見える。エッフェル塔を眺めるのは好きだっただろう？》

「もうっ、陵河さんったら誘わないでください。切りますよ」

　すげなくするのも毎回のことで、陵河さんもこのやり取りを楽しんでいるのだろうと思う。

　陵河さんの本気度はわからないが、電話から彼の《はぁ～》というため息が聞こえる。

　そのとき、陵河さんの部屋のチャイムが私の耳に届いた。

「陵河さん、誰か来たみたいです」

《そうらしい。じゃあ、食事楽しんで》

「はい」

　通話が切れたが、誰が陵河さんの部屋のチャイムを押したのかが気になった。

　そこで私の部屋のチャイムも鳴り、意識がドアに向かう。

　小さなバッグにスマホをしまい、ドアスコープから井上さんの姿を確認してから部屋を出た。

「井上さん、お疲れさまです」

　彼女もしわにならない素材のシンプルな水色のワンピースを着ている。

「お疲れさま。おなかが空いたわね。行きましょう」

　到着日はたいていＣＡ全員で食事をする。なので、陵河さんの誘いを受けるとしたら、体調不良やとても眠いことなどを理由にするしかないだろう。

　コックピットクルーはとくに一緒には行動せず、そのときの雰囲気や誘いで食事に参加する。

　ＣＡたちは蓮水機長に同席してほしいと思ってはいるが、人一倍神経を使う仕事なので、誘うに誘えないのが現状だ。今日のバスの中でのように〝来るなオーラ〟を醸し出していると、余計に誘えないみたいだ。しかも吉光副操縦士が陵河さんを誘ったのはみんなも聞いている。

　井上さんと一緒に、一階のフレンチレストランへ赴く。

　ここに泊まると毎回初日はここで食事をする。

　長いテーブルに九人が座った。今日は秋元チーフパーサーの歓迎会も含まれている。

　テーブルの中心に座るイケメンの秋元チーフパーサーに話しかけるＣＡたちは楽しそうだ。

　フランス料理を堪能していると、驚くことに陵河さんと柏原機長、吉光副操縦士が現れた。一同が立ち上がって挨拶をし、近くのテーブルに三人は着いた。

　一緒に食事をすることにしたんだ。

　私としては柏原機長が同席しているものの、吉光副操縦士が一緒なのが気になって仕方がない。

　ときどき吉光副操縦士の楽しそうな笑い声がこちらにまで届き、ＣＡたちも陵河さんの座るテーブルにチラチラと視線を向けている。

　さっきまで秋元チーフパーサーと楽しそうに話をしていたのに、食事中の雰囲気もシラケた感じになってしまい、約二時間後に各自レストランを離れた。

　ＣＡたちより三十分ほど遅くレストランを訪れた陵河さんたちは、まだ最後のデザートを食べているところだ。

　部屋に戻って、深いため息とともにポスンとベッドに腰を下ろす。

　女性の副操縦士か……。なんだか陵河さんに気があるように見えてしまう。

「陵河さんを信じているけれど、コックピットで何十時間も一緒だし……」

　独り言ちる。

「だめだめ。陵河さんは綺麗だからといって、ほかの女性に目をくれるような人じゃないんだから」

　フルフルと首を左右に振って自分に言い聞かせると、寝る支度を始めた。




　翌日、陵河さんと一緒に関係者に鉢合わせしない場所へ出かけられたらと思いながら井上さんと朝食を食べているところへ、宮城さんがやって来た。

「井上さん、戸森さん、おはようございます」

「おはよう。宮城さん。朝食はこれから？　どうぞ座って」

「はい。ありがとうございます」

　井上さんに声をかけられた宮城さんは、彼女の隣に着席する。

　ギャルソンがコーヒーをカップに注いで去っていく。

「あの、おふたりは今日ご予定ありますか？　パリは初めてで観光したいのですが、不安で……」

　宮城さんがシュンと顔を曇らせる。

「とくに予定はないわ。ね？」

　井上さんににっこりと同意を求められ、私は内心がっかりしつつうなずく。

　とっさに断る理由が見つからなかったのだ。

「よかった！　ありがとうございます」

　宮城さんは曇らせていた顔をほころばせた。

　十時にロビーで待ち合わせという約束をして、いったん部屋に戻る。

　スマホを出し、陵河さんに宮城さんたちと出かける旨を打ってメッセージを送った。

　すぐに【わかった。俺は部屋でふて寝する】と陵河さんから返信があった。

　ふて寝っ!?

　慌てて陵河さんに電話をかける。

《もしもし？》

「陵河さん、私と出かけようと思ってましたか……？」

《もちろん。美術館でも行こうかと》

「ごめんなさい。でも、いつも言っているようにメジャーなところでは誰かに見つかりかねませんよ」

　実際、私も一緒に出かけたいと思っていたけれど。

　すると、電話の向こうの陵河さんのため息が聞こえてくる。

《そろそろ公表しないか？》

「だ、だめです。ＣＡたちから絶大な人気を誇る陵河さんが私と結婚していたなんて知られたら……。同じフライトに乗るパイロットとＣＡが夫婦だという前例は今のところないし、気まずくなって業務に支障が出たなんてことになったら……」

　私の慌てた様子に、陵河さんが笑う。

《からかっただけだ。家に戻ったら覚悟しておけよ？》

「覚悟……？」

《そうだ。あんなことやこんなことをしてもらうからな》

　陵河さんの声が楽しそうだ。またからかわれている気がする。想像しただけで体が疼きを覚え、よぎった光景を脳裏から振り払う。

「も、もう切りますね」

《気をつけて行ってこいよ》

「はいっ」

　通話を切って、出かける準備を始めた。




　七月のパリはカラッとした気候で、晴れていても日本より過ごしやすい。

　宮城さんは初めてのパリということなので、有名な観光地を巡ることになり、ルーブル美術館や白亜の外観が美しいサクレクール寺院、エッフェル塔や凱旋門を見て、シャンゼリゼ通りのカフェで疲れた足を休ませた。

　中でもサクレクール寺院のあるモンマルトルの丘からパリの街が一望できたことを、宮城さんは喜んでいた。

　三人で写真をたくさん撮り、その中の数枚をこっそり陵河さんに送る。

　夕食はホテル近くのパリっ子に今人気があると言うビストロへ赴き、コース料理を堪能した。人気店なので、宮城さんと出かけることが決まった際に、井上さんが予約をしてくれたのだ。

「戸森さんは結婚されてどのくらい経つんですか？　ご主人はなにをされている方なんですか？」

　食後のデザートに選んだショコラアイスを口に入れているとき、突然宮城さんに尋ねられて危うくアイスが気管に入りそうになった。

「……二年です。主人は会社員です」

　パイロットだって航空会社の一社員だし、間違ってはいないだろう。聞かれたときはいつもそう答えている。

「わぁ、戸森さんお若いのに、結婚して二年が経っているなんて。ご主人はおいくつなんですか？」

　宮城さんは私の夫に興味があるようで、身を乗り出して聞いてくる。それを見た井上さんが苦笑いを浮かべる。

「宮城さん、いいじゃないの。理解のあるご主人でうらやましいわ」

　井上さんがたしなめて、話を終わらせてくれた。

「既婚者だからかなって思ったんです」

　意味のわからない言葉を発した宮城さんに、私と井上さんは首をかしげる。

「宮城さん、なにがなの？」

　井上さんが尋ねる。

「コックピットにコーヒーを持っていったんですが、蓮水機長に『戸森さんにお願いしたんだが？』って言われちゃったんです。だから、既婚者である戸森さんには頼みやすいし、話しやすいのかなと」

　陵河さんったら……そんなことを……。

「そういえば、そうかもしれないわ。独身ＣＡに人気があるから、戸森さんなら安心して頼めるんじゃないかしら」

「そうですよね！」

　宮城さんは納得した様子で、溶けかけているショコラアイスを口にした。

　翌朝、秋元チーフパーサーからホテルの電話にかかってきた。

《おはようございます。戸森さん、実は少し歩きたいのですが、ひとりではなんとも寂しいので、ご一緒していただけないかと思って電話をしたんです》

　今夜十九時のフライトでパリを発つ。夕方のホテル出発まで自由行動時間だ。

「私……ですか？」

《はい。戸森さんはご結婚されているので、ほかのＣＡを誘うより噂などが立たないだろうと思ったのですが。ご迷惑ですか？》

　上司に言われたら断れない。体調面を理由にした場合、今夜のフライトに乗務できなくなる場合もある。

「あ、あの。有名なパティスリーで買い物をしたいと思っていたので……」

　なかなかいい断り方だと思った。

《よろしければご一緒しますよ》

　しかし秋元チーフパーサーの言葉にガクッと肩が落ちる。

「で、でもお菓子の買い物ですから、つまらないかと……」

《いいえ。私も母に買いたいと思います》

　きっぱりした意思表明に、断りようがなくなって一緒に出かけることになった。

　通話を切ってから、秋元チーフパーサーとふたりきりだなんて陵河さんが怒るかもしれないと気づく。

　どうしよう……。

　井上さんはデパートで買い物をすると言っていた。仕方ない。

　昨日電話番号を交換した宮城さんに電話をかける。

《はい。宮城です》

「戸森です。これから秋元チーフパーサーとぶらぶら散歩をしてパティスリーへ行くんだけど、宮城さんもどうかなと」

《ありがとうございます！　昨日で少し自信がついたので、ホテル近辺を歩こうと思っていたところです。うれしいです。ご一緒させてください！》

　宮城さんが話にのってくれてホッとする。

《でも、どうして秋元チーフパーサーと？》

「やっぱり既婚者だから誘いやすいみたいで」

　考え方によっては〝不倫〟疑惑も出てきそうだけど。

《そうなんですね》

「廊下でばったり会って、誘ったことにしてね。あ、三十分後にエレベーターホールで待ってるわ」

《了解ですっ》

　通話を切って「ふぅ～」とため息を漏らす。

　慣れない裏工作に頭が痛くなってきた……。




　宮城さんを伴って、秋元チーフパーサーと待ち合わせをしたロビーへ向かう。

　秋元チーフパーサーはすでにソファに座って待っていた。紺色の半袖のシャツとロールアップしたサックスブルーのパンツ姿で、年齢より若く見える。私は到着時に着ていたクリーム色のワンピースだ。滞在中は二着で着まわしている。

　秋元チーフパーサーは私たちの姿を認めて、ソファから立ち上がる。

「申し訳ありません。お待たせしました。あの、途中で宮城さんに会ったので、誘いました。彼女、パリは初めてで」

　言い訳がましく伝えると、秋元チーフパーサーは口もとを緩ませる。

「かまいませんよ。三人で行きましょう」

「お邪魔して申し訳ありません。よろしくお願いいたします」

　宮城さんはにっこり笑って頭を下げる。彼女は小動物系の雰囲気があってかわいい。

　ホテルを出てセーヌ川沿いへ歩を進める。

「そういえば、先ほど蓮水機長と吉光副操縦士が一緒のところを見かけましたよ。蓮水機長は男の私から見ても最高の男性ですから、モテますね。才色兼備の吉光副操縦士とお似合いです」

　陵河さんと吉光副操縦士が……。

　当惑していると、宮城さんが口を開く。

「吉光副操縦士は制服を着ているときはビシッとしていてかっこいいですが、私服になると女らしい雰囲気になって、目を引く美人さんですよね」

「ええ。でも、私には高嶺の花で近寄りがたいですね」

　秋元チーフパーサーは同意してうなずく。

「蓮水機長はどんな女性が好みなんでしょうか？　仕事もできて、かっこよくて、蓮水機長ならより取り見取りですよね。ひと回り違う私でもうっとりしますから」

「ってことは、隙あらば蓮水機長を狙っているひとりかな？」

　宮城さんをからかう秋元チーフパーサーは楽しそうに声を出して笑う。

「狙っているといえば、そうかもしれません」

　宮城さんは秋元チーフパーサーと話が盛り上がっている様子で、彼女がいてよかった。そう思うも、話題はなんとも複雑な気持ちになるものなのだが。

「幸せな結婚をしている戸森さんにはまったくバカバカしい話でしたね。くだらない話ですみません」

　黙っている私に、秋元チーフパーサーがさらっと謝る。

「いいえ。私も絶大な人気のある蓮水機長の話は興味深いです」

　陵河さんがＣＡたちに目もくれないのはわかっているけれど、どんなふうに思われているのかは妻としてちくいち気になるので聞き耳を立てしまう。

　エッフェル塔とセーヌ川の間の岸に、エッフェル塔の回転木馬が見えてきて、宮城さんが「わぁ」と駆け寄る。

「秋元チーフパーサー、戸森さんっ、写真撮りませんか？」

　彼女がスマホを出し、回転木馬の背後にあるエッフェル塔を入れるようにして三人で写真を撮った。

「秋元チーフパーサー、イケメンですね」

　さすが大学を出たばかりの新卒採用だけあって、人懐っこい笑顔でそんな言葉も簡単に口に出せる。

「あはは。ありがとう」

　彼もまんざらではなさそうだ。

　写真を撮り終えた宮城さんは、エッフェル塔をいい角度で撮ってきますと言って離れていった。

「ああやって、写真を撮るのも最初のうちだけでしょう」

　宮城さんの方を見ながら、秋元チーフパーサーが微笑む。

「そんなことないですよ。女子って写真を撮りたがりますから」

「戸森さんもですか」

「はいっ、さっきの写真は宮城さんに送ってもらうつもりです」

　ふいに秋元チーフパーサーの視線が私の背後に移る。

「蓮水機長、お疲れさまです」

　陵河さんの名前にビクッと肩を跳ねさせ振り返ると、彼が私のうしろに立ったところだった。

　秋元チーフパーサーとふたりのときに現れるなんて。慌てて宮城さんを目で捜す。

「ふたりで散歩ですか？」

　誤解されたくなくて、陵河さんの言葉にすぐさま反応した。

「い、いえ！　ふたりじゃないです。宮城さんもいます。あ！　宮城さーん」

　こちらへ戻ってくる宮城さんに手を振った。

「わっ、蓮水機長！　おはようございます」

　陵河さんの姿に宮城さんはうれしそうに笑顔で頭を下げた。

「おはよう。お邪魔した。では失礼するよ」

　宮城さんに挨拶した後、陵河さんは早々に立ち去った。




　お昼前、目的のパティスリーでマドレーヌを買って部屋に戻った。

　陵河さんが現れるなんて、心臓が止まるかと思うくらいびっくりしたわ。別にうしろめたいことなんてしていないけど……。

　秋元チーフパーサーは陵河さんが吉光副操縦士と一緒にいたって言っていた。立ち話程度だったのかな。

　そこでバッグの中のスマホが振動していることに気づく。

　手にして見ると、井上さんだった。

「はい。戸森です」

《戸森さん、今どこにいる？　蓮水機長がホテルにいるＣＡをランチに誘ってくださったの》

　陵河さんが残っているＣＡを……。

「あ、部屋に戻ってきています」

《なら、来られるわね。二階の中国料理レストランよ。すぐに来てね》

　通話を切ってから陵河さんからメッセージが入っていたことに気づく。

【さっきは嫉妬した。そろそろ限界だ。食事の席を設けたから来てくれ。二階の中国料理レストランだ】

　私が乗務の日は出かけてもお昼前には戻ってくるのを陵河さんは知っているから、それを踏まえて計画したのかもしれない。

「吉光副操縦士の件はいらない心配だね」

　スマホをバッグに戻して部屋を出ると、エレベーターホールに向かった。




　二階の中国料理レストランでは円卓に陵河さん、吉光副操縦士、井上さんに宮城さん、ほかにふたりのＣＡが座っていた。秋元チーフパーサーはいなかった。

　陵河さんと目と目が合ったので、座っている彼に近づく。

「呼んでいただきありがとうございます」

　丁寧に頭を下げる。

　円卓なので、陵河さんの両隣にはＣＡと吉光副操縦士が座っている。空いているのは吉光副操縦士の隣だった。

「失礼します」

　彼女の隣に着座して、反対側の席の井上さんに「買い物できましたか？」と尋ねる。

「ええ。でも早く帰ってきてよかったわ」

　スタッフが料理を運んできて、円卓に並べ始める。

「柏原機長はいらっしゃらないんですね」

「娘さんから頼まれた物を買いに出ているらしいわ」

「いいパパさんですね」

　たしか娘さんは中学生だと聞いている。十五歳が頼むものって、なんだろう……？

　母が再婚してから、義父は海外出張のたびにお菓子をはじめ、年頃の女の子が喜びそうなありとあらゆるものをお土産に買ってきてくれていたのを思い出す。

「戸森さん」

　ふいに、吉光副操縦士を挟んだ向こうに座っている陵河さんが私を呼ぶ。

「は、はいっ」

　少しの間、物思いにふけっていた私は肩を跳ねさせて、陵河さんを見る。

「食べてますか？」

　すると、吉光副操縦士が前菜をお皿に手際よくよそって私の前に置いてくれる。

「あっ、ありがとうございます」

「あなたが戸森さんね。吉光です。よろしくお願いしますね。蓮水機長、どうぞ」

　別のお皿に海え老びの炒め物をサーブして、陵河さんの前に置く。

　こういった場面は頻繁に目にするが、吉光副操縦士だと胸のモヤモヤが大きい。

　その後、料理が出てくるたびに吉光副操縦士は陵河さんにサーブをした。彼の態度はそっけないが、まるで妻のような行動にいつも世話を焼くほかのＣＡたちもタジタジという感じがした。




「本日もＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空をご利用いただきまして誠にありがとうございました。皆様の次のご搭乗を乗務員一同、心よりお待ちしております」

　パリ・シャルルドゴール空港を十九時に経った旅客機は、五分遅れの同日十五時五十分に羽田空港に着陸した。

　私のアナウンスが終了し、乗客がガヤガヤし始め次々と座席を立って荷物を棚から下ろし、出口にやって来る。

「ありがとうございました。またのご搭乗お待ち申し上げております」

　にこやかに笑みを浮かべ、丁寧に頭を下げる。

　ほかのＣＡたちもドアやギャレー入口に立ち、お客様を見送っている。

　すべての乗客が去り、息つく間もなく収納棚や座席の下、シートポケットに忘れ物や不審物がないかをチェックする。

　チェックが終わって、ＣＡたちも機内を出た。

　入国手続き後、オフィスへ移動して一時間ほどのデブリーフィングを終えると長時間の乗務から解放された。

　時刻は十六時を回ったところだ。

「さてと、帰りましょう。戸森さん、お疲れさま。タクシーだったわよね？」

「はい。タクシーです。お疲れさまでした」

　肩が凝っているのか首を左右に動かした井上さんは「じゃあ、しあさってね」と言ってキャリーケースを引いて立ち去る。彼女はリムジンバスで最寄り駅まで帰るので、ここで別れることになる。

　私も周りにいたＣＡたちやオフィススタッフに頭を下げて廊下へ出た。

　陵河さんの姿は見あたらなかったので、先に帰宅したのだろう。

　念のためスマホをＣＡの使用する紺のショルダーバッグから出して、メッセージを確認する。

　陵河さんからメッセージが入っていた。

【すまない。コックピットクルーのデブリーフィングが長引いている。先に戻っていてほしい】

　スマホをしまい、いつものようにタクシー乗り場へ向かった。




　自宅に戻り制服を脱いで、セットアップのＴシャツと楽な綿のショートパンツに着替える。

「ふぅ～、これでリラックスできる」

　脱いだものは後で陵河さんの制服と一緒にクリーニングに出せるように、寝室の入口のところにあるチェストの上にざっと畳んで置いておく。

　キッチンに入ってお湯張りのスイッチを押し、棚からそうめんの袋を作業台に出す。

「暑いから、薬味でさっぱり食べようかな」

　ネギやミョウガ、シソなどを野菜室から手にして、包丁で切り薬味を作る。

　夕食の準備を終わらせた頃、陵河さんが帰宅した。

　キッチンから出て玄関に向かおうとしたが、スリッパを履いた陵河さんがリビングに姿を見せる。

「おかえりなさい。お疲れさまでした」

「ただいま。真衣もお疲れ」

　陵河さんは私の前まで進んで、ぎゅっと抱きしめる。

「その格好は俺を誘惑しているだろう？」

　パリでもらった〝覚悟しておけよ〟メッセージを思い出す。パリ滞在中、なんやかんやで陵河さんの姿をほとんど見られなかった。

「誘惑しちゃおうかな」

　にっこり笑みを浮かべ、彼の紺色のネクタイの結び目に指をかける。

　すると、思いがけず陵河さんが顔をしかめる。

「それは罪の意識からか？」

「え？　罪の意識……？」

　なにを言われているのかわからずキョトンとなり、ネクタイをはずそうとした手が止まる。

「秋元チーフパーサーと出かけたしな」

「あっ！　あれは少し歩きたいと言われて。私が既婚者だから誘いやすいって。でも、宮城さんもいたでしょう？」

　陵河さんの両手が私の頬を包み込んで口角を上げる。

「言ってみたかっただけだ」

「もうっ」

　頬を膨らませる私の唇に、陵河さんは唇を軽く重ねる。

「既婚者ということは公表しているが、それでもうかうかできないな」

　陵河さんは私の左手を持ち上げて、マリッジリングにキスを落とす。

「ふふっ、秋元チーフパーサーはただ単にひとりで散歩するのがつまらなかっただけで、独身ＣＡだと噂されかねないから私を誘っただけです」

「不倫の噂を立てられる可能性もあるから気をつけろよ」

「はい。今度もし誘われたら、ちゃんと話をして必ず誰か同行してもらいます」

　誓ったところで、容姿端麗の吉光副操縦士のことを思い出した。

「陵河さんだって、吉光副操縦士と一緒だったと……」

「彼女の件も安心しろ。ホテルのカフェで飲んだだけだ。頻繁に誘ってくるから、ふたりきりを避けてみんなを食事に招待しただろう？」

「……吉光副操縦士は陵河さんに気があるみたいに見えます」

　この際、いい機会なので思いきって言ってみる。

「実はこれから半年間、俺と組むことになった。彼女の教官業務も兼ねて。その話があったからすぐに帰ってこられなかったんだ」

「吉光副操縦士と半年間……」

　ＡＡＮの方針で機長とＣＡはほとんど変わらないローテーションだが、副操縦士は基本的に毎回変わる。それなのに、半年間も一緒に……。

　つい考え込んでしまった私の体が浮く。陵河さんがお姫様抱っこをしたのだ。

「俺は真衣しか見ていない。安心しろ」

　陵河さんの頭が下りてきて、甘く唇が塞がれた。

　バスルームの手前で下ろされた私は、彼の首にぶら下がるネクタイをスルッと抜き取り、制服のシャツのボタンに手をかける。

　制服がよく似合う体は、半身裸になると綺麗に筋肉がついていて、中世の彫刻を見るときみたいにうっとり見とれてしまうくらい美しい。

　私の服は陵河さんに脱がされ、一糸まとわない姿でバスルームへ連れていかれる。

　ぬるめのシャワーを体にかけられ、陵河さんが先にバスタブの中に身を沈めた。

「おいで」

　湯船に足を入れて、陵河さんの前に向かい合って腰を下ろそうとする。

「だめだ」

　クルッと回されて、陵河さんの体に私の背中がピッタリ合わさった。

「顔を見たいのに……」

「俺はこうして触れたい」

　うしろから抱きしめられ、肩に何度もキスを落とされながら、腹部に回されていた手が胸の膨らみを包み込む。

「っ、あん……」

　張りつめた膨らみをもみしだかれ、こらえていた声が漏れる。

　それだけで下腹部が早くも疼き始め、背後から耳たぶを舌で攻められて、体に力が入らなくなっていく。

　胸の頂を強弱つけながらいじっていた指先が敏感に疼く下腹部に移動し、そこをやんわりと攻め立てる。

「あ、もう……や……変に……な、ちゃう」

「そうなるには、まだ早い」

　全身が快感に襲われ、どうにかそれを鎮めてほしいと思っているのに、陵河さんは私をとろとろに乱れさせ、息が上がるまで翻弄していった。




　キングサイズのベッドの上で、まだ呼吸を荒くしている私の唇を食はむようにキスをした陵河さんは寝室を出ていき、ミネラルウォーターのペットボトルを持って戻ってきた。

　ペットボトルを渡してきた彼は「俺がやるから、もう少し休んでろよ。できたら呼ぶ」と言って再び出ていった。

　バスルームや寝室で愛され、時刻は二十二時になろうとしていた。

　おなかを空かせている私のために、陵河さんはそうめんをゆでてくれている。

　動かなきゃと思うのに、存分に愛された体、とくに腰が気だるくて動けない。

「陵河さんの体力は超人的ね」

　のろのろと体を起こして、ペットボトルから水をゴクゴク喉に流し込んだ。

　それからウォークインクローゼットへ行って、ルームウエアを身に着けたとき、陵河さんが私を呼ぶ声が聞こえた。

　リビングへ行くと、四人掛けのダイニングテーブルにふたり分のそうめんが用意されている。

「陵河さん、用意してくれてありがとう」

「奥様、どうぞ」

　微笑みを浮かべた彼は椅子を引き、私が腰を下ろすと対面の席に座る。

「いただきます」

　そうめんは喉越しがよくてさっぱりしていた。

　ふたりっきりで他愛もない会話をしながら食事をするのは最高の時間だ。










七、紆余曲折な人生




　二日間ゆっくり過ごした翌日の夜、定刻通り二十二時二十分にＡＡＮ８１１便はオーストラリア・シドニー国際空港へ向けて羽田空港を発った。

　機長は陵河さん、副操縦士は吉光さん、ＣＡはいつものメンバーだ。

　飛行時間は九時間三十五分。シドニー国際空港に到着するのは、翌日の八時五十五分の予定。

　機体が水平飛行に入ると、すぐに機内食を提供する仕事に集中する。遅い時間なので、食事を済ませたら就寝する乗客が多い。

　今回私はエコノミークラスを担当している。

　反対側の通路では宮城さんが、カートを押して飲み物と機内食を提供している。彼女はまだ新人なので先輩ＣＡがついている。

　一いち段だん落らくして機内は消灯し、ところどころ点灯している座席以外に座る乗客は眠りに就き始める。

　ブランケットはあらかじめ用意されているが、それでも寒さを感じる乗客に呼ばれて追加で渡しに行くこともしばしばある。

　シンと静まり返った機内に、突如赤ちゃんの泣き声が響く。

　私が担当するエリアで、静かにバシネットで眠っていたかわいい赤ちゃんだった。

　母親が通路で抱いてあやしているが泣き声はやまず、周りの乗客に申し訳なさそうに謝っている。

　静かに近づくと、気づいた母親が困り顔で頭を下げる。

「うるさくてすみません……」

「いいえ。赤ちゃん、薄暗くて怖いのかもしれないですね。どうぞこちらへいらしてください」

　母子をギャレーに案内する。ここは機内食を準備したり簡単な調理もできたりするキッチンだ。カーテンを開けて中へ進んでもらった。

　まだ赤ちゃんはぐずっていたが、明るさに目をパチクリさせている。

「狭いですが」

　ギャレーにいるとはいえ、眠っている乗客のために声を落として話す。

「ありがとうございます。助かります。泣きやんでくれなくて……」

　母親は私より年上のように見受けられる。

「飛行で気圧が急変するので、赤ちゃんにとっては不快なんだと思います。今、何カ月ですか？」

「六カ月です」

　私は乳幼児用のベビーフードの瓶を棚から出す。

　赤ちゃんににこっと笑いかけると、キョトンとなる。泣くのもおさまりホッとする。

「おなかは空いているでしょうか？　かぼちゃとさつまいもの離乳食はいかがですか？」

「あ……でも先ほど機内食でいただきましたから……」

「もし食べ足りなかったようでしたらもっとお出しできますよ。ミルクはいかがでしょう？　必要であればお湯も用意いたしますので、遠慮なくおっしゃってください」

「ありがとうございます。お湯をいただけますか？　でも、哺乳瓶が席の方に」

「お席までご一緒して哺乳瓶を預からせていただきます」

　女性は恐縮しながらも席に戻り、私に哺乳瓶を渡した。




　シドニー国際空港へ着陸する約一時間三十分前、機内に明かりがつき、ＣＡたちは軽食を提供して、その後着陸に備える。

「この飛行機は、ただいまからおよそ二十分でシドニー国際空港に着陸する予定でございます。ただいまの時刻は午前八時三十五分、天気は晴れ、気温は九度でございます」

　着陸に際し、井上さんのアナウンスが始まる。続けて、荷物の置き場所の確認や免税品の販売の終了などを説明したのち、英語でも同様の内容がアナウンスされる。

　ＣＡたちも着陸に備えて乗客のシートベルトを確認し、席に座る。シートベルトをして、辺りに注意を向けていると、飛行機の高度が下がっていくのがわかった。




　南半球に位置するオーストラリアは現在冬で、夏の制服に冬のジャケットを羽織っても寒い。

　ホテルへ向かうバスへ急いだが、それまでの移動は寒くて、足早に乗り込んだ。

　あれ？　陵河さんはまだ？

　いつものように一番うしろの席に姿が見えず、前を向いたとき、通路を挟んだ隣に陵河さんが座った。

　ポーカーフェイスで私に「お疲れさま」と言った陵河さんは、腕を組んで目を閉じる。

「お疲れさまです」と挨拶した私に、陵河さんは組んだ腕から親指を立てた。

　吉光副操縦士は一番うしろの席にいる。

　空港からホテルのあるシドニー市内までは三十分くらい。

　深夜十分くらい目を閉じていた時間があったものの、眠くて仕方ない。ちなみにシドニーは東京より一時間進んでいる。陵河さんも眠いんだと思う。

　ＡＡＮ系列のホテルに向かうまでつかの間の休息を取り、到着してすぐにデブリーフィングを行い解散となった。

　帰国のフライトは明日の二十一時。

　ＣＡたちがぞろぞろとエレベーターホールへ向かう。

「戸森さん」

　最後尾にいた私は背後から声をかけられた。振り返ると、吉光副操縦士が顔を緩ませて立っていた。

「吉光副操縦士、お疲れさまです」

「お疲れさまです。今夜一緒に夕食はいかがかしら？　実は高校のときこっちに留学していたの。シーフードを出すおいしいレストランがあるのよ。どう？」

　なぜ私を誘うのか一瞬困惑したが、誘いやすいのだろうと思い直す。

「シーフードは大好きなんです。ご一緒させてください」

「よかったわ。蓮水機長もお誘いしようと思っているんだけど、いいかしら？」

　え……？

「あ、はい。かまいません」

「ほかの人には内緒にしてね。大勢だとなかなかお話もできないでしょう？　十八時にロビーで待ち合わせしましょう。あ、来たわ」

　吉光副操縦士はにっこり笑って、やって来たエレベーターに乗り込んだ。




　八階の部屋に入り、キャリーケースをベッドの横で手を離し、そのままベッドに横たわる。

　着替えなきゃ……。

　眠くて仕方ないが、制服をしわくちゃにするわけにはいかない。

　体を起こしてキャリーケースを広げ、ルームウエアに着替える。制服をハンガーにかけてクローゼットにつるし、メイクを落とした。

　目覚まし時計を十五時にセットしてから枕に頭をつけると、なにかを考えるいとまもなく眠りに落ちた。

　けたたましく鳴る目覚まし時計の音で、跳ね起きる。

　ここがどこだか思い出して、ふぅ～と息を吐き出した。

　五時間眠れたのでスッキリしている。

　吉光副操縦士に誘われた夕食を思い出して、陵河さんの返事が気になった。

　まだ眠っていて起こしたら申し訳ないし……。

　持ち歩いている簡易スリッパに足を入れてベッドからバスルームへ行き、コックをひねる。

　ゆっくりバスタイムを過ごし、バスローブを着て出たところでスマホを確認してみると、陵河さんからメッセージが入っていた。

　陵河さんも参加するとあった。【もちろん真衣が行くと聞いたからだ】と。

　圧縮袋に入れていたブラウンのニットワンピースと、同色の厚手のタイツを身に着ける。

　メイクを終わらせても十七時を回ったばかりで、暇つぶしにテレビをつけ、コーヒーを入れて待ち合わせの時間まで過ごした。

　井上さんからも夕食の誘いがあって、内緒なのが心苦しいが用事があると言って断った。

　約束の十分前になり、ピンクグレージュの軽くて薄いダウンジャケットを羽織り、バッグを持ってロビーへ下りる。

　ソファが空いていたが座らずに待っていると、吉光副操縦士が現れ、数メートルうしろに陵河さんの姿があった。

　吉光副操縦士に頭を下げ、うしろにいる陵河さんにもお辞儀をするのを見て、彼女は初めてうしろに彼がいたことを知ったようだ。エレベーターが違ったのだろう。

　振り返って陵河さんを見る彼女は、うれしそうに顔をほころばせている。

　陵河さんはお尻までの黒のコートを羽織り、チャコールグレーのスラックス姿。コートの下も黒のニットを着ているはず。

「お疲れさまです。さっそくタクシーで向かいましょう」

　吉光副操縦士は私たちをエントランスの方へ促し、待っていたタクシーに近づく。

　後部座席に私、吉光副操縦士、陵河さんと並んで座る。その並びは不本意だけど、仕方がない。

　吉光副操縦士が流暢な英語で行き先を告げ、タクシーは走り出した。

　十分ほどで海の近くのレストラン前に止まった。

　私の方向感覚から行くと、オペラハウスに近い場所のような気がする。

　人気があるレストランのようで、平日だがテーブルはだいたい埋まっていた。店内はおしゃれな海の小物などがベースに飾られている。

　私たちは店員の案内で窓側の四人掛けのテーブルに着席した。

　メニューを決めた後、先に運ばれてきたソフトドリンクで「お疲れさま」と乾杯する。

　吉光副操縦士は陵河さんを誘ったものの、上司なのであまり踏み込んだ話をしないようにしているのか、あたり障りのない会話をしている。

　オーダーしたサラダを食べている私に向かって、吉光副操縦士が口を開く。

「戸森さんの旦那様ってどんな方なの？」

　ふいに尋ねられて、心臓がドキッと跳ねる。

「とても素敵な人です」

　陵河さんの前で彼のことを評するのは恥ずかしいので、ごく簡単に話す。

「蓮水機長よりも？」

　吉光副操縦士はちらりと彼を見る。

「え？　そ、それは好みで……」

「吉光さん、彼女が困っている。まあ聞いてみたいところではあるが」

　陵河さんが助け舟を出してくれたが、楽しんでいるみたいだ。

　そこへ料理が運ばれてきた。

　おいしそうなロブスターやカニ、ムール貝などの調理したものが並べられる。体調が悪くならないように、生ものを避けてのオーダーだ。

「君の好きなカニだ」

　陵河さんがカニの足を私のお皿に置いてくれる。

「あ、ありがとうございます」

「蓮水機長は戸森さんの好きなものをご存じなんですね」

　吉光副操縦士に指摘されて、私はギョッとして視線を泳がせる。泳がせた先には陵河さんがいる。

　陵河さんは口もとを緩ませる。

「彼女とは長いんでね」

「は、蓮水機長の記憶力のよさに驚きました。きっとほかのクルーの好みも覚えているんじゃないですか？」

　私は苦笑いを浮かべた。

「私も蓮水機長を見習いたいと思います」

　納得した様子の吉光副操縦士に、私は安堵する。

　それから話題は吉光副操縦士がシドニーに留学していた頃のことへと移っていき、聞きながら私は自分の留学時代を思い出していた。

　あの留学があったから、こうして陵河さんと幸せな結婚ができたのだ。

　しかし三人で食事をしていると、私たちが夫婦であることを内緒にしているのがうしろめたく感じられてくる。

　何度もそんな気持ちに駆られてはいるが、吉光副操縦士の陵河さんへの好意がありありとわかるので、胸がチクッとした痛みを覚える。

　食事に誘ったのは吉光副操縦士だけれど、陵河さんが支払いをして、拾ったタクシーでホテルへ戻った。




　翌朝、井上さんと宮城さんの三人で一階のレストランで朝食を食べた。

「戸森さんはこの後どうしますか？」

　コーヒーをひと口飲んでから宮城さんが尋ねる。

　今夜二十一時にシドニーを発つ。夕方までは自由行動だが、外はあいにくの雨だ。

「う～ん……今回は部屋でおとなしくしています」

「それがいいわね。私もだらだらするわ」

　井上さんが私に賛同してうなずいた。

　食事後、ふたりとエレベーターに乗って同じ階で降りて各自部屋に戻った。

　ベッドに横になると、ぬくぬくして眠くなってくる。

「この時間に眠るのって贅沢っ」

　今夜もそれほど休めないかもしれないと、自分を甘やかすために目を閉じた。

　だが朝ということもあってぐっすり眠ることもなく、一時間後目を覚ました。

　まだ十時か……。たしかこのホテルにはアジアンスパがあったはず。予約できるかしら。

　デスクの引き出しに入っているホテル案内の分厚いファイルを取り出したとき、スマホが鳴った。

　ファイルから離れてベッドの上に置いていたスマホを見ると、陵河さんからの着信だった。

「もしもし、陵河さん」

《真衣、部屋か？》

「そうです。雨が降っているから出かけるのもと……」

《そうだろうと思った。今気づいたんだが、制服のボタンがはずれそうなんだ。つけてくれないか？》

　機長の制服のボタンがはずれているなんて絶対だめだ。私がちゃんとチェックしなかったせいだ。

「これから行きます」

　緊急事態だ。陵河さんの部屋に入るところを誰にも見られないようにしなければ。

《ルームナンバーは９２１だ》

「わかりました」

　通話を切って、仕事用のショルダーバッグから携帯の裁縫道具を出し、それを持って部屋を出た。

　エレベーターで上の階へ足を運び、辺りを見回す。

　廊下には誰もおらず、ドキドキしている胸をなで下ろして陵河さんの部屋へと急いだ。

　チャイムを鳴らすとすぐにドアが開き、飛び込むようにして室内へ入る。

「あー、もう嫌な汗が出ました」

　息を吐いている私に陵河さんは苦笑いを浮かべる。

「おわびにコーヒーを入れるよ」

　陵河さんの部屋はスーペリアツインの私の部屋よりもランクが上のようで、キングサイズのベッドがあって広い室内だった。

　そのベッドの上に制服のジャケットが広げられている。

　制服を抱え、ソファへ移動してボタンをつけ始めた。

　陵河さんは約束した通り、カウンターでコーヒーを入れてくれている。

　ボタンをつけ終わり、ほかのものもしっかりついているかを確認した。

「ごめんなさい。私が気づくべきだったのに」

　クリーニングに出して戻ったら、これからはちゃんと確認しよう。

　ソファから立ち、ジャケットをハンガーにかけているとき、部屋のチャイムが鳴った。その音にビクッと肩が跳ねる。

　反射的に私はバスルームの方へ移動して身をひそめた。

　陵河さんがさっそうとした足取りでドアへ向かう。

「吉光さん、どうしたんだ？」

　ドアを開けた音がして、彼の声が私のところまで届く。

「私がお誘いしたのに昨晩はごちそうになってしまって」

「上司なんだから当然だ」

「い、いえ、そういうわけには。私の分だけでも払います」

　会話が聞こえてきて、吉光副操縦士の上ずった声から彼への好意的な気持ちが感じられて、胸が苦しくなった。

「いや、これはいただけない。じゃあ」

　陵河さんが話を切り上げようとしている。

「コーヒーを飲んでいたんですか？」

「ああ。これから電話がかかってくるんだ。失礼するよ」

　コーヒーの話を振ったのは、一緒に飲まないかと誘ってほしかったんだろうか。

　それとも、ほかに誰かいると疑っている……？　まさか私が部屋に入るところを見られていたの？　いやそんなはずはない、ちゃんと見回したもの、大丈夫。

　陵河さんのそっけない言葉の後、ドアが閉まった音がした。

　吉光副操縦士に同情し、けれど私の夫を好きだなんて思ったら腹も立つ。しかし公表していないのは自分たちの意思だ。

　複雑な気持ちでその場に突っ立ったままでいると、陵河さんが私のところへやって来た。その表情は苦々しい。

「わ、わかっています」

「なにがわかっているんだ？」

　陵河さんは両手を壁に置き、体をかがめ美々しい顔を近づけてジッと見つめてくる。

「だ、だめです。顔を近づけないで」

「話を逸らすな」

「……つ、妻としては複雑だけど、吉光副操縦士がどんなに美しくても惹かれないって、信じています」

　陵河さんは私を信じていないの？

　数秒後、困惑している私を見つめる目がやわらかくなり、口もとが緩む。

「よくできた奥さんだ」

　ふいうちで唇が軽く重なった。

「陵河さんっ、だめ！」

　しゃがんで陵河さんの包囲網から抜け出す。

「キスしたらだめですよ」

「そんなこと誰が決めた？」

　クックッと笑いながら、彼は私を抱きしめる。

「私です。今までも気をつけていたじゃないですか」

「悪かった」

　頬を膨らませる私の頭に大きな手のひらをのせて謝る。

「コーヒーを飲もう。今すぐに部屋から出ない方がいい」

「え……？」

「彼女が室内に意識を向けていた気がしたんだ。細心の注意を払って真衣はここに来たと思うが」

　見られては……いないはず。陵河さんの気のせいよ。やはりただ単に、吉光副操縦士はふたりでコーヒーを飲みたいと思ったのではないだろうか。

「モテる旦那様を持つ妻はつらいですね」

　気を取り直して茶化す私に、陵河さんは肩をすくめてカウンターへ向かった。

　ラグジュアリーなソファに座り、彼が入れてくれた少し冷めたコーヒーを飲む。

「フライト時間までには雨はやむみたいですね」

「ああ。天候によって遅延もあるからな。乗客としては定刻通りに出発したいだろう」

　窓を見れば、強い雨がガラスを打ちつけていた。




　二十一時のフライトに合わせ、空港のブリーフィングルームで確認事項を終わらせ、機内へ搭乗する。

　旅客搭乗前の機内点検、ギャレー内の物品や機内食の確認の途中でコックピットクルーが現れた。天候や高度、諸注意などを陵河さんはＣＡたちに伝える。

　雨は天気予報通り、一時間前にやんでいた。滑走路は雨で濡れていて、誘導灯が幻想的な雰囲気を醸し出している。

　雨雲はまだ近くにあり、離陸した直後に飛行機はその中を通るので、シートベルト着用サインはしばらくついていることになりそうだ。

　機内食は状況を見ての提供と、秋元チーフパーサーが口にする。

「今日もよろしく」と言い、陵河さんが前方へ向かう。続いて吉光副操縦士も歩き出しかけたが、立ち止まり振り返る。

　数人いるＣＡの中から、吉光副操縦士は私を見た。

「戸森さん、搭乗口の床が濡れているわ。乗客が足をすべらせたら大変よ。すぐに拭いて」

「かしこまりました」

「誰でも気づくことよ？　たるんでいるんじゃないの？」

　急に辛らつな言葉を投げかけられて、周りのＣＡたちも驚きを隠せない。

「申し訳ありません。すぐに拭きます」

　吉光副操縦士は大きなため息をつき、コックピットへ向かった。

　昨晩はニコニコと優しく接してくれていたのに、今日の吉光副操縦士の態度は解せない。

「吉光副操縦士、どうしちゃったのかしら」

　隣にいた井上さんが不思議そうだ。

「きっとイライラしていたんですね」

　井上さんの問いかけに答えたのは宮城さんで、私は嫌な予感に襲われて言葉が出てこなかった。

「……拭いてきます」

「戸森さん、私がやります」

「大丈夫よ。私が拭いてくるから」

　宮城さんに小さく微笑み、乾いた雑巾を持って搭乗口の床の濡れた部分を丁寧に拭く。そこへ秋元チーフパーサーがやって来た。

「お疲れさまです。戸森さん。私が気づかなかったばかりに、戸森さんに嫌な思いをさせてしまいましたね。すみません」

「いいえ。私が気づくべきでした」

　実のところ帰りの便も私はエコノミークラスを受け持っているので、担当しているのは機体後方部分の点検だ。つまりここの担当者は別にいる。でも今はこれから乗客を迎えるので長々と話している場合ではないから、帰国後のデブリーフィングで注意点を話せばいいだろう。

　秋元チーフパーサーが搭乗口にいるグランドスタッフの連絡を受け、ＣＡに乗客の搭乗が始まることを知らせた。




　飛行機は日本時間の早朝五時四十分に羽田空港に到着した。

　デブリーフィングを終え、帰宅したのは八時を回った頃だった。

　コンシェルジュから引き取ったクリーニング済みの制服をクローゼットにかけて、冷蔵庫からボトルのアイスコーヒーと牛乳を出し、グラスに注いで一気飲みをする。

　飲み終えて「ふぅ～」と吐息が漏れた。

　業務から解放されてもずっと考えているのは、吉光副操縦士のことだ。

　デブリーフィングのときも、彼女の視線が痛かった。

「やっぱり陵河さんの部屋に入ったところを見られてしまったのかもしれない……」

　もしそうだとしたら……。

　吉光副操縦士が今後どう出るのかまったく想像できない。

　ぷるぷると頭を左右に振って、シャワーを浴びにバスルームへ歩を進める。

　陵河さんは午前中会議があって、午後の戻りになる。

　シャワーでさっぱりしてから、二時間ほど眠ることにした。




　眠っていた体が引き寄せられる感覚に、重いまぶたを開ける。目に飛び込んできたのは陵河さんの端整な顔だ。

「おかえりなさい。今何時……？」

　彼からボディーソープの香りが漂ってくる。

「十三時だ」

「え？　そんなに寝ちゃっていたなんて。起きてスーパーへ――」

　やんわりと唇を食むようにして塞がれる。

「夕食は食べに行けばいい。俺が隣に来てもなかなか起きなかったんだから、まだ寝足りないだろう？　一緒に寝よう」

　陵河さんの腕が腰に回り、彼の胸に抱き込まれる。

　正直に言えばまだ眠い。

　男らしい爽やかな香りに包まれて、もう一度目を閉じた。




　翌々日は十時二十分発の香ホン港コン便のフライトで、早朝七時にオフィスへ入った。

　この休日の間、吉光副操縦士の話を陵河さんにしようかと悩んだが、まだなにもはっきりしたことはないので黙っていた。

　でも、もしも吉光副操縦士が私と陵河さんの関係を疑っているとしたら、私たちを観察しているはず。気をつけなきゃ。

　搭乗前のコックピットクルーとのブリーフィングでは、吉光副操縦士が機長の代わりに諸事項を話す。機長の陵河さんは彼女の話を聞いている。機長の代わりとしてブリーフィングの進行役を務めているので、話すことに漏れがないようにするだけで精いっぱいといった様子で、私の方に注意が向けられることはなかった。

　香港国際空港到着は十四時五分。四時間四十五分のフライトは短く、一つひとつの作業にかけられる時間も短くなるので忙しい。

　陵河さんが操縦桿を握る旅客機は、定刻より十分早く香港国際空港へ着陸した。

　滞在ホテルは九カオ龍ルーン半島にあり対岸の香港島を眺められるロケーションで、一泊だけだが今回は夜景が見られる部屋だ。

　香港は食べ物がおいしいので、ＣＡたちは思い思いに外に出て夕食を取る。

　私は井上さんと宮城さん、秋元チーフパーサーと一緒に、安くておいしい香港点心専門店へ赴いた。

　陵河さんは吉光副操縦士と夕食を食べるのだろうかと気になったが、気にしても仕方ない。当分、行動や視線には気をつけなければ。

　帰りは観光客や地元の人々でにぎわっている女ノイ人ヤン街ガイ付近を散策して、タクシーで戻った。

　明日のフライトは八時五十五分出発なので、夜更かしはできない。

「お疲れさまでした」

　ロビーでみんなと解散して、部屋へ向かった。




　バスタブに浸かってジャスミンの香りのするバブルバスで疲れを癒す。

　スマホから音楽を流しのんびりしていると、陵河さんからの着信が鳴った。しかもテレビ電話の着信だ。

　指をバスタブの縁に置いたタオルで拭いて、通話をタップする。

「陵河さん、お疲れさまです」

《お疲れ。バスタイムか》

　画面にはデコルテから上しか映っていないが、泡が肩についているのですぐにわかったみたいだ。

「はい。陵河さん、お夕食は？」

《ジムで体を動かしてから、ルームサービスで済ませた》

　陵河さんの見事な体は、忙しくても欠かすことのないストイックな運動で保たれているのだ。

《目の毒だな。こうして眺めていると、真衣を抱きたくなる》

「もうっ、昨日もそう言って……」

　昨晩も私を翻弄し、睡眠が二時間削られたのだ。

《それは仕方がないだろう？　愛が成せるわざだ。湯が冷めて風邪をひくといけないな。おやすみ》

「おやすみなさい」

　電話が切れた。

　陵河さんの言う通り湯はぬるくなってきていたので、栓を抜いて立ち上がり泡をシャワーで洗い流した。

　タオルを体に巻いて部屋に戻ると、窓からの美しい夜景が目を楽しませてくれる。

　部屋着を着てから髪の毛を乾かし、炭酸水のペットボトルを持ってベッドに座る。柔軟体操をしようと思ったとき、ベッドサイドにあるホテルの電話が鳴った。

　明日のフライトの件の申し送り事項かもしれない。

　ツインベッドの間にある電話の受話器を手にする。

「Hello?」

《戸森さん？　吉光よ》

　吉光副操縦士の声にドキッと心臓が跳ねる。

「はい。戸森です。お疲れさまです」

　平静を装って挨拶をする。内心ではなぜかけてきたのだろうかと、嫌な汗が出てきている。

《忠告しておくわ。あなたの不倫がバレて困るのは蓮水機長よ。蓮水機長を巻き込まないで》

「ええっ？　ふ、不倫？」

　思いもよらない〝不倫〟という言葉が飛び出して耳を疑う。

　でも、そうだ。私たちが夫婦だと知らないから、彼女から見たら〝不倫〟としか思えないのだ。

「どうしてそんなふうに思うのでしょうか？」

　心臓が痛いくらい暴れているが、急に攻撃的になった真意が知りたかった。

《シドニーのホテルで蓮水機長の部屋へ入ったでしょう？　うしろ姿を少し見ただけだけどあなただとすぐにわかったわ》

　細心の注意を払ったのに、やっぱり見られていた……。

《前日に食事をしたときにもふたりの間にはただならぬものを感じたの。蓮水機長もたくさんいるＣＡの中でもあなたに対してだけは態度が違う気がするわ》

　そんなところにまで気づいてしまった吉光副操縦士に言葉を失う。

《不倫相手を見つけるのなら、別の人にして。蓮水機長を巻き込まないで》

「ふ、不倫なんてしていません。あの日はジャケットのボタンをつけにお部屋へ行っただけです」

《しらじらしい嘘はいいわ。噂を流されたくなかったら、別のチームへ異動願を出しなさい》

「嘘じゃないです。蓮水機長と不倫をしようなんて考えていません。吉光副操縦士の勝手な思い込みです」

　そうは言いながらも、彼女を納得させるのは無理だと思った。

《私は蓮水機長を巻き込みたくないの。そうね……秋元チーフパーサーの部屋に入り浸っている。で、どうかしら？》

「秋元チーフパーサーは関係ないです！」

《あら、既婚者で誘いやすいからと、秋元チーフパーサーとよく出かけているじゃない》

「ほかのクルーもいますから」

《とにかく、あなたから蓮水機長を守るためならなんでもやるわよ。すぐに異動は無理でしょうから、二カ月の猶予をあげるわ》

　電話は唐突に切れた。

　ひどい……。吉光副操縦士は完全に陵河さんを好きになっている。私を排除するためなら秋元チーフパーサーも巻き込むこともいとわないようだ。

　受話器を置き、力なくベッドに横たわる。

　今は憤るよりも、解決策を考えなければ。

　関係のない秋元チーフパーサーを巻き込むわけにはいかない。たとえ事実無根だとしても、一度噂を流されればまたたく間に広がるだろう。




　うつらうつらしたもののぐっすり眠れないまま四時になってしまい、起きて仕事の支度にかかった。五時にホテルを出て香港国際空港へ向かう。

　バスに乗り込み、空港到着まで約一時間ほどの移動時間を睡眠にあてる。

　吉光副操縦士は先にバスに乗り込んでいて、チラッと顔を見ただけだ。陵河さんは最後尾に座って腕を組んで目を閉じている。彼女は陵河さんの隣に座っていた。

　行動があからさますぎて、ため息が漏れる。

　ＣＡたちの間でも彼女の陵河さんへの好意はすでに知られていて、反感を買っているらしいという話も耳にしている。




　八時五十五分、旅客機は定刻通り香港国際空港を離陸した。

　天候はよく、このぶんだとそれほど揺れることもなく羽田空港に到着するだろう。

　羽田空港到着予定時間は、十三時四十五分。

　今日の担当もエコノミークラスで、宮城さんと井上さんが一緒だ。

　反対側の通路では井上さんがテキパキと飲み物の種類や必要か否かを乗客に尋ねながら食事を提供していて、私は宮城さんと組み、カートの前に立って彼女を補佐している。

　夏休みなので日本人の家族連れが目立つ。

　乗客の食事が終わるタイミングを計ってトレイを回収し、その間交代で私たちも食事をとる。

　どうしたらいいんだろう……。私が異動したところで事が収まるとは思えない。この件を陵河さんに話したら、夫婦であることを公表しようと言われるに決まっている。もしそうなれば、腹を立てた吉光副操縦士は私が秋元チーフパーサーと不倫しているなどとあらぬ噂を流すかもしれない。陵河さんにも迷惑がかかるだろう。

　その後、免税品の機内販売を終え、ギャレーで片づけていたところへ座席からの呼び出しがあったので向かう。

　窓側の席三列の端の若い女性が通路に出て、ハンカチで服にかかったコーヒーを拭いていた。

「お客様、やけどはされていませんか？」

「はい。大丈夫です。すみません……こぼしてしまって……」

「すぐにおしぼりをお持ちします」

　足早にギャレーに戻り、おしぼりを多めに持って戻る。

　拭くのを手伝っていると、若い女性の隣の席に座る同年代くらいの男性が「ほんと、どんくさいんだよな」と、ぞんざいな口調で言う。

　機内食を提供しているときふたりは親しげに話をしていたので、知り合いかカップルに見えていた。だが今の物言いはカップルのものとは思えない。知り合いだとしても、手伝うとか、心配そうにするとかすべきではないか。

「綺麗なＣＡさんに迷惑がかかっているじゃないか」

「本当に、すみません」

「私どもはかまいませんので、着陸までに乾くといいのですが」

　花柄の水色のワンピースには、クリーニングに出してももとに戻るかわからないほどの大きな染みができている。

　テーブルを拭いているところに、後方から宮城さんがタイミングよくやって来たので呼び止める。

「宮城さん、雑巾をお願いできますか？」

「はい。すぐに」

　宮城さんが持ってきた雑巾で床を拭いていると、後方から男性の怒号が聞こえてきた。

　そちらの方を見ると、通路に宮城さんが立っている。

「なにやってんだよ。俺は水を持ってきてくれてって言ったのに、いつまで待たせるんだ！　薬を飲まなきゃならないんだよ！」

「申し訳ありません」

　宮城さんが謝っている。

　私は若い女性に断って後方へ向かい、宮城さんの隣に立ち、怒りをあらわにしている男性に頭を下げる。

「不快な思いをさせてしまい申し訳ありません」

　テーブルを見れば、水の入ったカップがある。宮城さんが持ってきたところなのだろう。

　私が雑巾を頼んだせいで待たせてしまったんだ……。

「姉ちゃんに謝られてもな。偉い人を呼んでこいよ」

　そこへ秋元チーフパーサーが現れた。状況を聞きつけて来たようだ。

「私がＣＡを統括していますチーフパーサーの秋元です」

　憤慨している男性に挨拶をし、ここに三人がいるのは乗務に差し支えるので配置に戻るようにと秋元チーフパーサーは指示をする。

　私と宮城さんは男性にもう一度頭を下げてその場を離れた。

　ギャレーに戻る途中、先ほどの女性の足もとにある雑巾を回収する。

　若い女性が困惑した様子で「あの、すみませんでした」と口にした。

「とんでもないです。代わりのコーヒーをお持ちしましょうか？」

「いいえ、いらないです」

　コーヒーが入っていた空のカップを受け取り、その場を離れた。

　ギャレーに入りカーテンを引く。

「宮城さん、ごめんなさい」

　プライベートなことに気を取られて、宮城さんの動きまで把握できていなかった。

「いいえ。それほどお待たせしていませんし。虫の居所が悪かったんですね」

　そこへ秋元チーフパーサーがやって来たので私たちは揃って謝り、宮城さんがそのときの状況を説明する。

「機嫌は戻していただけました。こんなのはよくあることです。ですが、報告書は書いてもらいますよ」

「私が雑巾を頼んだせいなので、私が報告書を書きます」

　宮城さんに指示をする秋元チーフパーサーに願い出た。

「それならふたりで書いてください」

　秋元チーフパーサーはそう指示して、ギャレーから出ていった。




「皆様、今日もＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空をご利用いただきましてありがとうございました。皆様の次のご搭乗を乗務員一同、心よりお待ちしております」

　すべての乗客が機内を出てから、いつものように作業に入って終了後、私たちは入国手続きを済ませてオフィスへ戻る。

　デブリーフィングでコーヒーがかかった女性の件と、水が遅いと憤っていた男性の件を秋元チーフパーサーが報告する。

「私の責任です。雑巾を頼まなければ、宮城さんがお客様に叱責を受けることはありませんでした。申し訳ありませんでした」

「戸森さん、その場の状況をもう少し確認するように」

　陵河さんにクルーの前で忠告され、「はい。肝に銘じます」と答える。

　デブリーフィング終了後、私と宮城さんは報告書を書く。

　そこへ井上さんがやって来た。

「災難だったわね。あの男性、担当が変わった後もＣＡを呼んでいたわ。クレームをつけたくて仕方がないって感じで」

　宮城さんが「はぁ～」とため息をつく。

「本当はこっちが怒りたかったんです。水を頼まれて立ち去るとき、お尻を触られたんです。でも偶然に手があたっただけかもしれないので振り返らずに通路を歩いているときに、戸森さんに雑巾を頼まれて。コーヒーのお客様はギャレーから近かったし、雑巾を渡してすぐに水をお持ちしたんですよ？」

「それじゃあ、ほとんど時間はかかってなかったんじゃない。さっき話せばよかったのに」

　井上さんが同情の目を向けている。

「わざと触ったって確証はないですし……戸森さん、ご迷惑かけてしまってすみませんでした」

「ううん。私のせいよ。宮城さん、ごめんなさい」

　井上さんがパチッと両手を打つ。

「お客様も十人十色よ。いろんな人がいるから気をつけましょう。さあ、提出して帰りましょう」

「はい」

　私たちは椅子から立ち上がり、報告書を手にした。

　提出を済ませて廊下に出たところで、向こうから桜宮機長がさっそうとした足取りでやってくる。彼は私が入社したときにわが社の最年少機長になっている。

「桜宮機長！」

　容姿端麗でスラリとしたルックス。当社のグランドスタッフの砂さ羽わさんと結婚をした後も、ＣＡたちの人気は絶大だ。

　私たちは端に寄り一礼する。

「戸森さん、皆さん、お疲れさま」

「桜宮機長、お疲れさまです」

　桜宮機長は美麗に口もとを緩ませて、「あー、寿司が食べたいな」とつぶやきながらオフィスへ入っていく。

「戸森さんは名前を覚えられているのよね……やっぱり既婚者だから覚えやすいのかしら」

　井上さんが苦笑いを浮かべながら、肩をすくめる。

「桜宮機長に名前を覚えてもらっているなんてうらやましいです」

　宮城さんも桜宮機長のファンらしい。

　まさか私が学生時代から桜宮機長を知っているとは口が裂けても言えない。彼に初めて会ったのはシカゴにいるときだった。後から知ったが、桜宮機長はＡＡＮの社長令息とのことだ。お兄さんはＡＡＮで専務取締役を務めていて、当時陵河さんが日本の航空会社に転職を考えていると聞いた桜宮機長がお兄さんとの縁をつないでくれて、ヘッドハンティングされたのだという。

「桜宮機長が既婚者でも憧れるの？」

　自分の話から逸らすように宮城さんに話を振る。

「もちろんですよ。あ、でも、一番の憧れは蓮水機長ですよ。でも最近、吉光副操縦士がピッタリついちゃってて心配なんです」

「ほんと、女房的立場で、私たちよりも何歩もリードしているわね」

　宮城さんと井上さんは吉光副操縦士をライバル視して腹を立てているみたいだ。

　憧れている蓮水機長が私の夫だと知ったら……。

　吉光副操縦士の言いなりになるなんて嫌だけれど、この状況を考えたら異動を真剣に考えた方がいいのかもしれない。

　自宅に戻ると、先に帰宅していた陵河さんに出迎えられる。

　彼は半袖の黒のＴシャツにジーンズ姿で、お風呂を済ませたのだろう。髪の毛が濡れている。

「お疲れ」

「ただいま、陵河さん。お疲れさまでした」

　スリッパに足を入れた私の背に陵河さんの腕が回る。

「今日は大変だったな。クルーの手前、口ではああ言ったが、真衣や宮城さんが悪いとは思っていない」

「……うん。わかってます」

　おでこに唇が押しあてられ、陵河さんが離れる。

「風呂に入っておいで。十八時の便で金かな沢ざわへ行こう」

「え？　金沢？」

「ああ。うまい寿司屋を朝陽から聞いたんだ」

「あ！　だから！」

　陵河さんの凛り々りしい眉の片方が上がる。

「だから？」

「オフィスを出たところで、桜宮機長と会って。そのときに『あー、寿司が食べたいな』って言って去っていったんです」

「はぁ～、まったく朝陽はいまだにいたずら小僧みたいだな」

　クックッと笑う陵河さんに、首を横に振る。

「そう思っているのは陵河さんだけですよ。桜宮機長は誰にでも分け隔てなく優しくてスマートで愛妻家だと定評があるんですから」

　陵河さんはふいに腰をかがめて私の目線に合わせる。

「まあ俺は優しくないな。だが、愛妻家なら負けていない」

　唇を優しく重ねて、すぐに離れる。

「時間がない。風呂に入って」

「はいっ」

　陵河さんのおかげで、今日の仕事や吉光さんとのことで落ち込んでいた気分が浮上した。




　久しぶりの国内線の利用だが、私たちが一緒にいるとバレないように別の航空会社を使って、小こ松まつ空港へ飛んだ。

　小松空港からはタクシーで金沢市内へ向かい、四十五分ほどで目的のお寿司屋さんの前に止まった。

　お寿司屋さんは有名なグルメガイドに載ったことがあり、店内はカウンター十席、テーブル席が五つのこぢんまりとした店構えだ。

　人気のお寿司屋さんだが、平日ということもあって予約ができたようだ。

　店内は満席に近いにぎわいで、からし色の着物姿の女将おかみさんに案内されてカウンターの端の二席に腰を下ろす。

　あちこちに組子細工が施されたおしゃれでモダンなインテリアで、大将が握る江戸前寿司を堪能しながら、他愛のない話をする。

　陵河さんは珍しく冷酒を飲んでいる。私は濃いお茶であるあがり。

　小ぶりなシャリとともに口の中へ入れるととろける新鮮なネタを堪能し、今日はほとんど食事をとっていなかったこともあって、大将が驚くほど食べられた。

　お寿司屋さんを出ると、二十一時三十分を回っており、予約した旅館にタクシーで向かった。

　十五分ほどで到着した旅館は和と洋を融合させた趣のある落ち着く空間で、ロビーラウンジから眺められる中庭には大きな池があり、ライトアップされていた。

　遅いチェックインにもかかわらず支配人や仲居さんは親切で、部屋に案内された。

　室内に入って開口一番「わぁ」と声をあげる。

　十畳くらいの和室にはすでに二枚の布団が敷かれており、その向こうに見えるのはガラスで仕切られた露天風呂だった。

「陵河さん、素敵なところね。連れてきてくれてありがとう」

　彼の腰に腕を回して抱きつく。

　こうしてプライベートで旅館に泊まるのは久しぶりだ。お寿司を食べに金沢に連れてきてもらえた上に、落ち着ける旅館にも宿泊できて幸せな気分に浸っていたとき、ふと吉光副操縦士の顔が浮かぶ。

　もし私が異動願を出してそれが通り、陵河さんとフライト日程が変われば、すれ違いの日々になってしまうかもしれない。

「どうした？」

　頭の上から心配そうな声が降ってくる。

　顔を上げて、陵河さんと目と目を合わせた。

「私のために粋な計らいをしてくれる旦那様がいて幸せだなって」

「俺も全身全霊で愛を向けてくれる妻がいて幸せだ」

　唇が優しく塞がれ、ついばむように頬から耳たぶ、喉もとに触れられていき、ミントグリーンのシャツワンピースの前ボタンが器用にはずされていく。

「んっ、くすぐったいわ。どうして脱がせるの？」

「俺をからかっているのか？　一緒に露天風呂に入るからに決まっているだろ」

　ウエストの位置までボタンをはずされたワンピースはスルッと足もとに落ちる。ブラジャーとショーツも脱がされ、一糸まとわぬ姿になった。

「俺も脱ぐから先に入ってて」

　私を露天風呂へ促した陵河さんは衣服を脱いでいる。

　かけ湯をしてからひのきの浴槽に腰を掛けて、ひとつに結んでいたバレッタで髪の毛を頭の上の方で留めた。

「はぁ～気持ちいい」

　湯船に身を沈めると思わず声が漏れる。

　川のせせらぎや虫の音が聞こえてくる。

　山の空気に包まれてまったりしているうちに、陵河さんが同じくかけ湯をしてひのきの浴槽をまたいで腰を下ろした。

「露天風呂なんてずいぶん久しぶりだな」

　大人ふたりが入ってもゆったりできるほど大きくて、私の体が浮いて彼の膝の上に横抱きに座らされた。

　陵河さんの首から下げられているプラチナのネックレスにマリッジリングはなく、今は左手の薬指にはめられている。

　その手を顔の前に持ってきて、にっこり微笑む。

「指輪をしてくれていると、陵河さんは私のものって実感できてうれしい」

　陵河さんは私の手を恋人つなぎのようにがっしり握る。

「結婚していると公表すれば、この指輪はずっと左手につけたままだぞ？」

「……考えさせて」

　正直、今はなにが正解なのかわからなくなっている。

　私たちが夫婦だと公表しても、業務に支障は出ないのか。陵河さんが既婚者だとわかったら吉光副操縦士はあきらめてくれるのか。

　最初から夫婦だと公開しておけばよかったのか。

「その答えは珍しいな。なにかあったのか？」

「桜宮機長の結婚はみんなに知られているけど、グランドスタッフの砂羽さんもごく普通に働いているし……。そっちの方が幸せなのかなって」

　陵河さんの唇がおでこに落とされる。

「俺は真衣を堂々と俺の奥さんだと言えるが、事情はどうであれ騙だましていたことに変わりはないから、もしかしたら君への風あたりが強くなるかもしれない。だが真衣はＣＡとしての業務をまっとうしているし、俺もそうだ。夫婦が同じクルーとして乗務することに支障などないと皆わかってくれると信じてる。それでも真衣が傷つくようなことがあれば俺が盾になる」

「陵河さん……ありがとう」

　陵河さんの首に腕を回し、ギュッと抱き着く。

「密着するとヤバいな。真衣の体に欲情する」

　胸と胸が触れ合って擦れると、私の下腹部も疼いてくる。

　横抱きの状態で座っていた私は、陵河さんの脚にまたがって、彼の後頭部に手を回し、しっとりと唇を合わせ舌と舌を絡ませる。

「出よう。真衣が積極的だからもたない」

「ふふっ、主導権はすぐに変わるでしょ？」

「今日は真衣に主導権を渡そうか」

「陵河さんがそうしてほしいのなら」

　にっこり笑う私に陵河さんは端整な顔に苦笑いを浮かべ、見事な体をさらしてひのきの浴槽を出る。

「やっぱり却下だな。おいで」

　湯船から立ち上がると、タオルが体に巻かれた。










八、突然の事故




　これからどうすればいいのか、気持ちが定まらないまま一カ月が経ってしまった。

　ＣＡの仕事は大変だけれど、楽しく毎日が充実している。けれど、それはコックピットと客室で離れているとはいえ陵河さんがいつも一緒にいる安堵感があって、満たされているおかげなのだろう。

　この生活に慣れてしまっているから、異動したら空虚感に満ちた味気のない毎日を過ごすことになるだろう。

　どんなに忙しい毎日でも、陵河さんがいてくれるから意欲的になれるのだ。

　そう思うのなら、ＣＡを辞める……？

　自問自答しても、夢だったＣＡを辞める自分の姿は想像できない。

　じゃあ……陵河さんの妻だと公表する勇気はあるの……？

　陵河さんや秋元チーフパーサーに迷惑をかけないよう、この状況を考えたらやはりチームを異動するしかない……。思いきらなきゃ！　……異動願を出そう。

「戸森さん」

　背後から秋元チーフパーサーの声がして、ハッとなる。

　仕事中だった！

「はい」

　我に返って振り返る。

「コックピットにコーヒーを持っていってください」

「かしこまりました」

　コックピットには陵河さんと吉光副操縦士がいる。行きたくはないが、秋元チーフパーサーに直接頼まれたので、代わりに誰かに運んでもらうことはできない。

　コーヒーをカップにふたつ入れて、コックピットへ向かった。

　インターカムでコックピットに連絡を入れると、ロックが解除される。

「お疲れさまです。コーヒーをお持ちしました」

　吉光副操縦士が振り返り笑顔を向けてくる。

「あら、戸森さん。ありがとう」

「蓮水機長、どうぞ」

　陵河さんにカップを慎重に渡す。操縦桿を握る彼を久しぶりに見た。

　ため息が出るくらいかっこいい。

「戸森さん、ありがとう」

　陵河さんが笑みを浮かべ、カップを受け取るときに手が触れ合った。

　それだけなのに、ドキドキと心臓が高鳴る。

「吉光副操縦士、どうぞ」

　同じく慎重に差し出すと吉光副操縦士もカップを受け取った。

「ありがとう」

　優しい口調だが、冷たい表情だった。




　オーストラリア・シドニー国際空港を出発した旅客機は、滞りなく早朝五時四十分に羽田空港に到着した。

　入国審査後、クルー全員がオフィスへ向かう。

　デブリーフィングが終わり、周りに人がいなくなったところへ吉光副操縦士が近づいてきた。

「どうしてあなたがコーヒーを運んだの？　私は秋元チーフパーサーに頼んだのに」

「秋元チーフパーサーに頼まれたので」

　吉光副操縦士はこれ見よがしにため息をつく。

「それで、異動願はどうなったの？」

　異動の決心はさっきしたばかりだ。

　でも正直な気持ちとしては、もう少しだけ、陵河さんが機長を務めるフライトで仕事をしたい。

「……まだです」

「そう。あなたのせいで迷惑する人がいるってことを忘れないでね。じゃあ、お疲れさま」

　吉光副操縦士はキャリーケースを引いてオフィスを出ていった。

　ドアが閉まり、私の口から重いため息が漏れる。

「戸森さん」

「りょ、蓮水機長！」

　ふいに現れた陵河さんにびっくりして、名前を言いそうになってしまった。

「吉光副操縦士はなんて？」

　辺りをキョロキョロしてみれば、別のフライトのＣＡたちがこちらを見ていた。こちらというよりは、陵河さんに注目しているという感じだ。

　うかつなことは言えない。

「お疲れさまの挨拶をしていたんです。それでは、失礼いたします」

　お辞儀をして、オフィスを後にした。




　それから数日が経ち、吉光副操縦士の件について自分なりに考えた結果、異動するにしろ、しないにしろ、陵河さんの妻だと公表する決心を固めた。

　どちらにせよ、夫婦だと公表したらぎくしゃくして現在のチームを離れなければならなくなるかもしれない。そうなれば、陵河さんが機長を務めるフライトにはもうクルーとして乗務できない。でも、これ以上隠し続けるのもつらい。

　ただ、ほかのチームへ異動したとしても私が陵河さんの妻だと隠していたことは広まるだろうし、いづらくなることは間違いないだろう。

「はぁ～、どうしよう……」

　早くしなければ、秋元チーフパーサーに迷惑がかかってしまう。




　今日はお昼過ぎに羽田空港に到着し、現在の時間は二十時過ぎ。早めの夕食を食べて、陵河さんは体を動かしにジムへ行っている。

　ソファに寝そべっていたとき、ローテーブルの上に置いたスマホが着信を知らせた。

　手を伸ばして見てみると会社からで、慌てて体を起こして通話をタップする。

　内容は明日台湾のフライトのＣＡが急病になり、代打での乗務依頼だった。休日でも緊急時のスタンバイ要員には変わりないので、もちろん断る理由もなく引き受ける。

　よって明日は十時五分発の台湾行きで、十二時三十五分に到着したのち、帰りの便である十四時二十分発に乗って羽田空港に戻るスケジュールになる。

「ただいま」

「あ！　陵河さん、おかえりなさい」

「スマホを持ってどうした？」

　陵河さんは私が座るソファのアーム部分に腰を掛ける。

「明日台湾のフライトのＣＡのひとりが急病で、乗務することになったの」

「そうか。台湾なら十時五分だな。明日は俺が送っていくよ」

「いいの？」

「妻が出勤のときくらい送らせてくれ」

　唇を軽く重ねて、陵河さんはすっくと立ち上がる。

「シャワーを浴びてくる」

　トレーニングウエアの彼はバスルームに消え、私は明日の準備のために寝室へと向かった。




　翌朝、陵河さんの運転で羽田空港へ車を走らせる。

「陵河さん、なぜスーツを着ているの？」

「オフィスにちょっと用事があるんだ。帰りも迎えに来るから」

　次の陵河さんのフライトは明後日の夜便なので、今回の休みは時間に余裕がある。

「ありがとう」

　二十分後、空港より一つ手前の駅に到着した。念のためここからは電車で向かう。

　車内から辺りを見回し、誰もいないことを確かめたので降りようとドアの取っ手に手をかけた。

「ちょっと待て。いってきますのキスは？」

　運転席を振り返ると、私をからかう瞳とぶつかる。

「もうっ、こんなところでできるわけないでしょ」

　笑いながらたしなめつつも、辺りに誰もいないのを確かめてしまっている。

　ふいに首を伸ばし、形のいい唇に唇を重ねた。

　まさか私からキスをするとは思っていなかったのか、陵河さんはハトが豆鉄砲を食ったような顔になり、それから不敵な笑みを浮かべる。

「小悪魔発動か」

「からかうからよ。唇拭いてね」

　ほんの少し陵河さんの唇についたリップを指摘して、もう一度辺りを見回してから車から降りてトランクからキャリーケースを引っ張り出した。

　小さく陵河さんに手を振って、足早に駅の改札口へ向かった。




　離陸時の天気は曇り。夜は雨が降るようだ。

「皆様おはようございます。本日はＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空をご利用いただきましてありがとうございます。この飛行機は、台タイ北ペイ松ソン山シャン空港ＡＡＮ５２１便でございます。離陸後、三時間三十分の飛行時間を予定しております。ただいまの現地の気候は晴れ。気温三十度でございます。当便の機長は城しろ田た。副操縦士は真木。チーフパーサーは木きの下したでございます。ご用の際はご遠慮なくお声をおかけくださいませ」

　木下チーフパーサーは日本語でアナウンス後、なめらかな英語で同じ内容を話す。

　城田機長は桜宮機長が最年少機長になる前の若手ナンバーワンで、イケメンでＣＡからも人気があり、数年前に美人なＣＡと結婚している。

　城田機長は現在三十九歳で、同社の女性ＣＡと結婚をしたのは三十六歳のとき。その頃は同じクルーとして働くことはできなかったので、しばらくすれ違いの日々を過ごし、妊娠を機に奥様は羽田にある訓練所の教官として異動し、出産した現在は専業主婦をしていると陵河さんから聞いている。

　真木副操縦士は、吉光副操縦士の前に数えきれないくらい同じクルーとして乗務をともにしているので顔見知りだ。

　いつものように離陸後、入国カードや税関申告書を配り、ドリンクや機内食の提供をする。飛行時間が短いのであっという間だ。

　定刻通り十二時三十五分に台北松山空港に着陸した機体は乗客を降ろしてから、十四時二十分出発のため即清掃が入り、クルーも休む間もなく動く。

　空港に到着した二時間後、機体は羽田空港に向けて離陸した。

　私は行きと同じくエコノミークラスを担当。機内食を提供後、三十分ほどでトレイを回収。乗客は音楽を聴いたり映画を観たりしてくつろいでいる。

　ふたり一組で免税品の入ったカートを押して、お客様が購入されたときはギャレーで清算する。旅行であまったニュー台湾ドルや日本円、クレジットカードでの支払いなどがあり、頭をフル回転させて集計しなくてはならない。

「戸森さん、ご苦労さま」

　声をかけてきたのは木下チーフパーサーだ。

「お疲れさまです」

「これから先、シートベルト着用サインが出るからね」

「わかりました」

　羽田空港まであと一時間ほどだが、天候が悪く揺れが予想されるためだ。

　少しして〝ポーン〟と音が鳴り、シートベルト着用のサインが点灯した。

「ベルト着用のサインが点灯いたしました。この先、気流の悪いところを通過する予定です。お席にお着きの上、腰の低い位置でシートベルトをお締めください」

　そうアナウンスをしている最中、機体が揺れ始める。

　ＣＡは客席を回り、シートベルト着用を促すとともに緊急時、機内に持ち込んだカバンなどが飛ばないよう座席の下に入れるように確認していく。

　機体がガタガタと揺れる。

「ただいま気流の悪いところを通過中です。揺れましても飛行には影響ございません。シートベルトをしっかりお締めください」

　自分の体を安定させるため座席の肩に手を置きながら確認し通路を歩いていると、十列ほど先で男性が立ち上がり上部の棚を開けて、私が注意する前にボストンバッグを持って着席した。

　男性が開けた棚がしっかり閉まっていないのを目にして、急いで近づいた次の瞬間、機体がグンと下降し、棚の中の黒いカバンが落ちようとしている。

　乗客にけがをさせてはならない。

　再び機体が大きく揺れる。足もとはおぼつかなかったが、乗客に黒いカバンがぶつかるのは避けなければ。私は無我夢中で身を乗り出した。

「戸森さん！　危ないっ！」

　誰かが呼ぶ声の後、頭に強い衝撃を受けてなにもわからなくなった。




　頭の痛みで目を覚ますと、無機質な白い天井が目に入った。

　え……？

「真衣、気がついたか」

「陵……河さ……ん、ここは、病院？」

　そう聞きながら、黒いカバンが落ちてくる瞬間を思い出した。

「あ！　お客様にけがは!?」

　体を起こそうとしたが、左側頭部と左の肩の痛みでそれはできなかった。動こうとしたせいで痛みが増してしまった。

　周りに人がいる気配はなく、どうやら個室のようだ。

「無理するな。真衣のおかげで乗客にけがはない」

　そこで陵河さんは「はぁ」と安堵のため息を漏らす。

「心配かけてごめんなさい」

　頭に違和感があって右手で触れてみると、包帯が巻かれていた。

「痛みは？　医師に目が覚めたら呼ぶように言われている」

「少しだけ。陵河さんはどこで私を？　そうだわ、今何時……？」

　陵河さんは腕時計へ視線を下ろす。

「十八時三十分に到着して、今は一時間後の十九時三十分だ。顔色が悪い」

　陵河さんは私の頭のところにある呼出ボタンを押した。

　乱気流に巻き込まれたのは着陸の一時間ほど前なので、二時間ほど意識を失っていたことになる。

「真衣に会うまでは気が狂いそうだった。連絡を受けてから、一心不乱で車を走らせたよ。着陸と同時に救急隊が真衣を運んで……、機内から出てくるその場に俺もいた」

「クルーたちはなぜ陵河さんがいるのか不思議に思ったのでは……？」

「すまない。真衣。取り乱していたせいで、真衣が俺の妻だと知られてしまった」

　バレてしまった……。

　公表しようと考えていたけれど、こんな形で知られてしまうのは予想外で、心が追いつかない。おそらく社内全員に知られてしまったに違いない……。

　どんなふうに思われているのか想像すると、心臓が嫌な音を立て始める。

　そこへドアが軽くノックされた後、医師と看護師が入室する。

「蓮水さん、気分はいかがですか？　吐き気は？」

　眼鏡をかけた壮年の医師は、私の手首で脈拍を確認する。

「吐き気はないのですが、頭と肩が痛みます」

「側頭部は三針縫っていますがＣＴ検査の所見では問題ありません。肩は打ち身で骨に異常はありませんでしたが、念のため今日はここでお休みください」

「先生、仕事は……？」

「客室乗務員さんでしたね。一週間はお休みください。傷口は五日後に診せに来てください」

「わかりました。ありがとうございます」

　私より先に陵河さんが返事をし、医師と看護師は出ていった。

「しばらくは傷を治すことに専念するんだな」

「う……ん……。陵河さん……私……みんなと顔を合わせるのが怖い。この乗務の前に私が陵河さんと結婚していると公表する決心をしたんだけど……その前に異動願を出すつもりだったの」

「異動願？　公表しても異動する必要はないだろう？　どうしてそんなふうに考えた？」

　吉光副操縦士の話をしなければならなくなる。だけど、今は頭も肩も痛くて、ちゃんと話せそうにない。

　困惑して彼を見ると、陵河さんの手のひらが頬をなでる。

「俺が盾になると言っただろう？　とりあえず一週間、いや十日は休んだ方がいい。今はなにも考えずに」

　そこへノックがあり、義父と母が気遣わしげな表情で現れた。

「真衣、ごめんなさいね。外にいたから遅くなってしまったわ。痛いでしょう」

　ベッドの横に立った母は私の手を握る。

「驚かせちゃったね。私の方こそごめんなさい」

「真衣が謝る必要なんてないわ」

「陵河、真衣ちゃんのけがはどうなんだ？」

「左側頭部の裂傷で血がけっこう出たが、ＣＴは問題ないから明日退院です」

　陵河さんの言葉にふたりはホッと胸をなで下ろした。

「お義父さん、心配かけてごめんなさい。お仕事中だったでしょう？」

　今日は平日なので、当然会社にいただろう。

「いやいや。痛いだろうが、命に別条はなくてよかった。伊知弥も心配している」

「俺がメッセージを送ろう」

　陵河さんが引き受けてくれ、スマホをポケットから出す。

　そこへ夕食が運ばれてきて、両親は「食べたら休みなさい。自宅にお見舞いに行くから」と言い帰っていった。

　陵河さんに支えられながら体を起こすが、肩の痛みに顔がゆがむ。

「当分痛みそうだな」

　足もとのテーブルを私の前にずらして、おしぼりで手を拭いてくれる。

　メニューはキノコ入りのあんがかかった和風ハンバーグにブロッコリーが添えられ、豆腐の味噌汁にほうれん草のごまあえだ。おかゆではなく、普通の白米でホッとする。梨とプリンのデザートもある。

「ひとりで食べられるか？　それとも食べさせようか？」

「自分で食べられますよ。痛むのは左だし」

「いい子だ」

「もうっ、子ども扱いする」

　急にシカゴに留学していた頃に戻ったみたいな気持ちになった。

　陵河さんはおかしそうに笑って立ち上がる。

「一度自宅に戻って、真衣の服を取ってくる」

「この病院はどこにあるの……？」

「車で十分くらいだからすぐに戻ってくる。ちゃんと夕食を食べていろよ。必要なものは？」

「ううん。大丈夫。気をつけてね」

　陵河さんは口もとを緩ませ、私の頬をそっとなでると出ていった。

　ひとりになると、今後のことが気になって仕方がないが、今考えてもどうにもならない。

「食べよう。いただきます」

　豆腐の味噌汁をひと口飲んでから、やわらかい和風ハンバーグを箸で切って食べ始めた。

　一時間ほどが経って、陵河さんが戻ってきたときは横になってウトウトしていた。

「陵河さん、ありがとう」

「そのまま眠るといい。俺も泊まるから」

「明後日、フライトなのに……帰って大丈夫よ？」

　陵河さんは実家に泊まるときに使っているバッグをソファに置いて、ベッドの横に来た。薬のせいか睡魔に襲われていて、彼に眠い目を向ける。

「大丈夫。真衣のそばにいたいんだ」

　かがんで顔を近づけ、おでこに唇が落とされる。

「おやすみ」

「ん……おやすみ……なさい……」

　陵河さんが病室にいてくれる安心感で、スーッと眠りに引き込まれていった。




　翌日の午前中に退院し、自宅に戻った。

「お昼作るね。おそばでいいかな？」

「まだ痛むだろうからソファに座っていろよ。デリバリーを頼もう。それからさっき朝陽からメッセージをもらって、退院したばかりで申し訳ないがお見舞いに来たいと」

「え？　桜宮機長が？」

　ギョッと驚く私はソファに座りかけたが、腰を上げる。

「何時に？　シャワー浴びなきゃ」

「十五時にと。夜にフライトだからその前に寄るようだ」

「忙しいのに……」

「友人である俺がなにより大事にしている妻なんだ、見舞いたいんだろう。さてと、お昼はなにを食べたい？」

　デリバリーで軽食を頼み、届く間にシャワーを済ませる。

　傷口のガーゼなどは退院時の診察で取られ、傷口に触らないようにすれば髪を洗うのもいいとのことだ。

「陵河さん、湿布を貼って」

　バスタオルを体に巻きつけて、病院から出された湿布をソファに座る彼に差し出す。

「紫色になっている」

　ぶつかったカバンは男性のアタッシュケースだった。私にあたらなかったら、座っている乗客がけがをしただろう。そう考えるとこの傷は名誉の負傷で、自分のけがだけで済んでよかったと思う。

　シートベルトサインが出ているにもかかわらず、立ち上がり荷物を取った当事者は事の大きさにうろたえて自分の非を認めたので、厳重注意で終わったようだ。

「すぐにもとに戻るわ。服を着てくるね」

　シャツワンピースに着替え、三十分ほどでオーダーしたサンドイッチが届いた。

　アイスコーヒーを陵河さんが入れてくれて、お互いのサンドイッチを味見しながら食事を終えた。




　十五時過ぎ、陵河さんが桜宮機長を連れてリビングへ姿を見せた。

　桜宮機長はこれからフライトということもあって、パイロットの半袖の制服を着用していてかっこいい姿だ。

「真衣ちゃん、痛みは？　起きていて大丈夫なのかい？」

　傷口は髪の毛で隠れているし、打撲した肩も服で見えないので、一見けがをしたように見えない。

「はい。まだ痛みますが、徐々によくなってきている気がします。どうぞお掛けください」

　ソファを勧めると桜宮機長は私の対面に座り、陵河さんはキッチンへ消える。

「出血がすごかったと聞いている。無理をしないようにね」

「ありがとうございます」

　桜宮機長は胸の内側ポケットから〝お見舞い〟と書かれたご祝儀袋を出してローテーブルに置いた。

「父から預かった、会社からだ。城田機長と真木も見舞いに来たがったが、大勢では疲れさせるし俺が代表で。君のおかげで乗客は守られた。ありがとう。それと俺からはこれ。大好きなパティスリーの焼き菓子を妻が選んだんだ」

　足もとに置いていたショッパーバッグからリボンのかけられた箱を手にして、同じく置く。

「わぁ、奥様の。ありがとうございます」

　陵河さんが三人分のアイスコーヒーを運んできた。

「真衣ちゃん、陵河の妻だと知られてしまって気にしているだろうが、規定としてはなにも問題はない。どうか変わらずこれからも乗務してほしい」

「桜宮機長……」

「真衣ちゃんが一生懸命に乗務していたのは、みんながよく知っている。療養明けのフライトには堂々と来るようにね。陵河が守ってくれるから」

　桜宮機長は私の隣にいる陵河さんに視線を向ける。

「朝陽がいいこと言うから、俺から話すことがなくなったじゃないか」

「ふふっ、陵河さんの気持ちはわかってるわ。でも、桜宮機長からそう言ってもらえるとさらに勇気が出てきます。ありがとうございます。夢だったこの仕事を簡単に手放すことなんてできません」

「よかった。俺の奥さんもしっかりしているが、真衣ちゃんも同じだね。砂羽も叶えた夢を楽しんでいるよ」

　桜宮機長の奥様はＡＡＮのグランドスタッフの主任だ。責任感があって、誇りをもって仕事に従事しているのは見ていてわかる。私も搭乗のときに『いってらっしゃいませ』と入口で丁寧にお辞儀をする砂羽さんを、数えきれないくらい見かけている。

「砂羽が真衣ちゃんに会いたがっていたから、今度一緒に食事をしよう」

「はい。私もぜひ砂羽さんとお話をしたいです。陵河さん、ちゃんと桜宮機長と決めてね」

「そうしよう」

　陵河さんはうなずき、私は笑みを深めた。




　今日は陵河さんがフライトの日。行き先はパリ。

　私は退院から十日間のお休みをもらっているので留守番だ。五日間会えない。

「陵河さん、いってらっしゃい」

　寂しくて目を合わせられず、しわひとつない制服の袖の四本ラインへ視線を向ける。

　すると、彼の両手が私の頬を包み込む。

「真衣、無理をせずにゆっくりしていろよ。パリから電話する。じゃあ行ってくるよ」

「うん……気をつけて」

　陵河さんはおでこに口づけを落とし、キャリーケースを引いて玄関を出ていった。

　五日間も離れているなんて結婚してから初めてのことだ。

　わびしさに駆られる私を見越してか、陵河さんは母に遊びに来てくれるよう電話をしたようで、食べきれないほどの手料理を持ってきてくれた。

「たいしたことなくてよかったわ」

　料理が入った容器を母が作業台に出し、私はそれを冷蔵庫にしまう。

「うん。心配かけちゃったね。お義父さんにももう元気だからって伝えてね」

「ええ。知らせを受けたとき、私よりも心配していたのよ。あ、アイスクリームを買ってきたの」

「ちょうど食べたかったの」

　箱を開けるとドライアイスがたくさん入れられており、中にいろいろな種類のカップがあった。

「チョコミント！」

「真衣はそれが好きだものね。私はストロベリーチーズケーキにするわ。あとは冷凍庫にしまって陵河さんとどうぞ」

　残りのカップを冷凍庫にしまい、自分たちのカップとスプーンを持ってリビングのソファに座る。

「すごいカチンコチンよ」

　スプーンでチョコミントアイスをすくおうとするが、できないほど硬い。

「あら、本当だわ。たくさんドライアイスが入っていたから。置いておいてもう少し後で食べましょう」

「うん。コーヒー持ってくるね」

　キッチンへ足を運び、グラスに氷とアイスコーヒーを注ぎ、母のもとへ戻る。

「……お母さん、今回の件で私と陵河さんが夫婦だとみんなに知られてしまったの。異動願を出そうと思っていて、でも内緒にしていたことで働きづらくなったら……もしかしたら会社を辞めるかもしれない」

「今まで気苦労が絶えなかったでしょう。そうなったとしても真衣は自分の気持ちを信じて行動をしなさい。愛する陵河さんのためなら、真衣はどんなことでもがんばれると思うの」

「……私もそう思う」

「お母さんは真衣の意思を尊重して応援するわ」

「ありがとう……もうアイス溶けたかな？」

　桜宮機長や母の言葉、陵河さんの限りない愛に励まされ、どんな逆境でも乗り越えられそうな気持ちになってきた。

　再びスプーンでチョコミントをすくおうとするが、先が少し入っただけだ。

「だめだ。まだ固いわ。ドロドロに溶けたのを食べるよりはいいけどね」

　肩をすくめると、母が楽しそうに笑った。










九、大事な仲間に支えられて




　療養期間を終え、今日からは香港行きのフライトに乗務する。数日前に病院で診察を受けて抜糸をした。傷はほぼ完治したと言っていいだろう。

　夫婦だと知られてしまったことはもうどうにもならないので少し開き直り、陵河さんの車で羽田空港に向かっている。

　九月に入ってまだ暑いものの、早朝なので快適だ。

　ステアリングを握る陵河さんの左手薬指にはマリッジリングがはめられている。

　突として、その左手が膝の上に置かれていた私の手を握った。

「真衣、緊張しているだろ」

「うん。手のひらに汗をかくほど緊張しているみたい」

　陵河さんは小さく笑って、手をステアリングへ戻す。

「話しておきたいことがある。吉光副操縦士のことだ」

「え……」

　ふいに吉光副操縦士の名前が出て、困惑する。

　運転をしている陵河さんは前を向いたままで口を開く。

「真衣がけがする前、彼女が君と秋元チーフパーサーが不倫関係にあるのではないかと俺に言ってきたんだ」

「ぜ、絶対にそんなことはないわ」

「もちろん、そんなのはわかっている。一ミリも真衣を疑ったことはない。吉光副操縦士が真衣にだけ辛らつな言葉を投げかけるのを何回か目にしていたし、彼女が俺を誘惑しようとしているのはわかっていたから」

「……吉光副操縦士はまさか私と陵河さんが夫婦だとは思ってもみなくて、ホテルで陵河さんの部屋に入った私が陵河さんと不倫していると考えたみたいです」

「やっぱりあのとき、見られていたのか。後で知ったが、彼女の部屋は廊下を挟んで向かいの部屋だった。俺は吉光副操縦士を呼び出して話をした。真衣がけがをした台湾のフライトの日だ」

「用事があるってそのことを……？」

　あのとき、オフィスに用事があると言って、陵河さんはスーツを身に着けていた。

「よこしまな気持ちを抱く彼女とは組めない。吉光副操縦士は城田機長の下に異動することになった」

　私は大きなため息をつく。

「そんなことになっているなんて思いもよらなかったわ……」

「妻が悩んでいる様子だったからな。俺が動かないで誰が動く？」

　そんな姿を見せないように努めていたのに、バレていたのね。

「ありがとう。陵河さん。少し気持ちが楽になったわ」

　話がひと区切りしたところで、羽田空港の乗務員専用のパーキングに到着した。




　オフィスへ向かう廊下ではクルーに会うのではないかとドキドキ心臓が暴れ、緊張した面持ちで陵河さんのうしろをついていく。

　ドアの少し前で陵河さんが立ち止まり、腕時計へ目線を落としてから振り返る。

「真衣、なるようになれ。だろ？　俺が盾になる」

　心強くてうれしい。とても頼りになる夫だ。

　けれど、盾もコックピットに入ったら役に立たない……。でも、そう言ってくれるだけで立ち向かえる。自分でどうにかしなくては。

「大丈夫。わかってもらえるように、ちゃんと皆さんに話します」

　大きく深呼吸をしてから、陵河さんの先に出てドアを開けた。

「おはようございます」

　入口でいつものようにお辞儀をして顔を上げた瞬間、秋元チーフパーサーをはじめズラリと並んだクルーに目が大きくなる。

「戸森さん、いえ、蓮水さん。全快おめでとう。それと会社から蓮水さんに、乗客を守ったことに対する感謝状が出ている」

　一歩前に進み出た井上さんが私に花束を差し出す。

　え……？　どういう……？　か、感謝状……？

　当惑して花束を受け取れないでいる。

「もうっ、腕が痺れちゃうわ。これはみんなからよ」

　背後から陵河さんに背を軽く押されて、一歩前に出る。

「皆さん、ずっと騙していて申し訳ありません」

　深く頭を下げたまま上げられないでいると、力強い腕に起こされる。

「彼女は今までも皆さんに話せないうしろめたさを感じながら働いていた。私もそうです。数えきれないくらい公表しようと考えていた。でも初めに公にしなかったためにタイミングを逃し、結果、私たちが夫婦であることを事故で突発的に知られてしまって、妻は戸惑っている」

「蓮水さん、黙っていたのは現場で混乱を招かないためでしょう？　私があなただとしても言えなかったと思うわ」

　井上さんの言葉に、うしろに並んでいたＣＡたちもうなずく。

「私もきっと言えないわ」などと口々に聞こえてきて、安堵する。

「ほら、花束を受け取って。明日戻ってくるから、とりあえず花瓶に入れておいてもらうけど」

　花束を差し出され、受け取った。

「皆さん、ありがとうございます。私、異動願を出そうと考えていました。今、蓮水機長が話した通りで、隠していることを申し訳ないと思っていましたが、言い出せませんでした。温かく迎えてくださりありがとうございます」

「異動する必要なんてないわ」

　皆は口々にそう言ってくれる。

　受け入れてくれたクルーたちにもう一度頭を下げた。




　ブリーフィングを終え、出発ロビーへ向かっていると、隣を歩く宮城さんが話しかけてくる。

「戸森さん、もうっ、うらやましすぎます。これでＡＡＮの独身の極上パイロットがいなくなっちゃって残念なんですが」

　私を呼ぶときは今まで通り旧姓にしてもらうことにした。

「ごめんなさい。ずっと心苦しくて」

「蓮水機長は本当に素敵ですね。前回のフライトのときになれ初めや事情を話していただきました。なので、クルーたちは納得しています」

「前回のときに……？」

　陵河さんは前もって説明をしてくれていたのだ。

　先を歩く陵河さんのうしろ姿を見ながら、心の中で『ありがとう』と言葉にした。




　陵河さんが操縦桿を握る旅客機は、十四時五分に危なげなく香港国際空港の滑走路に着陸した。本日の副操縦士は真木さんだ。

　ＣＡたちの態度は変わらず、いつもと同じように職務に従事することができた。

　バスに乗って、九龍半島の定じょう宿やどにしているホテルに入る。ここでも陵河さんの隣に座るようなことはせず、以前と同じように離れている。

　ロビーの隅でデブリーフィングを済ませた。

「では、解散。お疲れ」

　陵河さんが解散の合図をしたがクルーはまだその場にとどまっていて、秋元チーフパーサーが口を開く。

「蓮水機長、戸森さん。夫婦なのに何年も滞在先で別々に行動するのは大変だったと思います。今日はディナーをしてきてください、私たちからのプレゼントです」

　真木副操縦士が封筒を陵河さんに渡す。

　彼は封筒を開けて中を見た。

「いいのか？　最高級ホテルのレストランだぞ？」

「はい。遅まきながら私たちからの結婚祝いだと思ってください」

「ありがとう。お言葉に甘えて出かけさせてもらう」

　陵河さんがみんなにお礼を伝える間、私はクルーのみんなの優しさに目頭が熱くなってしまい、瞳が潤んできて言葉にならない。

「戸森さん、楽しんできてね」

　井上さんがポンと肩を叩いて微笑む。

「……はいっ、ありがとうございます。皆さん、ありがとうございます！」

　このクルーの一員としていられることが幸せだ。私の胸に熱いものが込み上げてきていた。




　香港の摩天楼の中にそびえ立つ、四百九十メートルと世界一高い場所にある五つ星ホテル。その百二階部分にある広カン東トン料理のレストランへやって来た。

　九龍駅近くにあるこのランドマークタワーには、五つ星ホテルの他、商業施設や高級コンドミニアムがあり、ビクトリア・ハーバーや香港島を高層階から眺められる。

　私は素敵な白いＡラインの膝丈ドレスを身につけているおかげで、この上質なレストランにもどうにかなじめているように思う。このドレスは、デブリーフィング解散後に部屋に入ってから一時間くらい経って届けられた。陵河さんがコンシェルジュに依頼して見繕ってもらったという。

　スクエアカットのデコルテラインで、ウエストのリボンは黒。ストラップのあるサンダルもそれに合わせたエナメルの黒だ。

　陵河さんは黒っぽいスーツを着ている。ネクタイはライトブルー。

　パイロットの制服も素敵だけれど、しゃれたスーツを着ているときの彼の男らしい色気には圧倒される。

　窓側の席に案内され、宝石のようなキラキラ光る景色は何度見てもうっとりする。

　かなりの高さがあるので、ビクトリア・ハーバーに浮かぶ何隻もの船がミニチュアのように見える。

「ここのレストランに来てみたいと思っていたんです」

　広東料理レストランはグルメガイドにも載っており、おいしいと美食家たちから称賛されている。

「粋な計らいに感謝だな」

　明日は乗務なので残念ながらシャンパンで乾杯はできないが、こうしてふたりきりでいられるのがうれしい。

「はぁ……ものすごく幸せ。渡航先で陵河さんとデートするのも夢だったの」

　そう言うと、陵河さんは「クッ」と喉の奥で笑う。

「ずっとつれないそぶりをしていたのに？」

「そうよ。心の中ではずっと……。陵河さん、前もってクルーたちに話をしてくれてありがとう。陵河さんが説明してくれていたから、みんなは納得して祝福してくれたのだと思う」

　対面に座る陵河さんに笑みを向ける。

「仕事に対する真衣の真しん摯しな姿勢を皆よく知っているから、祝福してくれたんだ」

「私が異動すべきだって考えていたの。夫婦だと知られてしまったと病室で聞いたときは逃げたくもなった。でもやっぱりみんなと働きたいから、受け入れてもらえて本当にうれしい」

　そこへおいしそうな料理が運ばれてきた。

　創作広東料理の海老トーストやアワビとクラゲの前菜、ホタテがぎっしり入った飲ヤム茶チャなど、美しい夜景を眺めながら食事を堪能できて私たちは大満足だった。




　食事後、タクシーに乗って香港島と九龍半島の間にあるビクトリア・ハーバーにやって来た。

　時刻は二十一時を回ったところで、観光客が対岸にある香港島の高層ビル群などの夜景を楽しみにぎわっている。

　ＣＡになって三年目だが、ふたりっきりで香港の夜景を眺めるのは初めてだ。

　しかも手は恋人つなぎ。

「今日は旅行に来た気分を味わえて幸せ」

「そうだな。シカゴを思い出した。真衣の考えていることは手に取るようにわかる。クルーたちの好意はありがたいが、ふたりっきりになるのは今回だけだとね」

　さっきから思案していたことをズバリあてられて、香港島の夜景から陵河さんへ顔を向ける。

「陵河さんにはなんでもわかっちゃうね。でも、陵河さんもそう思っていたでしょう？」

「まあな」

　彼は口角を上げて自嘲気味に笑う。

「真衣と楽しい時間を過ごしたいと思いもするが、公私混同はやめておこう」

「うん。じゃあ、明日からはいつも通りにね」

「そうしよう」

　にっこり微笑む私に陵河さんの顔が下りてきて、そっと唇が重ねられた。




　二カ月後。

　十一月も中旬になって、すっかり秋が深まり寒くなった。

　私と陵河さんは香港の夜に決めた通り、以前と変わらない態度で仕事に従事している。出勤時は経費削減ということで、陵河さんの車に乗せてもらっているけれど。

　そんな私たちにクルーたちは最初の頃は驚いていたが、徐々に普段通りの雰囲気に戻っていった。

　宮城さんはオフのときの夫婦生活が気になるようで、『参考に教えてください』とあっけらかんと聞いてくる。

　吉光副操縦士とは、まだオフィスでも会っていない。城田機長の下でがんばっているようだと聞いている。

　早朝シドニーからのフライトを終え、帰宅してシャワーを浴びてさっぱりしてからリビングのソファで炭酸水を飲んでいると、陵河さんが濡れた髪を拭きながら現れた。

「ひと眠りして、松涛へ行こうか。久しぶりに咲子さんの手料理が食べたくなった」

「電話してみるね」

　今は朝の八時を回ったところで、これからお昼過ぎまで睡眠を取るのでギリギリになるのも悪いと思い、すぐに電話をかける。

　電話に出た母は、来訪したいと告げると喜んでくれた。

　今日は土曜日なので義父も自宅にいるようだ。伊知弥君は私たちと入れ違いに出かけるとのことだった。




　ベッドが揺れて眠りからぼんやり浮上する。

「陵、河さん？」

　陵河さんはベッドの端に腰を掛けたところだ。パジャマではなく、ポロシャツとスリムな綿のパンツをはいている。

「まだ眠い？」

「んー、今何時……？」

「三時だ」

「え？　三時？」

　もっと睡眠をむさぼりたいところだが、夜眠れなくなると困る。ぼうっとする私とは反対に、陵河さんはすがすがしく活気に満ちているようだ。

「もしかして、ジムに行ってきたとか？」

　パイロットは健康管理も大事なので、休日にはタワーマンション内にあるジムで体を動かしている。

「ああ。クロワッサンを買ってきたから少し食べよう」

「ありがとう。なにか食べないと夕食までもたないなって思ってたの」

「飲み物は？」

「カフェオレがいいな」

　陵河さんは笑って私の頬をなでてから立ち上がる。

「仰せのままに。奥様」

　陵河さんは先に寝室を出ていった。




　私たちが松涛の家に着いたときは、十八時を過ぎていた。

「いらっしゃい。陵河さん、真衣」

「いつも突然ですみません」

　玄関で出迎えてくれた母は陵河さんに「なにを言ってるんですか」と笑ってスリッパを差し出す。いつも元気で、笑顔を見ると安心する。私がけがをしたとき病院と自宅に来てくれたけれど、実家で会うのは七月の義父の誕生日以来なので四カ月ぶりだ。

　リビングでは義父が待っていてくれて、私たちの姿に、ソファから立ち上がって両手を広げ、歓迎の意思を表してくれた。

「真衣ちゃん、陵河、いらっしゃい。元気そうでよかった」

「お義父さん、お久しぶりです。もうすっかりもと通りです」

「そうか。そうか。ふたりとも座りなさい」

　陵河さんは義父の方へ歩を進め、私は母に手に持っていたショッパーバッグを渡す。

「お母さん、来るのが遅くなっちゃった。これ、お土産」

　陵河さんがクロワッサンを買いに出たとき、併設されているパティスリーでクッキーとチョコレートを選んでくれていたので助かった。

「ありがとう。もう少し早く来るかしらと思っていたけれど、早朝の帰国では眠気が取れないわよね」

「陵河さんはもともと睡眠時間が短いけどね。私はまだ寝足りなくて来る途中も寝ちゃった」

「あらあら、大変なのはパイロットの陵河さんの方なのに」

「車の揺れが気持ちよかったから」

「疲れているんじゃないの？　少し痩せたかしら？」

　母にまじまじと見られて、思わず首を左右に振る。

「痩せてないよ。食べちゃうもの」

　目覚めて食べたクロワッサンはサックサクで、バターがたっぷりの大きめのサイズなのにふたつも胃の中に納まった。

「体に気をつけなさいね」

「うん。ありがとう。お母さん、なに作ってたの？　手伝うわ」

「ちらし寿司と、串カツよ。お鍋にしようか迷ったんだけど、真衣が好きな料理にしたの」

「ありがとう！　もうおなかが空いてきたわ」

　陵河さんと義父は話をしており、私と母はキッチンへ向かう。

　キッチンではちらし寿司は彩りよく飯台に仕上げられて、串カツは後は揚げるばかりで、ほかにもマカロニサラダやイカと里芋の煮物が盛りつけるだけになっていた。私は串カツを揚げるのをかって出る。

「大丈夫？　やけどしないでよ？」

「お母さん、私だって主婦なんだから、揚げ物くらいできるわ」

「ふふっ、主婦には見えないけれどね。じゃあ、お願いね」

「娘だからそう思うの」

　いつまで経っても娘は一人前に見てもらえなさそうだ。

　苦笑いを浮かべ、ＩＨクッキングヒーターの上にある揚げ物鍋のスイッチを押した。

　串カツは玉ネギを串切りにし、ひと口サイズにした豚ブロック肉を交互に串に刺したもので、母のお弁当屋の一番人気でもある。伊知弥君はこの串カツにもほれ込んだと言っていた。

　現在の母はお弁当屋の経営にだけ携わり、店長やスタッフたちが変わらぬ味を提供しているとのことだ。

　揚がった串カツをテーブルに運び、陵河さんの隣に座る。彼の向かい側に義父、その横に母。母は義父と陵河さんのグラスにビールを注いでいる。

「真衣は飲む？」

「ううん。麦茶でいい」

　ピッチャーからグラスに麦茶を注ぐ。

「陵河さん、今日はどこから戻ってきたの？」

　ちらし寿司を取り皿によそって母が陵河さんに手渡す。

「シドニーです。いただきます」

「向こうはもう夏かしら？　寒暖差があるから、体調に気をつけてね」

「うん、暑かったわ」

　私は串カツとサラダを皿に盛って、陵河さんのちらし寿司の横に置き、自分のも取り分ける。

「真衣、伊知弥がひとり暮らしを始めるそうだ」

「ひとり暮らしを？　お義父さんたち、寂しくなるんじゃ……」

　ビールを飲んでいた義父が口を開く。

「いい年だし、いつまでも親と住むのもな」

「でも、伊知弥君はお母さんの料理が好きなのに、ひとり暮らしなんてできるのかな」

「そうだな。食事をしに頻繁に帰ってきそうだな」

　陵河さんが想像して笑う。

「うん。そう思う」

　食べながら、世間話に花を咲かせた。

　義父の誕生日にプレゼントしたファーストクラスでのハワイ往復は、十二月の初旬に行くそうだ。

「あら、真衣。串カツ一本だけ？」

「あ、うん。揚げていたらおなかいっぱいになっちゃったみたい」

　本当のところ、揚げ物をしていたせいか少し胃がムカムカしている。

「そういうこともあるわね」

「伊知弥君が帰ってきたらぺろりと全部食べちゃいそう」

　大皿の上にはまだ十本以上が残っている。

「まさか、そんなには食べないわよ」

「いや、わからないぞ。食べすぎはよくない。五本くらいにして、あとはしまっておきなさい」

　母の言葉に義父が茶目っ気たっぷりに忠告する。

　きっと伊知弥君はくしゃみをしていることだろう。




　翌朝、松涛の陵河さんのベッドで目覚め、体を起こそうとしたとき、急激に吐き気が込み上げてきた。

　隣に寝ていた陵河さんはいないので、走りに行っているのだろう。

　吐き気をこらえながらベッドから下りて部屋を出る。

　二階にあるトイレに入り、胃からせり上がってきた気持ち悪さを吐き出す。

「ううっ……。昨日の串カツのせいかな……」

　吐き気が少し治まり、トイレを出て階下へ行くとキッチンに母がいたので、「おはよう」と声をかけてから洗面所で顔を洗って口をすすぐ。

　キッチンに入って、ウォーターサーバーからコップに水を注いで飲む。

「おはよう。早いじゃない。まだ六時半よ？　もう少し眠れば？」

　義父は昨晩ゴルフだと言っていたので、すでに出かけたようだ。

「ん……なんか胃がムカムカして」

　お味噌汁の具のナスを切っていた母の手が止まる。

「胃がムカムカ？　それって」

「胃腸炎かな。明日フライトなのに……」

「胃腸炎じゃないかもしれないわ。妊娠の可能性はない？」

「え？」

　もう一度水を飲もうとしていた手が止まる。

　妊娠……？　可能性って……わからない。避妊はしているけれど。

　そんなことを母に言うのは恥ずかしくて困惑していると、陵河さんが外から戻ってきた。カウンターの向こうに姿を見せ、タオルで汗を拭いている。

「おはようございます。真衣、おはよう。早起きだな」

「陵河さん、おはよう。真衣は吐き気があるみたいなのよ」

「吐き気が？」

　気遣わしげな顔になった陵河さんはキッチンへ入ってくる。

　私は母から妊娠の可能性を指摘されてから、前回の生理がいつだったかを必死に思い出そうとしていた。

「真衣、休んでいた方がいい。日曜にやっている病院を探そう」

「……陵河さん、私……妊娠したかも」

　忙しい日々の中でも毎月きっちりくる生理が、先月なかったことに気づいた。

「妊娠……？」

　陵河さんもあぜんとなったのち、「妊娠検査薬を買ってくる」と言って出ていこうとした。そんな陵河さんを母が引き留める。

「まだドラッグストアは開いていないわ」

　最近ではコンビニでも売っているところもあるようだけれど、実際気にしたことがなかったから近所の店に置いてあるのかわからない。

「そうだった。とにかくソファに座って。今、気分は？」

「楽になったみたい」

「よかった。横になって休んでいろよ。シャワーを浴びてくる」

　陵河さんはリビングを出て、バスルームに向かった。

　私は二階の部屋に戻り、スマホを手にリビングのソファに座って、妊娠の兆候を調べる。

　眠気、だるさ……。最近たくさん眠ってもまだ寝足りない感じではあった。

　あてはまる項目があって、やはり妊娠を疑う余地はない。

　陵河さんとの赤ちゃんがいるの……？

　平らな下腹部に手のひらを置く。

　仕事は楽しく、まだまだ続けるのがあたり前だと思っていたが、妊娠したのなら乗務できない。

「牛乳温めたわ。飲みなさい」

　母がカップを手渡してくれ、隣に座る。

「いただきます」

　温かい牛乳をひと口飲んでホッと息をつく。

「その様子だと、赤ちゃんの計画はまだだったのね」

「……うん。仕事は楽しいし、赤ちゃんのことは頭になかったの。もう少し後くらいかなって考えていたから」

　本当に妊娠していたとしたらうれしい。でも突然のことで、ＣＡとしての勤務はしばらく難しくなるかもしれないから、まだ心が追いついてこないのが正直な気持ちだ。

「とにかく調べなくてはね」

　母に肩を抱かれ、コクッとうなずいた。

　朝食後、松涛の実家から自宅に戻る途中、ドラッグストアで妊娠検査薬を買って、帰宅後ドキドキしながら試してみた。

　結果、妊娠検査薬に二本線が出て陽性の判定だった。

「陵河さん、陽性。赤ちゃんができたみたい」

　リビングで待っていた彼のもとへ行って、隣に腰を下ろしてから報告する。

「真衣、俺はうれしいが、体調の変化もあるだろうから乗務については考える必要がある」

「陵河さん、言いたいことはわかってる。突然のことでまだ気持ちの整理はできていないけれど、本当に赤ちゃんがここにいるのなら、全力で守らなくちゃ。少し早かっただけで、いつかは子どもを授かれたらいいなと思っていたからうれしい」

「真衣、ありがとう。これからのことについて、一緒に考えていこう」

　陵河さんの腕が背中に回り、おでこにキスが落とされる。

「明日、産婦人科で診てもらうね。それで……妊娠がはっきりしたら、乗務にはいったん区切りをつけないとね」

　明日は二十一時五十五分発のホノルル便の予定だ。

「真衣……」

　憂い顔の陵河さんの両頬を引っ張る。

「もうっ、そんな顔しないで。本当におなかに赤ちゃんいればいいと思っているの。でも、幼い頃から母が仕事をしていてすごく寂しかったのを思い出して……そんな思いはさせたくないから。だから、妊娠していたら退職をするわ」

「真衣の決めたことを尊重する。ありがとう。真衣。愛しているよ」

　私がどんな選択をしても陵河さんはわかってくれる。そう考えたら、涙腺が緩んできた。

「私も、愛してる。私の頭の中では家族三人で公園で遊んでいるの。まだまだだっていうのにね」

　涙がたまってくるのを感じながら、微笑んだ。




　翌日、陵河さんの運転でタワーマンションから十分ほどの総合病院へ向かった。私がけがをしたときに診てもらった総合病院だ。

　産婦人科での検査結果、妊娠八週目に入ったところで、出産予定日は来年の六月三十日。

　妊娠が確定したので、自宅に戻ってから母に電話をかけた。

「お母さん、妊娠八週目だったの」

《おめでとう。陵河さんにもそう伝えてね。私も久紀さんもうれしいわ》

「うん。それで、今日の乗務で辞めることになると思う」

《それはつらいわね……大好きな仕事から離れることを決心するのは大変だったでしょう》

　母からの同情の声に、「ううん」と言った。

「仕事は大好きだけど、赤ちゃんの方が大事よ。もちろん、寂しい思いもあるけれど、赤ちゃんを無事に産んで育てるのが私の今の幸せよ」

《……真衣、大人になったわね。すっかりママの気持ちになっているわ》

「ふふっ、お母さんったら、からかわないで。じゃあ、また連絡するから」

《気をつけて乗務しなさいね》

「はい。いってきます」

　通話を終わらせて、私の代わりにランチの用意をしてくれている陵河さんのもとへ戻った。




「皆様こんばんは。本日はＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空をご利用いただきましてありがとうございます。当機は、ホノルル国際空港へ向けて順調に航行しております。これから、免税品の販売を行います。ご用の際はご遠慮なくお声をおかけくださいませ」

　私は日本語のアナウンスの後、英語で知らせる。

　定刻通り、二十一時五十五分にホノルル国際空港へ向けて羽田空港を離陸していた。ホノルル国際空港到着時刻は十時十五分。日付変更線を超えるので、現地は今日の到着になる。

　今回はビジネスクラスを受け持ち、井上さんと免税品のカートを押して販売を始める。それが終わると、就寝のため機内の照明が落とされる。

「戸森さん、大丈夫？　腰は痛くない？」

　井上さんが声をかけてくれる。

　今日は早めに出勤して、秋元さんに事情を話した上で、人事に退職の意思を伝えた。

　妊娠した場合なにかあってはいけないので乗務はできない決まりになっていて、今回のフライトが最後になる。

　クルーには朝のブリーフィングで妊娠と退職の件を伝えた。みんなは驚いてはいたが、妊娠を喜んでくれた。

「いつもと同じなので、気遣わないでくださいね。突然のことで、本当に申し訳ありません」

「結婚をしているんだから、考えられなくはなかったわ。でも、今回のフライトが最後だなんて寂しいわ」

「私もです。そう言ってもらえてうれしいです」

　そこで乗客からの呼び出しがあり、井上さんがギャレーから出ていった。




　七時間二十分の飛行時間を経て、ホノルル国際空港へは定刻通り十時十五分に到着した。

　バスに乗り込む前に陵河さんが近づいてきて「大丈夫か？」と尋ねてきたので、笑顔でうなずく。

　緊張感を持って乗務しているせいかなのかつわりはなく、眠気には襲われたもののそれは妊娠していないときも同じだ。クルーたちも眠いだろう。日本では朝の六時過ぎなのだから。

　ハワイは乗務で何度も訪れているが、街の雰囲気を見るとうきうきしてくる大好きな都市だ。

　晴れていて爽やかな暑さで、ワイキキビーチが見えてくると、南国特有のリラクゼーション効果があるように思える。

　クルーを乗せたバスはワイキキに連なるホテル群のひとつ、『ＡＡＮホノルルビレッジホテル』に着いた。デブリーフィングを済ませ、各自部屋へ向かう。

　帰国便は明後日の十三時五十分発で、明日はオフだ。

「街をブラブラしたいわね。でも、とりあえず睡眠よ」

　隣を歩く井上さんが少しだけ疲れた顔で笑う。

　時差ボケを解消するために、到着日は夜まで起きているＣＡもいるが、私たちは眠くてたまらないので、たいていはこれから数時間眠ってから行動する。

「はい。夕方から出かけましょうか」

　私が同意したところで部屋の前へ着く。今回の部屋は井上さんの隣だ。

　井上さんと別れて入室して、真っ先に窓に近づいた。

　窓からワイキキビーチが見え、寝るのがもったいない気持ちになる。海に入るわけではないが、左手に見えるダイヤモンドヘッドというロケーションは何度来ても大好きな景色だ。

「でも寝なきゃね」

　キャリーケースを開けて、必要なものを手にしてバスルームへ歩を進めた。




　シャワーから出て、身支度を済ませて後は寝るだけとなったところで、スマホを開いて、陵河さんからのメッセージがないか確認する。

【明日は俺とデートしよう】

　最後のフライトだから、陵河さんはふたりきりで会わない取り決めを反ほ故ごにして、思い出を作ってくれようとしているのかもしれない。

〝了解です〟のスタンプをタップして、部屋のカーテンを閉めるとベッドに横たわり目を閉じた。




　目が覚めてからつわりがあったが、吐くほどではなくすぐに治まった。

　前回のハワイのフライトで購入したボレロのついた水色のサンドレスを身に着け、メイクを済ませる。髪はそのまま肩に流した。

　必要最低限のものだけを小さなバッグに入れて持ち部屋を出て、隣の部屋のチャイムを押すと、すっかり南国の雰囲気たっぷりの肩を露出したサンドレスを着た井上さんが出てくる。

　私もボレロを脱いだらチューブトップのサンドレスになるが。

「ぐっすり眠れた？」

「はい。元気復活ですね。宮城さんも誘いました？」

「ええ。でも出かけるところがあるって」

「じゃあ、ふたりで。どこへ行きましょうか」

　エレベーターホールへ足を運びながら、行くところを決める。

「十六時だから夕食までにはまだ早いし、パンケーキはどう？」

「賛成です」

　機内食の軽食を到着の一時間前に食べただけなので空腹だ。

「最近ＳＮＳで話題になっているパンケーキ店を見つけたの。少し離れているからタクシーで行きましょう」

　エレベーターでロビーに下りて、エントランスで乗客待ちをしていたタクシーに乗り込み、ワイキキから十五分ほど離れたパンケーキ店に向かった。

　いつも混んでいるというパンケーキ店は、中途半端な時間の来店だったおかげですぐに席に案内された。

　井上さんはマカダミアナッツ・ソースがたっぷりかかったパンケーキを選び、私はブルーベリーソースとムース状の甘酸っぱいパッションフルーツのリリコイソースの二種類がかかったパンケーキ。どちらもひとつが大きいので、ハーフサイズをオーダーする。

　生地がふわふわで、まろやかな甘酸っぱさのソースがおいしくて、話をしながらペロリと平らげた。

　パンケーキ店を出てタクシーでワイキキに戻り、ショッピングモールなどを見て回りホテルに戻った。

　この時季のハワイの日没は十八時前。夜のとばりは下りているが、ホテルを一歩出ると観光客は昼間と変わらず楽しんでいる。

　お母さんたちももうすぐ来るのよね。楽しんでくれるといいな。

「夕食はホテルでいいわよね」

　井上さんに「もちろんです」とうなずく。

　彼女はロビーを通り、その先のレストランへ私を案内する。

　ワイキキビーチを臨む、照明がところどころに配置されている南国ムードたっぷりのレストランだ。

　入口に立つスタッフに井上さんは名前を告げ、店内へ案内される。

　え……？

　そこには陵河さんをはじめ、真木副操縦士やクルー全員が集まっていたのだ。

　秋元チーフパーサーが私たちに近づく。前に立った秋元チーフパーサーは、手にしていたプルメリアのレイを私の首にかけた。

「今日は戸森さんの送別会で皆さんが集まってくれました。蓮水機長の隣へどうぞ」

　陵河さんの隣の空いている席に座らされて、口もとを緩ませる陵河さんと目が合う。

　送別会……。

　突然の発表なのに、こうして集まってくれたクルーたちの気持ちに胸が熱くなる。

　一度座ったものの、立ち上がって頭を下げた。

「皆さん、私のために集まってくださりありがとうございます」

「戸森さんっ、元気な赤ちゃんを産んでくださいね。これは皆さんからです。気が早いけれど、ベビー服や小物を選んできました」

　隣に座る宮城さんが立ち上がって、リボンのかけられた箱がプレゼントされる。

　出かけるところがあるって、プレゼントを買いに行ってくれていたんだ。

「プレゼントまで……」

　感激してとうとう涙腺が決壊してしまった。涙が頬を伝い、声に出せずにいる私の肩に手が置かれる。陵河さんが肩を抱いてくれた。

　クルーたちは一瞬びっくりした様子だったが、「お似合い」「蓮水機長、かっこいい」などとはやし立てる。

　陵河さんは笑って、私の代わりに口を開く。

「妻のために送別会を開いてくれてありがとう。突然の妊娠に妻も私も動揺していました。素晴らしいクルーたちと離れがたい気持ちもわかるので、彼女の気持ちを考えると胸が痛い。こんなにまでしてもらい、妻や私は幸せです」

「皆さんと別れるのはつらいですが、これまでの乗務経験はすべてかけがえのない財産です。お世話になりました。出産して子どもが大きくなったら皆さんのフライトに乗りますから、そのときはよろしくお願いします」

　もう一度深くお辞儀をして椅子に座ると、それが合図だったかのようにカクテルやビール、料理が運ばれてきた。

　私の前にはノンアルコールの、イエローとオレンジ色のグラデーションになったカクテルが置かれる。グラスの縁にパイナップルのひと切れが添えられていてハワイらしい。

　心地よい夜風に吹かれながら、Ｔボーンステーキやガーリックリブアイステーキ、ほかにもたくさんのハワイ料理がテーブルを彩り、みんなでおいしい料理を堪能した。




　翌日、十時にロビーで陵河さんと待ち合わせをして、ハイヤーに乗り込んだ。

　陵河さんは白のポロシャツに黒の細身のパンツ姿で、脚の長さが際立っている。私は綿のノースリーブワンピースだ。色はレモンイエローで、白い小花が散りばめられている。

「今朝のつわりは大丈夫だったか？」

　後部座席に並んで座ったところで、車がゆっくり動きだす。

「大丈夫。どこへ行くの？」

　陵河さんとハイヤーの運転手はあらかじめ行き先を打ち合わせていたみたいで、ひと言も会話をせずに走りだした。

　陵河さんの手が私の手を包み込む。

「夫婦になってからハワイで一緒に過ごすのも初めてだな。初心に戻ってぐるっとドライブをするように頼んだんだ」

「何度も訪れているけれど、一周とまではいかなくて。うれしいわ」

　ハイヤーはワイキキの動物園近辺を通過して、自然保護区のハナウマ・ベイで止まったので、車外に出て高台からサンゴ礁がよく見える美しいブルーの海を眺める。

　その後、車はいくつものビーチが臨む道路を進んでいく。穏やかな波のビーチからサーファーのメッカであるノースショアのワイメア・ベイを通り、途中降りて、キッチンカーで売っているガーリックシュリンプのランチをコバルトブルーの海が見えるベンチに座って食べる。

「お母さんたちもこんなふうにデートできるといいな」

「そうだな。十日間ものんびりと過ごせるのはうらやましい。俺たちもそのうちここで休暇を過ごそう」

「うん。今から楽しみよ。はぁ～おいしかった。ごちそうさまでした」

「そろそろ行くか」

　陵河さんが立ち上がり、手を差し伸べてくれる。その手を握って腰を上げた私の唇に、優しくキスが落とされた。

　おかしくて笑いかける。

「ガーリックシュリンプの味がするわ」

「どんな味でも、いつでも真衣にキスしていたい」

　不敵な笑みを漏らした陵河さんは、もう一度甘く唇を塞いでから「クッ」と笑った。

　野生のウミガメとの遭遇率が高いと言われているラニアケアビーチへも立ち寄ったが、その日はあいにくウミガメを見ることはできなかった。

　その後は車を走らせ、アラモアナセンターへやって来た。もう夕方だ。

「なにを買いに来たの？」

「こっちだ」

　陵河さんに手を引かれ、宝飾店の最高峰と言われている店舗に連れていかれる。私のエンゲージリングやマリッジリングもここのものだ。

「真衣の妊娠記念に選ぼう」

「陵河さん……」

　彼は店員に流暢な英語で、女性物の時計を見せてほしいと伝える。

　ダイヤモンドが文字盤をぐるりと囲んでいて、値段はどれも目が飛び出そうなほど高い。だけど、陵河さんは「値段は気にせずに、真衣が気に入ったデザインを選ぶといい」と言って、私に選ぶ権利を与えようとした。

　揚げ句の果てには陵河さんは店員に「値段を言わないでください。妻が選べなくなる」と冗談めかして口にして、ようやく私は素敵な時計を選んだ。




　陵河さんと楽しい一日を過ごした翌日の十三時五十分、ホノルル国際空港を離陸し羽田空港へ向けてハワイの大空へ飛び立った。

　今日を大事に、いつも通り笑顔でお客様に接しよう。

　感傷的になってしまうが、これから到着までの時間を大切に職務に従事するのみだ。

　機内食の提供の後、少しして秋元チーフパーサーがやって来る。

「戸森さん、お疲れさまです。コックピットへコーヒーをお願いします」

「かしこまりました」

　秋元チーフパーサーからの最後のプレゼントのような気がした。

　コーヒーをカップに注ぎ、コックピットへ歩を進める。

　インターカムでコックピットへ連絡をしたのち解錠され、中へ入る。

「お疲れさまです。コーヒーをどうぞ」

　陵河さんに慎重に手渡す。

「ありがとう。秋元チーフパーサーに頼んだのに、真衣が来るとは思わなかったよ」

「最後にコックピットに入れるよう、秋元チーフパーサーのプレゼントかもしれないですね。真木副操縦士、どうぞ」

「ありがとうございます。いやあ、やっと蓮水機長から戸森さんの名前が聞けた」

　コーヒーを受け取った真木副操縦士はニヤニヤしている。

「今までご苦労さまでした。蓮水機長と戸森さんは仕事に徹していて、尊敬できる夫婦ですよ」

「お前も早く結婚するんだな」

「それが、なかなか戸森さんのような素敵な女性がいないんですよ。コーパイ同士で、戸森さんが既婚者じゃなかったら絶対に口説いていたと話していましたよ。あ、もちろん蓮水機長が夫だと知らないときですよ」

　そんな話を仲間内でしていたなんてびっくりだ。

「そうだろう？　真衣のようなかわいくて素直で、ときに小悪魔になる女性はなかなかいないからな」

　陵河さんの言葉に目を丸くするしかなく、顔に熱が帯びてくる。

「も、もうなにを言っているんですか」

「うわっ、奥様自慢なんて初めて聞きますよ」

　真木副操縦士も陵河さんに驚きの目を向けた。

「それでは失礼させていただきます。この後のフライトもよろしくお願いいたします」

　丁寧に頭を下げて、コックピットを後にした。

　はぁ～びっくりした。気心知れた真木副操縦士だから、あんなことを言ったのね。

　そこでふと吉光副操縦士のことを思い出す。

　以前コーヒーを持っていったときは、あんな穏やかな雰囲気ではなかった。陵河さんもピリピリしていたのかもしれない。

　ギャレーに向かう途中で秋元チーフパーサーに行き会う。

「秋元チーフパーサー、最後にコックピットに入れました。ありがとうございました」

「ご主人が操縦桿を握っているところを見る機会はもうないかもしれませんからね。喜んでもらえてよかった。着陸のアナウンスも頼みましたよ」

「私が……ですか？」

「はい。最後のアナウンスよろしくお願いします」

　秋元チーフパーサーは笑顔で立ち去った。




「皆様、今日もＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空をご利用いただきましてありがとうございました。当機はまもなく羽田空港に着陸いたします。シートベルト着用サインが消えるまでその場から動かれないようお願い申し上げます。皆様の次のご搭乗を乗務員一同心よりお待ちしております」

　心を込めた二か国語でのアナウンスも終え、泣きそうだった。

　陵河さんが操縦桿を握る飛行機は、十七時二十分、定刻より五分早く誘導灯が光る滑走路へと降り立った。










エピローグ




　最後の乗務から半月が経った。

　十二月に入りもうすぐ妊娠十一週だが、現在はつわりと眠気があり、ゆっくりのんびり過ごしている。

　今日は退職に必要な書類などを持って本社に行ったのち、羽田空港オフィスへ向かう。陵河さんはフライトから戻ってくる日で、私がオフィスに行く頃には着陸しているだろう。

　本社での用事を済ませてオフィスに到着し、クルーのみんなへのお礼の菓子折りを持って廊下を歩いていると、向こうに吉光副操縦士の姿を認める。

　彼女はその場に突っ立ったままでいて、私は前へ進んだ。

「戸森さん、いえ、蓮水さん」

　吉光副操縦士が呼び止める。

「退職すると聞いたわ」

「はい。今日で最後です」

　表情をこわばらせる私に、吉光副操縦士はやんわりと笑みを浮かべる。

「あなたに謝りたいとずっと思っていたの。とんちんかんな勘違いをして、脅すようなまねをしてごめんなさい」

「吉光副操縦士……」

「私を冷たい目で見る蓮水機長の眼差し、あなたを見るときはまったく違っていて、ふたりの関係を誤解してしまったわ」

　好きな人の一挙一動を見ていたから、敏感に感じ取ったんだ。

「結婚を黙っていたために誤解させてしまい、私の方こそ申し訳ありませんでした」

「赤ちゃんができたのね。おめでとう。でも、好きな仕事を辞めることになってつらいのではないかしら？」

「ありがとうございます。ＣＡの仕事ができなくなって残念ではありますが、赤ちゃんを無事に出産することに今は全力を注いでいますから」

「私ね、コックピットが大好きなの。機械に囲まれて操縦席に座って、ものすごい緊張感が心地いいの。だからもしあなたの立場になったら、きっとそうは思えない。私は結婚に向いていないみたい」

　吉光副操縦士はやんわりと微笑みを浮かべて、右手を差し出してきた。

「握手をしてくれる？　仲直りしてほしいの」

「……はい」

　私も右手を出して、彼女の手を握った。

「無事に出産できますようにと祈っているわ。蓮水機長とあなたの子どもだから、きっとめちゃくちゃかわいいと思う」

「吉光副操縦士も大好きなコックピットで、乗客を安全に現地へ運んでください」

「ありがとう。じゃあ」

　吉光副操縦士は口もとに笑みを浮かべて立ち去った。

「真衣」

　ふいに陵河さんの声が聞こえ、びっくりしてドアの方を見ると、そこに彼が立っていた。

「陵河さん、もういたの？　お疲れさまでした」

「話ができてスッキリしたんじゃないか？」

「はい。吉光副操縦士にここで会えてよかった」

　一緒にオフィスへ入ると、秋元チーフパーサーや井上さん、宮城さんなどいつものクルーたちがいた。

「皆さん、お疲れさまです。先日はありがとうございました。気持ちばかりですが、もらってください」

　一つひとつ缶に入ったクッキーの詰め合わせを、宮城さんに手渡して配ってもらう。

　しばらく話をしたのち、陵河さんに「ちょっと展望デッキへ出ないか？」と誘われたので向かった。




　展望デッキは寒いが空は青く、離発着する旅客機とコントラストをつくっている。

「ここへ来るのは久しぶり」

　網のかかった手すりに近づく。

「真衣、退職して後悔しないか？　休職願いの方がよかったんじゃないか？」

「ううん、陵河さん」

　私はきっぱり言って首を左右に振る。

「産んだ後、子どもを預けて仕事をするなんて考えられないもの。私にとって一番大事なのは家族よ。お義父さんとお母さんが陵河さんと出会わせてくれたことは、本当に感謝してる」

「俺もだ。ふたりが結婚しなければ真衣に出会えなかった」

「だから、私は後悔なんてしない。いつでも陵河さんが帰ってくるのを待っていたいの。子どもが手を離れて余裕ができたときには、なにか空と関係がある仕事ができればといいと思ってる」

　陵河さんの腕が背中に回り抱きしめられる。

「ちょ、見られるわ」

　離れようとするが、腕は力強くほどけない。

「真衣、愛している」

「私も愛しています」

　背伸びをして、ちょこんと陵河さんの唇にキスをする。

「見られるのが嫌だと思って、キスは我慢していたのに。小悪魔発動だな」

「ふふっ。家に帰ろう？　今日はお鍋を用意しているの」

「そうしよう」

　陵河さんの指が私の指に絡み、しっかりと恋人つなぎをする。

　私たちは微笑みながら出入口に向かって歩き出した。
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特別書き下ろし番外編










幸せな時間




　育児日記を広げて、赤ちゃんの様子をしたためる。

【凌り空く　今日で一カ月。だんだんと目が合ってくるようになってきて、表情が出てきたみたい。これから家族三人でたくさん思い出を作ろうね】

　一カ月前。梅雨の中休みの六月二十五日、私は三千百グラムの男の赤ちゃんを出産した。

　出産後は松涛の実家でお世話になり、陵河さんは休日に泊まりに来る生活をしていたが、今日から自宅に戻って三人で暮らすことになる。

　母の手料理の夕食を済ませ、これから自宅へ戻るとあらためて告げた。

「寂しくなるわねぇ」

　腕の中でウトウトと目を閉じて眠りかけの凌空を、母は慈しみを込めた目で見つめている。

「咲子さん、父さん、凌空の世話ありがとうございました」

　陵河さんが母から息子を渡されて、抱きとめる。

　まだ小さな赤ちゃんを抱くのに慣れていない陵河さんは、壊れそうな宝物を受け取ったかのような受け取り方だ。

　事実そうなのだけど、こわごわとした抱き方は新米ママの私から見ても微笑ましい。

「お義父さん、お母さん、一カ月間ありがとうございました。いつでも凌空の顔を見に来てね。私たちも遊びに来るから」

「ああ。まだ産後一カ月だ。無理せずにのんびりしなさい」

「ありがとう。お義父さん。明後日からボストンに出張でしょう？　気をつけて行ってきてね」

　義父はいつものように優しい笑顔でうなずく。

「気をつけて行ってくるよ。さあ、乗りなさい」

「はい。お母さん、じゃあ、またね」

「ええ」

　陵河さんは車の後部座席のチャイルドシートに凌空を乗せ、私は反対側のドアから隣に座った。




　自宅に戻るのは産気づいて家を出て以来だ。

　料理はしない陵河さんだけれど、ひとり暮らし歴が長かったので掃除は完璧で、制服は自らクリーニングに出し、下着などは洗濯乾燥機を使って自分できちんと回していたようだった。

　凌空を抱っこして玄関を入る。荷物は陵河さんが運んでくれている。

「陵河さん、ほったらかしでごめんなさい。不便だったよね？」

「実家にいてもらった方が、俺が安心すると言っただろう？」

　寝室の私たちのベッドの横にベビーベッドを用意してあり、そこへ眠っている凌空をそっと横たわらせた。

「顔が少しふっくらしてきたな」

「うん。生まれてもう一カ月だなんて早いね。このぶんだとあっという間に大きくなっちゃいそう」

「そうだな」

　ふいに陵河さんはスマホをポケットから取り出して、凌空を撮る。彼のスマホの中には凌空と私の写真がたくさんある。

　私も毎日写真を撮って、フライト先にいる陵河さんに送っていた。

「あ、陵河さん。九月に入ったら井上さんと宮城さんが遊びに来てくれるって」

「そう言っていたな。朝陽からも砂羽さんと伺いたいとメッセージをもらっている。さてと、凌空が眠っているうちに真衣も休んだ方がいい」

　陵河さんは愛まな息子へ満足そうな笑みを浮かべてから、私の唇にちゅっと軽くキスを落とした。




　翌日、朝食を作っていると寝室から凌空の泣き声が聞こえてきた。

　すぐに泣いている凌空を抱いた陵河さんが現れる。

「陵河さん、さっきミルクを飲ませたばかりだからきっとオムツだと思うの」

「わ、わかった。俺が替えよう」

　私がオムツを替えるところを見ているので、陵河さんなら問題なくできると思う。

　陵河さんは凌空を片方の腕で抱えたまま、リビングルームに用意してある替えのオムツやおしりふきを反対の手で持ってソファに近づく。

　そんな光景を目にしたら頼もしくて、思わず傍観してしまう。

　肌着をめくり、順調に紙オムツのテープを剥はがしておしりふきで拭いているところで、突然陵河さんが「うわっ」と声をあげた。

「真衣！　真衣！　助けてくれ」

「え？」

　驚いてキッチンから出てソファへ近づく。

「どうしたの？」

「おしっこされたんだ」

　凌空を見れば、肌着や陵河さんの手が濡れている。

「あー、気持ちよくなっちゃったのね」

　さっきまで泣いていた凌空は上機嫌で足をばたつかせている。

　オムツ替えのコーナーから必要なものを持って戻った。

「陵河さん、凌空のロンパース脱がせて」

「ロンパース？」

「ふふっ、着ている服のことよ。着替えさせなきゃ」

「あ、ああ」

　壊れ物を扱うようにこわごわと、凌空の腕を袖から抜く姿が微笑ましかった。




　義父がボストンへ出張し、陵河さんもパリへ飛び、母が泊まりに来てくれた。

　陵河さんが自宅にいた数日でだいぶ三人での生活にも慣れたが、母がいてくれるとやはり心強い。

　母乳が足りず粉ミルクと混合で飲ませていて、母はいつもテキパキと作ってくれる。

　陵河さんが留守の間、ときどき母が来て手伝ってくれ、凌空が生まれて二カ月が経とうとしていた。

　首のぐらつきも少し減り、体重も順調に増え、喃なん語ごが出るようになっていた。

　ベビーカーに乗せての散歩は夕方陽がかげってからにしていて、近くをブラブラしている。




「お邪魔しまーす」

　九月に入って、井上さんと宮城さんが出産祝いを持って遊びに来てくれた。

「きゃーっ、なんてかわいいの」

　手足をパタパタさせている凌空にふたりは黄色い声をあげ、あやしてくれる。そうしているうちに凌空は眠った。

「素敵なお住まいですね。空港に近いタワーマンションだなんて、さすが蓮水機長のお宅だわ。井上さん、うらやましいですね」

　宮城さんは井上さんに同意を求める。

「ええ。うらやましくて結婚したくなるわ。まあ、蓮水機長のように素敵な男性はいないんだけどね」

　アイスティーと、ふたりのために焼いたフィナンシェをセンターテーブルに運ぶ。

　その後、彼女たちのフライトの話に花を咲かせたり、目を覚ました凌空をあやしたりしてあっという間に時間が経った。ちなみに陵河さんは、この場にいるとふたりが緊張してしまうということで出かけている。

　ふたりのフライトの話を聞くと、ＣＡだった頃が懐かしくてまた働きたいと思う。

　凌空が中学生くらいになったら……。そんなことを考えて、おかしくて笑いが出る。

　その頃には退社後十三年も経ってしまっていて、私は四十歳手前。そこからまたＣＡに復帰するなんて、現実的じゃないわね。




　翌日には桜宮機長と奥様の砂羽さんがお祝いに来てくれた。

　砂羽さんとは出発ゲートで何度も顔を合わせていたし、四人で食事を何回かしている。砂羽さんは桜宮機長と結婚した後も、大好きな仕事だというグランドスタッフとして現在も働いている。

「ご出産おめでとうございます」

　砂羽さんが花束といくつかのショッパーバッグを渡してくれた。

「こんなにたくさんのプレゼントをありがとうございます」

「わー、かわいいっ」

　陵河さんが抱っこしている凌空を砂羽さんは覗き込んで、手に触れる。

「朝陽、見て！　こんなに小さいのに、もう整っているのよ」

　先ほどから凌空を見ている桜宮機長は苦笑いを浮かべる。

「外は暑かったですよね。今、冷たい飲み物を持ってきますのでソファへどうぞ」

「砂羽さん、抱いてみますか？」

　陵河さんは彼女に尋ねる。

「いいんですか？　抱っこしてみたいです」

　ソファへ座った砂羽さんに陵河さんが凌空を渡す。砂羽さんはメロメロで、そんな彼女を桜宮機長は口を緩ませて見ている。

　アイスコーヒーと今日は焼いたマドレーヌを出して、四人でセンターテーブルを囲んだが、凌空は桜宮機長の腕の中で眠っている。

「朝陽にも父性があったか」

　陵河さんが茶化す。

「そりゃあるさ」

「朝陽、私にももう一度抱かせて」

　桜宮機長は隣に座る砂羽さんに凌空をそっと手渡す。

「ところで、真衣ちゃん。育児は大変だと思うんだけど、わが社である企画が持ち上がって、真衣ちゃんが適任じゃないかと思って話を持ってきたんだ」

「え？　企画？」

　桜宮機長から陵河さんへ視線を動かし、首をかしげる。

「これを見てくれないか」

　桜宮機長はカバンからファイルを出して私に差し出す。

「真衣ちゃんはＣＡ時代からみんなに好かれていて友人も多い。だから元ＣＡ特任ライターという肩書きで、そんな彼女たちに各国のお勧めスポットやスイーツなどをインタビューして記事としてまとめてもらって、わが社のサイトに載せたいと思っている。まずは二カ月に一度の更新だから、時間のあるときにできるかなと思ったんだ」

　ファイルを開いて、企画書へ目を通す。

　昨日、いつかはまた働けたらと思っていたが、今ではない。でも、この話はとても興味深い。一度辞めたＣＡの現場に復帰するというのはハードルが高いけれど、この企画なら私の経験を役立てられるかもしれない。

「陵河、奥さんが働くことをどう思う？」

「俺はかまわない。今の真衣にも無理のない範囲でできそうだし、いい話じゃないか」

「陵河さん、いいの……？」

「もちろんだ。俺も協力するよ」

「真衣さん、素敵な企画だわ。子育ては本当に忙しいと思うので私からは強引には勧められないけれど、あちこち飛んでいた真衣さんにぴったりのお話だと思います」

　砂羽さんは主婦、母親の立場を理解してくれている。私はＣＡの仕事が大好きだったし、現場で働けた経験は宝物だと思っている。それを生かせるなんてとてもうれしいけれど、凌空の世話をしながらなんて本当にできるかな。

「ぜひ前向きに考えてみて。できれば今週中に決めてもらえると助かる」

「わかりました。桜宮機長、お話を持ってきてくださりありがとうございます」

　二カ月に一度の更新だというから、具体的な進め方をシミュレーションしてみよう。




　その夜、ベビーベッドに眠る凌空のおでこにキスを落としてから、陵河さんの隣に横たわる。すぐに彼の腕に抱き寄せられた。

「真衣」

「ん？」

　目線を陵河さんの顔に移す。

「あの企画、やりたいと思ったんだろう？　なぜすぐに返事をしなかったんだ？」

「やりますって返事をするのは簡単だけど、本当にできるかどうか考えたかったの。陵河さんにもちゃんと聞きたかったし」

「俺はあの場で言った通りだ。やるのであれば協力は惜しまない」

「……本当は、昨日井上さんと宮城さんの話を聞いて、いつかまた働けたらと思っていたところだったの」

　彼に微笑む。

「それなら明日、引き受けると連絡しよう」

「そうする。陵河さん、ありがとう。理解のある旦那様で私は幸せよ」

　少しでも仕事ができる喜びでにわかに気持ちが浮き立ってくる。陵河さんの肩に両手を置き、顔を近づけてにっこり笑う。

　そして口もとを緩ませて私を見つめている陵河さんの唇にキスをした。
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　このたびは『クールな凄腕パイロットは、新妻への激愛を鎮められない～社内極秘婚～』をお手に取ってくださりありがとうございました。

　舞台は以前の作品、『極上パイロットが愛妻にご所望です』のＡＬＬ　ＡＩＲ　ＮＩＰＰＯＮ航空です。

　懐かしく思ってくださった読者様もおられたのではないかと思います。今確認しましたら、二年七カ月前の発売でした。

　このときの登場人物たちの名前がちらほら出ていますが、この作品だけでも問題なく読めますので、楽しんでいただければ幸いです。

　パイロットのお話でＣＡのヒロインはあまりいないのではと考え、プロットを作りました。

　そして、キーワードは『義兄』です。

　出会いから東京で一緒に暮らしていなかったので、義兄妹感は薄いかもしれませんが……。

　今回もシカゴ・ニューヨーク・パリ・シドニー・香港・ハワイと、パイロットとＣＡならではのワールドワイドな展開にすることができたかと思います。

　いつも発売日を楽しみにしてくださりありがとうございます。読んでくださる皆様がいてお話を書くことができます。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆様、担当の若海様、作品編集にご協力いただきました八角様、ありがとうございました。

　愛染マナ先生、素敵な機長姿のヒーローとかわいいＣＡ姿のヒロインを描いてくださりありがとうございました。

　デザインを担当してくださいました川内様、そして、この本に携わってくださいましたすべての皆様にお礼申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。

　二〇二二年九月吉日

若わか菜なモモ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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